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秋季シンポジウム案内

1 9 9 8年度の藻類学会秋季シンポジウムを下記の要領で、実施いたします。

例年、秋季シンポジウムは、春期大会とは異なった視点で藻類を理解しようという積極的な意図の元に企画さ

れています。今年のシンポジウムは、藻類産業の現況や世界の市場などについて、 1濠類資源の開発に生涯を賭け

られた方々から、ご自身の体験を踏まえた貴重なお話を伺うことにしました。すすんでご参加、ごl際部下さい。

海産植物資源の活用

一現況と展望ー

l アルギン酸の利用と産業の国際的展望

笠原文普 君津化学工業(株)

2 寒天の開発と市場動向

井上修

3 カラギナンの利用と生産

岩元)勝H白

4 微細藻類からの有用資源開発

烏松秀典

5 食用海藻の生産と国際市場

戸j谷 ij'j

伊那食品工業(株)

マリンサイエンス(株)

元 -大日本インキ化学工業(株)

(株)角谷硝庖

日時 1998年 10月30日(金) 午後 l時より 5時まで

シンポジウム終了後 懇親会

場所 : 学士会館 (東京 ・事11問一橋)

参加費 :シンポジウム 無料

懇親会(参加希望者のみ)6，000円

懇親会にご出席予定の方は、 10月 l日までに下記に E-メールまたはFaxでご一報下さい。

E-mail: s-ishikawa@shimizu.mbio.co.jp 

F似・ 0543-66-9256 石川

共催:日本藻類学会

マリンバイオテクノロジー学会

国際海藻協会日本支部

問い合わせ先 :

石川依久子(海洋バイオテクノロジー研究所)

T巴1.0543-66-9211 Fax.0543-66-9256 

大野正夫(高知大学海洋生物教育研究センター)

Tel. 0888-56-0462 Fax.0888-56-0425 



日本藻類学会第 23回大会(山形)案内

日本藻類学会第 23 回大会を下記の~領で開催いたします。 なお，詳細1Iにつ きましては，次号 ( 1 1 月 号)の柴

内をご覧下さい。

大会期日:平成 I1玉1'-3月27日 (土)編集委員会，評議委員会，公開講演会

3月28日 (日) -30日(火)一般講淡，特別シンポジウムなど

大会会場 :山形大学教養棟2号館など

大会会長:高橋永治(前山形大学教授)

大会準備.山形大学理学部生物学科 (代表 :原慶明)

連絡先 :〒 990-0021LLJ形市小白川11日1-4-12 山形大学理学部生物学科内

日本i楽類学会第 23回大会準備委員会

電話 :023-628-4610 (原)または 4615(菱沼)

FAX: 023-628-4625 

巴-01出1: hara@sci.kj・ya01agata-u.ac.JP
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駿河湾におけるホンダワラ類の植生について

林 田 文郎

東海大学海洋学部水産学科

干424清水市折戸3・20・l

Hay描 hida，F. : Sargassum vegegation in Suruga Bay， central Japan. Jpn. J. Phy'∞1. (Sorui)46: 97・103.

τ'he p問 sentresearch has aimed at surveying the number of species of sargassaceous algae and their horizontal岨 d

verti回 1dis凶butionin Suruga Bay， in血ePacific co田tof田ntr叫Japan.百lefield survey was made during血eperiod 

from 1975 to 1984. Sampling was ∞nducted most1y for the mon也sof April， May and June of the y曲目，using SCUBA 

divingt田 h岨que.Tweoty s戸坦i目。fsargassaceous a1gae were r目。'gnizedin血.eBay.羽田speciesabundance was most 

notab1e in the area田'Ound血eco田 tof the southem end of Izu Peninsula∞mp町もdwith 0出.erregion. 10 genera1，血e

lower limit of the range of Sargassum bed w踊 distributedat about six meter冨belowthe low water mark. Sargass回n

palenls阻 dS. piluliferum were obse刊 ωtobe dominant over a 1町'gepart of the Bay， whi1e S. crispifolium剖 dS.

duplica他mbelooging to subgenus Sa，宮田'sumwe田 on1yfound a10ng the west co田tof Izu Peninsula where血ewarm

Kuroshioc町 間ntisdom泊叩LSarg，田 sumpiluliferum g問wdown to about sixteen mete四 belowthe low water mark， 

剖 dw田 found旬 growinwat町'Sd田 per血叩 anyo血ers戸口es.

Key Ind，四 Words; Fucales-PhaeophYla-Sa母国'saceousalgae-Sarg，田 'sumbed-Sarg，田 sumvegelation-Suruga Bay-

distribution 

Fumio，Hayashida. Depa，明lent01 Fisheries. School 01 MaゆIeScience副!dTechnology. To初 iUniversity. Shimizu. 

Shizuoks. 424 Ja，戸皿

はじめに

ホンダワラ類は，褐藻植物ヒパマタ目に属する海藻

で，漸深帯において藻場(ガラモ場)を構成し，稚仔

魚の保育場や沿岸性魚類の餌場・産卵場として重要な

役割を果たしている(飯倉 1985)。また一方では，こ

れらホンダワラ類は流れ藻を形成し，多くの重要魚類

の産卵場および稚仔魚の生育基盤ともなっている(千

田 1965)。このように，ホンダワラ類は，沿岸部にお

ける生物生産に重要な役割を果たしており，最近では

その水産資源的効用が再認識され，本邦各地において

ガラモ場の造成事業が行われている(日本水産学会

1981，月舘 1985，徳田ら 1991). 

駿河湾に産するホンダワラ類については，岡村

(1936) ，谷口(1961)，千原(1967)，林田・桜井(1969)， 

林田(1972，1981)，阿部・鈴木 (1972)，Yoshida (1983)， 

津田(1996)，横浜(1996)らの報告がみられるが，い

ずれも断片的な記載にすぎず，同湾内を広く調査対象

とし，その種類相や分布および生態について詳細に調

べられた例は皆無に等しい。そこで筆者は，駿河湾に

おけるホンダワラ類の種組成並びにその水平・垂直分

布の実態を明らかにする目的で， 1975年4月より本研

究に着手し，その後1984年にかけての6ヶ年間にわた

り調査を実施した。

本研究により，得られた成果の概要については既に

報告したが(林田 1985，Hayashida 1987) ここではそ

の詳細について報告する。

調査地の概況と方法

駿河湾は湾口部で約56km，奥行き約59kmの台形に

近い湾入水域で，その面積は約2，300km2である。そ

の海岸線は，伊豆半島南端の石廊崎から湾奥部を経て

御前崎にいたる約173kmの長さを有している。同湾の

東海岸は，岩盤や転石地帯が多くみられ，複雑に入り

くんだ海岸線から成り立っているが，湾奥部や西海岸

は砂浜地帯が多く，比較的単調な海岸線を有している

(Fig. I)。また，湾東部に比べ湾奥部から湾西部には，

富士川，安倍川や大井川などの大きな河川がみられ

る。黒潮分流は，伊豆半島南端にぶつかり，一部は伊

豆半島の西海岸に沿って駿河湾内を北上するため，湾

内は強い暖流の影響を受ける。このため，南伊豆の委

良(1975-79)，湾奥部の清水・三保(1970)および

湾西部の御前崎 (1969-71)における月平均表面水混

(Fig.2)は，冬期でもいずれも 12'C以下に下がること

はない。

本研究においては， 1975年4月より調査に着手し，

その後 1976，80， 81， 82，例年の6ヶ年聞にわたり，



98 

園田Rock 霞函 Sand 医麹 80ulder

Fig. 1. Map of Suruga Bay， showing geologicaJ environments and山Lrty

印lCstations sUlVeyed. 1. lrou止i，2.N品(agi，3. lruma， 4. Mera， 5. Koura， 6 

Ochii， 7. lhama， 8. Kumomi， 9. Ishibu， 10. Iwachi， 11. Matsuzaki， 12. 

Nishina， 13. D∞呂田hima，14. Norihama， 15. Futo， 16. Ootago， 17. Armi， 

18. Kog，mwuci， 19. Koshimoda， 20. Toi， 21. Heda， 22. 0盟zaki，23.En拙 hi，

24. WakamatsLl， 25. Kuzura， 26. Senjouiwa， 27. Yui， 28. OkitSLI， 29 

M田 himune，30. Kohama， 31. Omaezaki 

駿河湾内の合計 31地点 (Fig.1) を対象として調査を

実施した。調査は各年とも 4~ 12月にかけて実施し，

とくにホンダワラ類の繁茂j切にあたる 4~ 6 月 に重点

的に行った。現場での調査は，小型船舶を使用し，ホ

ンダワラ類が多く生育している場所を選び，素i昔、 りお

よびスキューパ潜水により行った。謀場の構成磁やそ

れらの極の生育水深並びに着生基盤や下草の種類など

について記録 し，標本を採取した。なお，本文での水

傑は，すべて低潮線からの水深で表わ した。

結果および考察

本調査によって明らかにされた駿河湾産ホンダワラ

類は，ジョ ロモク属 1HLヒジキ属 l種およびホンダ

ワラ属 18種の合言1-2科3属20種であり ，その種名を，

Table 1に示した。学名はYoshida(1983)，吉田ら(1995) 

にfiEった。

各Nm査地点におけるホンダワラ類の出現状況を

Table 2に示す。それによると，秘数の最も多いのは，

南伊豆 IIfJ海域(石廊崎~ H1 ìJ~ ) であ り ，同湾で符られ

た全種数の 85% に当たる 17種が生育していた。つい

で多いのは西伊豆町海域(仁科~小下回)で，15種が

みられた。このよう に，岩絵や1117;石地荷が多い湾東部

、
4
S官
，

J
n
・

Table 1. A Iist of sargassaceolls algae collected in Suruga Bay 

10 
Ho. Spec I es "all・

1 ヒジキグ'/zil:il/ /vsiiorl1lis (Harvey) Okamura 

2 ジョロモヲ #yagrops 15 III)'Bgro山市'$(Turner) Fenshol t 

3 スナピキモ? Sdrg4ssv4I 411l410p/Ji1UI1I Yosh i da ct T. Konno 

4 コブヲロモヲ S. crisplfo/ivlII Yamada 

5 フタヱモヲ S. tlupノiCBtUIllJ. Agardh 

6 オオパノコギりモク S. gisBnI8ilo/iu.o Ya・ada
7 イソモヲ S. /Jt1/11ipll，ノノ'VI(Turner) C. Agardh 

B アカモヲ S. I!orndri (Turner) C. Agardh 

9 ノコギ リモク S. 414crOC4伊岬 C.Agdrdh 

10 トゲモヲ S. micracantlwlI (Kutzing) Endl icher 

11 タマハハキモヲ S. 4!vI icu/II (Yendo) Fensho I t 

12 タマナシモ? S. nipponicu/JJ Yendo 

13 ヒラネヨモウ S. OKB/JJlIrBtJ Yoshida et T. Konn。
14 ヤツマタモ~ S. pal，司'nsC. Agardh 

15 マメダワラ S. pi/u/iFdrl/AI (Turncr) C. Agordh 

16 オオパモヲ S. ringgoloiBnum Uarvov 

11 ヨレモウ S. si/iquBslru41 (IIIertens 8X Turner) C. Agardh 

18 ウミトラノオ S. Ihum歩。rgii(Mertens ex Roth) Kuntze 

19 ヨレモウモドキ S. YBI!B/l/Oloi Yosh i da 

20 エンドウモヲ S. J'dnooi Oka鋼uraot Yar・ada

海域 (伊豆半島沿岸域)で種数が多いのに対し， 岩盤

が少なく砂浜地術が多い湾問音11海域で、は少ない。ま

た，種別 に水平分布 をながめてみると，アカモク

Sargassum horneriとヤツマタモク S.patensは湾内に広

く出現しているが，ヒ ジキ Hizikiafusiformis ，イソモ

クSargassumhemiphyl1l11n ，ヒラネジモク S.OkiU1llJl<le ，ノ

コギリモク S.ll1acroωrpull1 ，ヨレモク S.siliquastrull1， 

トゲモク S.ll1icraci/J1I:!llJll1やフタエモク S.dllpliC<HlIll1は

i!Y伊豆海岸に多 くみ られる。またオオパノコギリモク

s. gig如何ifoliumやジョロモク Myagropsismyagroides 

は，湾奥音11から西部にかけて分布しており，とくに

ジョ ロモクは静岡市月1宗海岸付近のみに生育する。一
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Fig. 2. SeHsonal v山 iatiol101" surface seawaler temperature at Ihree 

stations in Suruga Bay 



Table 2. Occurrence of sargassaceous a1gae at each station surveyed in Suruga Bay. The + symbol indicates presence. 

Stati∞s surveyed 
Species lI8IIIe 

Iro.N，此Iru.l!er.Ia弘och.Iha. 111m. Ish. IllII.lIat. Nis. Doo. Nor. Fut. 0ロt.Ar乱ゐg.Iω.Toi. HecI. Ose.勘也'此Kuz.sen. Yui. Oki.l!oc. Iah.伽a

ヒジキ Hizikill fusifor/IJis + + + + + + + + + + + + + + 
ジョロモク砂.lIllropsis1fI)'lIllrOI席 S + + 
スナピキモク S8rll8SSIII118IlJf11t1plli/，岬 + + + + + + 
コプクロモク .s: cri炉 fo/il/1Jl + + + + + 

フタエモク .s: In伊/iC8tUIfI + + + + + + + 
オオパノコギリモク .s: llillllntl1ifo/ iUl1l + + + 
イソモク .s: IIt1/IJl~坊')'11，岬 + + + + + + + + + + + + + + + 
アカモク .s: 1I0rntlri + + + + + + + + + + + + + + + + 
ノコギリモク $.， 1114t:rot:8rpllll1 + + + + + + + + + + + + 
トゲモク S. lIit:r8c8nthj岬 + + + + + + + + + + + + + 

タマハハキモク .s: /lJutic，岬 + + + + + 

タマナシモク .s: n伊'PDniclNII + + + + 
ヒラネジモク S ot8.即 'rllll + + + + + + + + + + + + + + + 
ヤツマタモタ .s: p8ttlHS + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

マメダワラ .s: pi/ulifl1rUl1l + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
オオパモク .s: rinllJ1OltllIlHI/1JI + + + + + + 

ヨレモク .s: sil il1ulIstrl/1Jl + + + + + + + + + + + + + + 

ウミトラノオ .s: tllunIJtlrlliγ + + + + + + + 
ヨレモクモドキ .s: )''''''lIl11tJtoi + + + + + + + + + 

エンドウモク .s: )'tlntloi + + + + + + + + + + + + 

Irロ:Irozaki. Nak: Nakagi. Iru: Iruma. l!er:耳目.Iau:Ioura. Och:Ochii. Iha:Ihama. Kum:IumOllli. I油:Ishibu. 1m: lwachi. iat :lIatsuzaki. Nis:Nishina. Doo:加psh凪 Hぽ :Nor出血.Fut:Futo. 
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Fig・3.Vertical distribution of each speci田 ofsargassaceous algae in Suruga Bay. Thick lines show the depth whe目白erelative abundance was 
observed目

方，Sargassum亜属のコプクロモク Sargassum

crispioliumやフタエモク S.dupJicatumは，南伊豆海域

に多くみられる。この海域は冬季でも表面水温が15"C

以上を示すことから (Fig.2)，これらのホンダワラ類

は，黒潮暖流の勢力下に生育する南方系の種 (Yamada

1955)であることが，本調査によってもうかがわれた。

一般に，ジョロモク，タマナシモク Sargassum

nipponicum ，オオパモク S.ringgoldianum ， トゲモク，

コプクロモク，オオバノコギリモクは，外洋に面した

比較的波浪の強い岩盤地帯で局部的に多くみられた。

一方，イソモク，ヤツマタモク，マメダワラ S.

piluliferumは，とくに内湾部や入江，小島の陰などの

波浪の弱い所で多く見受けられた。従来の報告による

と，ジヨロモク，タマナシモク，オオパモク，オオパ

ノコギリモクは外洋的性格が強い種であり(谷口

1961，佐々田ら 1975，斉藤 1980)，ヤツマタモク，マ

メダワラは内湾的性格が強い(吉田 1961，佐々回ら

1975，斉藤 1980)とされており，本研究による調査
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結果と一致する。ただし，これらの報告の中で，マメ

ダワラは波の強い所に優占し(吉田 1961)，イソモク

(谷口 1961，佐々田ら 1975，斉藤 1980)やヤツマタ

モク(斉藤 1980)は，いずれも外洋的性格が強いと

指摘されており，これらの点に関しては本調査結果と

一致しない。

ガラモ場は同湾内では，低潮線付近より水深約6m

の範囲に多くみられ，その主要構成種はヤツマタモク

とマメダワラである。水深6m以深になると，個体数

は水深と共に急激に減少していく傾向が見受けられ

た。またガラモ場の多い海域は，ホンダワラ類の種数

の最も多い (Table2)南伊豆海岸域であった。

ガラモ場内における下草の種として，緑藻植物のア

ナアオサ Ulvapertusa ，ホソジュズモ Chaetomorpha

crassa，褐藻植物のウミウチワ Padinaar加'Tescens，ア

ミジグサ Dictyotadichotoma ，ヘラヤハズDictyopteris

prolifera，フクロノリ Colpomeniasinuosa，カジメ

Ecklonia cavaの幼体，ワカメ Undariapinnatifidaや紅藻

植物のマクサGelidi四 elegans，石灰藻類，フシキント

キ Carpopeltisarticulata ，ツカサアミ Kallymenia

perforata，オゴノリ Gracilariaasiatica，カバノリ

Gracilaria texω1m，ツノマタ Chondrosωella加s，ソゾ類

Laurencia spp. などが比較的多く観察された。

つぎに，湾内の各地点で得られた資料に基づき，ホ

ンダワラ類各種の垂直分布を Fig.3に示した。同一種

でも地点により生育深度は異なるが，ここでは湾内に

おける各種の生育深度の範囲を一括して表した。それ

によると，全種中マメダワラが最も深所まで生育して

おり，松崎町の岩地では水深約16mまでみられた。次

いでヨレモクモドキ，ノコギリモクが松崎町の雲見

で，コプクロモクが西伊豆町の黄金崎において比較的

深所の水深約8mまでみられた。その他の種類はほと

んどが5m以浅の浅所に生育する。

マメダワラの垂直分布に関しては，吉田(1961)は

九州西岸の牛深湾では水深0.5-6.5mの範聞に生育す

るとし，梅崎・有山(1981)は若狭湾小泊で水深2-

5m，山田・谷口(1977)は能登飯田湾で1-13mの範

囲に生育するとしている。これらの報告と比較する

と，駿河湾では九州西岸や日本海側とくらべやや深所

まで生育することがわかる。ノコギリモクは北九州津

屋崎で水深2-9m (Yosida et al. 1963)，九州西岸牛深

湾では0.5-6.5m (吉田 1961)に生育しており，本研

究結果とほぼ一致する。しかし能登飯田湾では水深 1

-13m (山間・谷口 1977)，若狭湾小泊で1-14m (梅

崎・有山 1981)とされており，駿河湾にくらべ日本海

側ではさらに5-6m深所まで生育する。ヨレモクモ

ドキは一般に低潮線から水深5mの範囲に生育する

(Yoshida 1983)としており，本研究結果とほぼ一致す

る。アカモクは一般に水深 1-5m (新崎 1964)とされ

ているが，津軽半島竜飛崎付近では10-2伽(能登谷

1988)まで見られる。オオパモクは一般に水深 1-5m

(新崎 1964)，北九州津屋崎で0.5-3m (Yoshida et al. 

1963) ，能登飯田湾で0.5-5m (山田・谷口 1977)， 

若狭湾小i自で1-5m(梅崎・有山 1981)に生育すると

それぞれ報告されている。オオパノコギリモクは水深

2-5m，タマナシモクは 1-3m，フタエモクは 1-

2m (新崎 1964)とされており，またトゲモクは能登飯

田湾で1.5-3m (梅崎・有山 1981)，津軽半島竜飛崎

付近で2-1伽1 (能登谷 1988)，ウミトラノオは京都

府舞鶴で低潮線上0.2-水深0.3m(Umezaki 1974)に

みられるとそれぞれ報告されている。

これらの種のなかで，アカモクとトゲモクをのぞく

と，オオパモクをはじめ，オオパノコギリモク，タマ

ナシモク，フタエモクやウミトラノオの生育深度は，

いずれも本研究結果とほぼ一致した。一方ヤツマタモ

クは，九州西岸牛深湾で水深0.5-6m (吉田 1961)，北

九州草壁屋崎で 1-7m (Yoshida et al. 1963)，若狭湾小

泊で2-5m(梅崎・有山 1981)に生育しており，本

研究結果と一致するが，能笠飯田湾では水深1-13m

(山田・谷口 1977)とされており，駿河湾にくらべ約

7mほど深所まで生育している。ジョロモクは新崎

(1964)によると，低潮線付近~水深2mに生育すると

されており，本研究とほぼ一致するが，安芸灘黒島で

最大4.5m(高場・溝上 1982)，能登飯田湾では水深3

-9m (山田・谷口 1977)の範囲に見られ，駿河湾の

ものにくらべかなり深所まで生育している。ヨレモク

は九州西岸牛深湾では水深0.5-1.5m (吉田 1961)に

みられ，本研究とほぼ一致するが，安芸灘黒島では最

大4m(高場・溝上1982)，能登飯田湾では水深1-5m

(山田・谷口 1977)，北九州津屋崎で0.5-6m (Yoshida 

1983)，津軽半島竜飛崎で2-20m (能登谷 1988) と

されており，一般に日本海側では深所まで生育してい

る。イソモクは新崎(1964)によると水深1-5m，九

州牛深湾ではo-2m(吉田 1961)，若狭湾小泊では1m

以深(梅崎・有山 1981)に生育するとされており，本

研究結果とほぼ一致する。エンドウモクは九州牛深湾

では水深1m前後に生育する(吉田 1961)とされてい

るが，本研究では水深6m近くの深所までみられた。

以上のように，駿河湾に産するホンダワラ類の中

で，マメダワラは日本海や九州西岸のものにくらべ深
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所までみられ，これとは逆にアカモク，ノコギリモク，

ヤツマタモク，ジョロモク，ヨレモク，トゲモクは，日

本海側のものより浅所に生育することが明かとなっ

た。このようなホンダワラ類の生育場所による垂直分

布の相違は，波動の影響 (Yoshidaet a1.1963，佐々田

ら1975，今野・中嶋 1980，今野ら 1985，太田・二宮

1990)のほかに水温，透明度，着生基盤などの要因が

関係しているものと考えられる。

ところで，これらホンダワラ群落は，駿河湾におい

ては一般に水深6m以深ではマメダワラを代表とする

単一種からなる群落を形成する場合が多いが，水深

6m以浅になると主としてヤツマタモクを優占穫とし

た複数の種が混生してガラモ場を形成する場合が多

い。また，このようなガラモ場は，海中林を形成する

他の大型海藻類と隣接してみられるのが一般的であ

り，他の大型海藻類と混生してみられる例はあまり見

当たらない。そこで，駿河湾内におけるホンダワラ類

以外の他の大形海藻・海草類の分布状況についてなが

めてみると，おおよそ次のように要約される。

西伊豆海岸域においては，一般にアラメ Eisenia

bicyclis .カジメ群落が多く見受けられる一方，南伊豆

町の中木，石部地先や松崎町の岩地地先などの内湾部

の水深2~ 10mの範囲で，アマモ Zosteramarina ，コ

アマモ Zosterajaponicaを中心としたアマモ場が局所的

に点在し，わずかではあるがコアマモ群落の下部にウ

ミヒルモ Halophilaovalisが出現する。このほか波当

たりの弱い場所ではアントクメ Eck1oniopsisradicosaが

点在するか，もしくは群落を形成する。内浦湾におい

ては，湾口部の大瀬111奇を中心とした波の静かな内湾部

で，良く発達したアマモ場が水深 1~7m の範囲でみ

られる(塩原・鈴木 1985)。また同湾内周辺各地と淡

島周辺部ではアントクメがみられる一方，淡島周辺の

みではあるがヒロメ Undariaundarioidesが分布する。

一方，駿河湾奥部の海域においては，由比~興津海岸

域で水深3~5m付近にアラメ海中林が発達しており，

このほかカジメが稀にみられる。駿河湾西部海域にお

いては，由比・興津から静岡市用宗海岸の水深3~6m 

付近にアラメ，カジメが海中林を形成し，用宗以南の

御前崎海岸一帯においては，サガラメ Eiseniaarborea 

海中林が広くみられる(林田 1991，1996)。また御前崎

海域では，水深7m以浅で良く発達したサガラメ海中

林が，また水深7~ 14mの範囲でカジメが濃密な群落

を形成する。このほかエピアマモ Phyllospadixjaponica 

がホンダワラ類と混生し，点在してみられる。

林田

終りに，本稿の校関と稜の同定を賜わった北海道大

学名誉教授吉田忠生博士に深甚な謝意を表する。本研

究は 1975~ 76， 1980 ~ 82および1984年度の本学部

水産学科の卒業研究として行われたもので，本研究に

関わった多くの卒業生諸氏に感謝申し上げる。
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褐藻ナガコンブの光合成ー温度特性について

坂西芳彦・飯泉仁

水産庁・北海道区水産研究所 (085-0802 北海道釧路市桂恋 116)

Sak副 shiヱ岨dIizumi， H. 1998 : Photosynthesis-temperature問 lationshipof Laminaria longissima Miyabe 

仏皿山ariales，Phaeophyta). Jpn. J. Phycol. (Sorui) 46: 105・110.

Photosyn血etic~田ponse of sporophy飽 ofLami.聞 rialongissima to temperat町芭 wasexamined in summer and winter. 

官山S戸ci田 isdis凶butedalong the eastem Pacific coast of Hokkaido. Photosynthesis岨 dresp岡山nwe田 m回 S凹叫

by the light and dark bottle method and a Clark-type oxygen el<田甘odesystem wi出discscut out of the middle part of a 

blade. L longissima could開館inhigher photosynthetic activity at 5 "c or less， which inhibited photos卵白eticactivity 

泊血ew町四・包mpe田陣 kelp.百leoptimum飽mperaωrefor the light-sa仙剛:edphot<田:yn血田isw田 20"C，ex田ptfor阻

op白numof25で inAUgl四t，andw砧 higher血血血eseawa胞r飽mpera仙 問byabout 5 "C in summer but by about 20 "C 

in winter. However， experimen也 underlower light intensiti田 showedthe optimum temperature at lower tempe阻加国

1n July， at light intensities similar to th田eon the thallus surface in a dense kelp bed，世leoptimum temperatu問 for

phot由 卯 血.esisw田 about10 "C， which was cl田eto血emon血Iyaverage of血eseawater temperature. 

Key index words : kelp， L町凶岡市longissima， Laminariales， photosynthesis， respiration， tenψera佃即

Ho肱aidoNational Fisheries Re田町'ChInstitute， 116， Katsu回koi，Kushiro-shi， Hokk剖dO，085・0802Japan 

緒言 (Sak釦 ishiet a1. 1990， 1991)。
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ナガコンプLam却arialongissima Miyabeは多年生の 分布が北海道周辺海域でも寒流の影響を強く受ける

コンブ目褐藻で，釧路の知人岬から根室の納沙布岬に 沿岸に限定されることから，ナガコンプは生育水域の

かけての北海道東部太平洋岸，歯舞諸島，色丹島と国 低水温環境に適応した生理的特性を持つものと考えら

後烏および択捉烏の太平洋沿岸に生育する (Fig.1)(川 れるが，その確証は得られていない。本研究は本邦産

嶋 1989，1996a)。ナガコンブ胞子体は繊維状の付着器 のコンブ目褐藻で最も低い水温環境に生育する種類の

と直径5・7mm，長さ 3-6cmの茎状部と細長い葉状部か 一つであるナガコンブについて光合成およひ噂吸と温

らなり，葉状部は非常に細長く，葉隠は6-15cm，葉長 度条件との関係から生理学的特性を明らかにすること

は釧路地方の平均で7・8m，歯舞地方では 1伽nをこえ， を目的として行われた。

15mに達するものもあると報告されている(川嶋

1989， 1996a)。ナガコンプは浅海岩礁域においては主

要な一次生産者であり，物質循環及びエネルギー転流

の起点となっている一方で，藻体自体が重要な漁獲対

象種となっている。その年間生産量は過去10年(1987・

1996年)の平均値で6695トン(乾燥重量)であり，全

国生産の92%を占める道内のコンブ生産量の24%を占

め，種類別では圏内最大である(水産グラフ編集部

1997)。従来，ナガコンプに関する研究はフィールドに

おける胞子体の生長，成熟，個体群動態等を中心に行

われており(佐々木ら 1964，1967，佐々 木 1969，1973， 

1977， Kawashima 1972，川嶋 1996b，岡田・三本菅 1980，

岡田ら 1985)，生理学的な研究は比較的少ない

材料と方法

ナガコンブの胞子体は，北緯42057・，東経 144027・

にある北海道釧路市桂恋の北海道区水産研究所前の岩

礁地帯 (Fig.1)の低潮線直下から水深2mまでの範囲

から採集した。ナガコンブ藻体は採集後直ちに研究施

設に持ち帰り，実験に供する直前まで水温が現場水温

に近い流海水水糟中に保持した。実験は冬季 (1992年

1， 2， 3月)と夏季(1992年7，8， 9月)に行ったo~II 

路市桂恋地先の月平均水温は9月に最高値15.7't:， 2月

に最低値司O.3't:を示した (Fig.2)。

光合成および呼吸の測定には，胞子体の体軸に沿っ

た中央部の縁辺付近からコルクポーラーで打ち抜いた



106 坂西・飯泉

450N 

430N 
， 

1400 E 

Lαmina巾 longissimα一一

o 200m 
L...ーーーι園田園...J

Hokkaido Natl. 
Fish. Res. Inst. 

0 

Fig. 1. Map showing the distribution of Laminaria longissima and 

the study site at Kushiro， Hokkaido Prefecture. Shaded area is the 

sampling area (1ower). 

面積3.1cm2の藻体片を用いた。同じコンブ科に属する

アラメおよびカジメの場合は，打ち抜き直後の藻体片

では，純光合成速度として異常に低い値が得られる

が，流海水中で3時間以上浸した藻体片では正常とみ

なせる値の得られることが明らかにされている

(Sakanishi et al. 1988)。ナガコンブについても同様な傾

向がみられたため，藻体片は打ち抜いてから流海水中

に一晩浸した後に実験に供した。流海水の温度は各季

節における現場の海水混とおおむね一致していた。

光飽和条件下における光合成ー温度特性を求める実

験では，酸素びん法を用いて純光合成速度と呼吸速度

の測定を行った。グラスファイバーフィルター

(Whatman GF/C)で鴻過した液過海水を満たした容積

約 loomIの酸素びんに藻体片を入れ，種々の温度・光

20 
ω 
E15 
3 

510 
55 
~ 0 • 3: 

JFMAMJJASOND 
Month 

Fig.2目 Seasonalchange in the monthly averages of seawater 

tempera阻回目or7 years from 1986 to 1992 in the study si臨.

条件下でインキュベートすることにしたが，酸素びん

を静置した場合，特に強光下では純光合成速度が正常

値より低くなることが報告されているので(Yokohama

& Ichimura 1969)，酸素びんを振とう機に固定し，振幅

3cm，周期 120回/分で振とうしながらインキュペー

トを行った。光源にはフォトリフレクターランプ

(NationaI 100V 500W) を用いた。インキュベートを

行った水槽内の水温調節には恒温水循環装置(TAITEC

CL-I50F)を用いた。光強度の測定には光量子計 (LI-

COR LI-lOoo/LI-192S)を用いた。呼吸の測定では酸素

びんをアルミ箔で覆い，遮光した。インキュベートの

時間は光合成測定では 15分，呼吸測定では45分とし

た。インキュベート終了後，静かに藻体片を取り出し，

ウインクラ一法を用いて溶存酸素量を求め，インキュ

ベート前後の酸素量の増加・減少からそれぞれ純光合

成速度・呼吸速度を求めた。測定水温はー1(2， 3月の

み)または 1-30'Cまでの7段階とし，測定は同ーの藻

体片を用いて，ーI'Cまたは 1'Cから始め順次水温を上

げてゆく方式で行った。純光合成速度を測定する際の

光強度は 400flE/m2/sとした。

種々の光条件下における光合成ー温度特性は以下の

ような方法で求めた。ナガコンブ胞子体の中央部の縁

辺から打ち抜いた藻体片(1.5cm2)を測定試料とした。

打ち抜き後の処理は，光飽和条件における光合成速

度一温度特性を求める場合と同様とした。 0'Cから 20

℃までの5段階の温度の，それぞれにおいて， 0 flE/m2/s 

から400flE/m2/sまでの7段階の光強度での純光合成速
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度を求め，種々の光条件における純光合成ー温度曲線

を作成した。光合成及び呼吸の測定にはクラーク型酸

素電極(RankBrothers姐ー1)を用し性井 1983)，反応槽

に4mlの減過海水とともに藻体片を入れて，反応槽内

の酸素濃度の変化を測定した。反応槽内の海水はマグ

ネチックスターラーで常時撹持した。反応槽のまわり

のウォータージャケットに恒温水循環装置(TAITEC

COOLNIT CL-150F)を用いて一定温度の水を流して，

反応槽内の水温を調節した。溶存酸素の増減は記録計

(東亜電波 EPR-111A)のチャートに記録し，測定終了

後，チャートから単位時間当たりの溶存酸素量の変化

を読みとり，純光合成速度と呼吸速度の計算に用い

た。計算に必要な海水の飽和酸素濃度は，使用した海

水を種々の測定温度に保った状態で，十分通気させた

後にウインクラ}法で定量した。光源装置としてはハ

ロゲンランプ(林時計工業JCR15V 150W)とライトガイ

ドを組み合わせた光源装置(林時計工業 ルミナエー

スLA・150S)を用い，ニュートラルフィルター (HOYA

ND-50， ND-25， ND-13)で光量子束密度を調節した。

反応槽内の光強度の測定にはセンサ一部分が小さい光

量子計(HansatechQRT・1)を用いた。

結果と考察

ナガコンプの光強度400fJE/m2/sにおける光合成一

温度曲線および暗中における呼吸ー温度曲線を Fig.3

に示す。純光合成速度は， 8月を除くいずれの月でも

20'C付近で最大となったが，高温域での純光合成速度

の低下は，海水温が最低となる2月に最も顕著となり，

それに次ぐ著しい傾向は3月にみられた。低温域での

純光合成速度は，夏季に比べ明らかに冬季の方が高

かった。呼吸速度は一般に温度の上昇につれて増大す

る傾向がみられたが，高水温期には顕著でなくなり，

海水温が最高となる 9月には 5'Cから 25'Cまでの範囲

で呼吸速度に殆ど違いがみられなくなった。

今回ナガコンプでみられた光合成ー温度特性および

呼吸ー温度特性の季節変化は，他の海藻 (Kanwisher

1966， Yokohama 1973，畑・横浜 1976，Niemeck and 

Mathieson 1978，松山 1983，斉藤ら 1986，Sakanishi et aJ. 

1989)や天然の植物プランクトン群集(Aruga1965)で

も報告されているが，光合成最適温度は，冬季に比べ

夏季に高くなるものの，ほとんどの場合，通年20-30'C

の範囲であり，その季節変動は生育水温の季節変動に

比べてと小さいという結果が得られている。ナガコン

ブの場合も，光合成最適温度は約25'Cとなった8月以

外は通年約 20'Cに維持されることがFig.3から明らか

である。これは水温が0'C前後となる冬季も例外では

ないため，ナガコンブの光合成最適温度と生育現場の

混度との差が20'C以上に達することになる。冬季の月

平均水温が13'C前後となる伊豆半島下回湾に産する多

年生コンブ目褐藻カジメ EckJoniacava Kjellmanについ

ても筆者ら (Sakanishiet al. 1989)は光合成最適温度が

通年25'C付近であるという結果を得ている。下回湾の

冬季の水温とカジメの光合成最適温度との差は約12'C

であったが，命11路における冬季の水温とナガコンブの

光合成最適温度との差は，それをはるかに上回るもの

と言える。

極海域に生育する海藻 (Cheatomorpha sp.， 

Desmarestia anceps (sporophyte)， Himantothallus 

grandifolius， Fucus sp.， Gigartina skottsbergii， lridaea 

cordata， Halosaccion gJandiforme)の光合成最適温度も

15-25'Cの範聞にあるとの報告がある (Healey1972， 

Drew 1977， Drew and Hastings 1992， Wiencke et al. 1993)。

生育現場の温度と光合成最適混度との差は，海藻の場

合，約25'Cが最大とみなせるが，生育現場の温度が高

くなると，それは縮小するようである (Yokohama

1973，畑・横浜 1976，Sakanishi et aJ. 1989)。ナガコン

ブの場合も，同様の傾向が見られたが，夏季でも現場

水温に対して光合成最適温度は5-1O'C高かった。海藻

の光合成最適温度が現場水温より一般に高く，低温環

境では両者の差が拡大するという傾向について，

Luning (1990)および、Wienckeat al. (1993) らは生理

学的見地から考察を行っているが，仮説の域を出な

し、。

Berry and Raison (1981) は，光合成一温度曲線を

用いて植物の温度特性を論じる場合，光合成最適温度

に着目するだけでなく，生育温度においてどれだけの

光合成能力が発揮できているかを評価する必要がある

と指摘している。釧路の冬季の(1-3月)の月平均水温

はー0.3-1.1'Cであるが，この時期のナガコンブのー1'Cお

よび1'Cにおける光飽和純光合成速度は，伊豆半島下

回湾産の冬季のカジメについて報告されている5-1O'C

における光飽和純光合成速度とほぼ等しく，同時期の

ナガコンブの 5'Cにおける光飽和純光合成速度は，カ

ジメのそれの2ふ5.7倍であった (Sakanishiet al. 1989)。

また，光合成一温度曲線の極大値を 100%とした相対

値で各温度における光合成速度を表した場合，冬季の

ナガコンブはー1'Cおよび1'Cにおいて30%以上， 5'Cで

は60%以上の活性を示すのに対し，同時期のカジメで

は5'Cにおいても 30%程度の活性を示すにとどまった

(Sakanishi et al. 1989)。光合成最適温度で判断する限
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り，ナガコンブの光合成特性は，それほど低温に適し

ているようには見えないが，本州中部に生育する比較

的近縁な種類と冬季の低温における光合成速度を比較

すると，低水温環境に適したナガコンブの特性がより

明瞭になることがわかる。

近年，倉島ら(1996)は，カジメとその近縁種アラ

メEiseiniabicyclis Setchelllこついて，群落内部の藻体各

部分に達する光が極めて弱いものとなる事実に着目し

て実験を行い，群落内の光条件を再現した条件下で 1

日の純生産量が最大となる混度は現場水温に極めて近

くなること，光合成最適温度は光強度の減少につれて

低下することを明らかにした。そこで，ナガコンプに

ついても群落内光条件での生理特性を明らかにするた

めに， 7月に採集した藻体について種々の光・温度条

件で光合成測定を行い，その結果をもとに得られた光

合成一温度曲線を Fig.4に示した。

光強度が400および200lJE/m2/sの場合，ナガコン

プの純光合成速度は20'Cまで温度の上昇とともに増加

したが， 100 IJE/m2/sになると 10・20'C問でほぼ一定と

なり， 50μE/m2/sになると 10・15'C間で極大となり，さ

らに25，13μE/m2/sになると1O'Cで極大となった。本

研究の材料を採集した水深2mのナガコンプ群落内で

藻体が日中に受ける平均的な光強度を推定したとこ

ろ， 7月の場合40IJE/m2/s前後(坂西ら投稿準備中)で

あったことから，その光条件下で純光合成速度が極大
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に逮する温度は1O'C付近になるはずであり， 7月の月

平均水温である 12.2'Cとほぼ一致すると言える。

低温環境に適したナガコンブの生理特性の一部が明

らかにされたが，群落内光条件における生理特性につ

いては冬季における実験が今後の課題として残されて

いる。
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益企問術紹介
海藻類観察のための超薄切片作製技術の基礎
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はじめに

細胞の微細構造を観察するために様々な方法がある

が，化学固定を施した試料の超薄切片を透過型電子顕

微鏡(以下，電顕)で観察することは現在でも最も一

般的なもののひとつであろう。この技術紹介では，海

藻の細胞を固定して超薄切片を作成し，電子染色する

段階までの方法を具体的に述べた。つい数年前まで電

顕にさわったこともなかった筆者の生暖かい経験を基

に，初心者にとって取り組み易い「実験室ノート」の

ような内容を目指したつもりだが，残念ながら経験不

足による内容の不足は否めない。一方，電顕試料の作

成法についてはこれまで多くの優れた解説書が和洋書

を問わず出版されているので，詳しくはそれらを参照

して頂きたい。なお，この技術解説は 1996年春に行わ

れた第2回藻類学春の学校「藻類学における電子顕微

鏡技術の初歩jのテキストの一部を抜粋・改変したも

のである。

試料作製の概要

試料作製過程の概略を述べる(フローチャートを図

lに示した)。例えばある論文の「材料と方法」では超

薄切片試料の作製方法について，次のように書かれて

いる{脚注1)。

「藻体を，藍盟主童(3%グルタールアルデヒドと2%

匂:-mail:mir酬1i?cc.kochi-u.ac.jp

NaCIを含む0.1M カコジル酸緩衝液 [pH7.2])に漬け，

1-3mmの長さの断片に切り分けて.4'Cで2時間置い

た。試料を 2%NaCIを含む緩衝液で洗い.2%凶酸化

オスミウムと 2%NaCIを含む緩衝液で室温で2時間固

定した。盈盟主を施した試料を徐々に濃度を下げた緩

衝液で洗い，水でl回洗った後.1%酢酸ウラニル水溶

液中でブロック染色を行った。試料をアセトンで盟主

し.Spurr樹脂に量童し.70'Cで一晩重合することによ

り包埋を行った。超薄切片をウルトラミクロトームを

用いてダイアモンドナイフで盟旦且l.フォルムパー

ルを張った単孔グリッドに豊主，酢酸ウラニルとクエ

ン酸鉛で染色し，電顕で観察した。」

ここに並んでいる専門用語は何を意味しているのだ

ろうか?電顕で超薄切片を観察するためには，試料を

薄い切片(普通100nm以下の厚さ)にして真空中に置

かなければならない。そのために，なるべく元の(生

きた)細胞構造を「反映jした(決して生きた状態と

同じではないが)状態を保つように試料を殺す，すな

わち「固定jする必要があり，上の例文のようにアル

デヒド系周定剤による前固定と四酸化オスミウムによ

る後固定との二重固定を行うことが多い。この固定の

条件には，固定に使用する試薬(固定剤)の種類，濃

(脚注1)

Mine et al. (1996) Phycol. Res. 44: 185・191より改変
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準備緩衝液・固定液・染色液の調製

試料・容器の準備

樹脂の調製

グリッドの膜張り

司容F

試料の前処理
可野'

定

p

定

鯛

l
出

l
細

定固

可謬'

(プロック染色)包埋 脱水前の処理

脱水

浸潰

重合

、夢'

超薄切片 トリミング

面出し

(再トリミング)

薄切

載物

電子染色

(観察・写真撮影)

図1.超薄切片試料作製過程のフローチャート

度，時間，温度，溶媒である緩衝液の種類とその浸透

圧など様々な要素が考えられ，それらの組み合わせか

らなる固定方法は無数のものが考えられる。ある種類

の海藻の栄養細胞でうまく細胞内構造が見えた固定方

法が，同じ海藻の生殖細胞をうまく固定できるとは限

らない.良い電顕像を得るために過去の成功例を参考

にして幾通りかの方法を試みる必要がある。

峯

固定を終えた試料は薄い切片をつくるためにある程

度の硬さを持った樹脂の中に埋め込まれる。この処理は

「包埋Jと呼ばれている。樹脂は初めに重合していない

単量体として試料に導入される(=r浸漬J)。樹脂の単

量体は水に難溶だが有機溶媒には溶けるので，浸演の前

に試料に含まれる水を有機溶媒に置換しておく(=r脱
水J)。試料を浸潰した樹脂の単量体は試料と共に重合さ

れ，試料が埋め込まれた樹脂のかたまりができ上がる。

このかたまりをここでは「試料プロックJと呼ぶ。試料

ブロックは目的の部分が切り出され易いようにトリミン

グした後，ホルダーが一回転する度に試料を数十m ず

つ送り出すウルトラミクロトーム(以下，ミクロトーム)

という装置に取り付けられる。ミクロトームには試料に

対してダイアモンドナイフが固定されており，回転する

度に少しずつ近づいてくる試料からその分の厚さの切片

が剥ぎ取られる(=r薄切J)。剥ぎ取られた切片はナイ

フの刃の直後に湛えられた水のプール (rボート」とい

う)に，連続したリボンとして浮かべられる。この超薄

切片のリボンを金属製の単孔グリッド(干しのあいた金属

の薄い円盤;格子状のグリッドもある)に薄いプラス

チックのフィルムを張ったものの上にすくい取り(=

「載物J)，電子密度の高い物質(金属)の洛液で染色(=

「電子染色J)したあと，電顕で観察する。

超薄切片試料の作製はおよそこのような手)1債で行われ

る。次に試料作製に当たってあらかじめ準備すること，

および各手順の具体的な方法と注意点について述べる。

準備

[試薬]

pH緩衝剤:固定剤の固定効果は溶液のpHに依存す

るとされているので，固定液は pH緩衝能のある塩の

水溶液を用いる。カコジル酸やリン酸緩衝液あるいは

TrisやOood's buffer (Hepesなど)を用いる例があり，

緩衝剤の種類によって試料の固定効果が大きく異なる

ことがある。また，固定剤を溶解すると pHが大きく変

る場合があるので，固定に適したpH範囲内に抑えら

れる程度の緩衝剤の波度が必要である。

1.カコジル酸緩衝液 カコジル酸ナトリウム 0.05・

0.1 Mの濃度， pH5.0-7.4で用いられる。筆者はあらか

じめ塩酸でpHを合わせた2倍濃度の緩衝液を室温で保

存して適宜希釈して用いている。

2.リン酸緩衝液種々のリン酸塩の組み合わせによ

る緩衝液が知られているが， 0.1 M程度の漉度で用い

られている。

3.培地など上記の緩衝液の代わりに， pH緩衝能
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のある培地や海水なども電顕固定に使われることがあ

る。海水の場合はいろいろな未知濃度の塩を含んでい

るので，固定液に含まれる種々の添加物との沈殿など

に対して注意が必要。

浸透庄調整剤:緩衝液だけでは浸透圧が足りない場

合が多く，固定液・洗浄液の浸透圧を増すために塩化

ナトリウムや糖類・糖アルコールなどの浸透圧調整剤

を加える。材料が生育している培地と同じ浸透圧が得

られればよいとは限らず，例えば， 2%のNaCIと同程

度の浸透圧を与えるショ糖濃度は0.53Mであるが，実

際にはその半分以下の濃度でショ糖を用いることがあ

る。また，浸透圧調整剤の種類によって得られる電顕

像が微妙にあるいは大きく変わる。 NaCIであれば0.1

%，糖類であれば0.01M刻みで各種濃度の電顕{象を比

べ，最適濃度を決定する。

固定剤:1.アルデヒド系固定剤 アルデヒド基がタ

ンパク質・リン脂質・糖タンパク質に含まれる遊離ア

ミノ基 (N末端のアミノ基， Lysのεアミノ基なとつな

どと反応して固定に働くと考えられている。グルター

ルアルデヒド (GA)は2つのアルデヒド基により生体

分子の聞を架橋するため，固定能力が高く電顕固定に

は欠かせない固定剤である。 8%ー70%の水溶液で市販

されている。 GA自身の重合による変質は固定能力や

固定液の浸透圧に大きく影響するということで，電顕

固定用に精製された市販品を用いるが，材料によって

は安価なものでも支障がない場合もある。緩衝液で希

釈した直後は白色の沈殿を生じことがあるが， 5-10分

間静置すれば消えるので，その後，固定液として用い

る(希釈固定液は用時調製)。フォルムアルデヒド

(FA) はlつのアルデヒド基を持つ低分子の固定剤で

試料への浸透が早いという利点があるが，固定・分子

間架橋の力が弱く，単独で電顕固定に用いられること

はまれで， GAを含む固定液に加えて用いられる。市

販のFA溶液 (35・37%水溶液;いわゆるフォルマリン)

にはメタノールその他の添加物が入っているので普通

は電顕固定に使わない。その代わり FAの縮合体であ

るパラフォルムアルデヒド (PFA)水溶液を用時調整

して用いる(胸注2)。

2.四酸化オスミウム (OS04) 不飽和脂質やタンパ

ク質を架橋することにより膜などの細胞構造の固定に

働くとされている。それと共に電子密度の高い重金属

として電子染色剤の働きもある。毒性・揮発性が高い

ので取扱注意。精製した闘形物をアンプルに密閉して

市販されている。オスミウム溶液瓶という二重の共栓

ガラス容器の中に水と既知量のOS04の塊(アンプルに

固着している場合にはアンプルごと)とを入れ一晩4

℃で静置して溶かし，固定に用いる濃度の2倍濃度の

水溶液を作り 4'Cに保存しておく。

脱水剤:脱水に用いられる有機溶媒はアセトン，エ

タノール，メタノール，酸化プロピレン，あるいは市

販の特別な脱水剤などが用いられる。疎水性のSpuπ樹

脂を用いる場合，試料に残った少量の水分が樹脂重合

の障害となるので，溶媒自体への水分の混入を防がな

くてはならない。溶媒に含まれる水分は乾燥させた

molecular sievesや無水硫酸銅を混ぜて静置し，上清を

用いることによりある程度取り除くことができる。

包埋剤:I.Spurrの樹脂 ERL4206を10g， DER 736 

を6g，NSAを26g，DMAEを0.4g 混ぜることにより

調製する。 DERを4g，あるいは 8gに変えることによ

り重合後の樹脂の硬さを硬め，あるいは柔らかめに変

えることができる。NSAとDMAEとだけを先に混ぜる

ことはできない。よく乾燥させた使い捨て容器に，よ

く乾燥させた専用の磁石回転子を入れ，計りの上に載

せ， ERL， DER， NSAの量を計りながら注いで行き，

マグネチックスタラーで混合液全体をよく混ぜたあ

と，ピペットでDMAEを計り入れ再度よく混ぜ合わせ

る。調合後，よく乾燥させた使い捨て容器などに分注

し，密閉して-20'Cに保存しておく。使用する際には，

樹脂表面が結露しないように，密閉したまま室温にな

じませてから開封して使用する。重合条件 :70'C， 8時

間以上(Spu汀の樹脂の単量体は有毒で，揮発性があり，

粘性が高いので取り扱いに注意するー樹脂の調製・試

料の包埋の聞は手袋を着用し，周りに付かないように

注意する/重合前の樹脂，その希釈液の廃液は別にi留

めて置き，有機溶媒を飛ばしてから熱重合させる/重

合した樹脂も完全に安全ではないのでトリミングなど

で出た樹脂くずはすぐに掃除する/樹脂は高温で最も

よく揮発するので，重合はドラフト内で行う，など換

気を充分に行う)。

2.LR White そのまま使う樹脂単量体として市販さ

れている親水性樹脂。この樹脂を使う場合の脱水はエ

タノールで行う。重合条件:60'C， 8-24時間。空気中

の酸素と遮断して行う。

(脚注2)

5 rnLのlO%FA溶液を作るには， 0.5 gのPFAを約2mLの水

に懸濁し，容器を70-90"Cに湯煎し，撹祥しながら水酸化ナト

リウムー粒程度 (O.lgくらい)を加えPFAを完全に溶解する

(このとき pHは11以上になっている)。容器を室温まで水冷

し， 1-2N硫酸でpHを5.5-8.0程度に戻したあと水を加えて5

mLにする。アルカリの量を噌やせば，この方法で25%くら

いまでのPFA溶液が作成できる。
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電子染色剤:1.酢酸ウラニル プロック染色と切片の

電子染色で用いる。どちらの場合も水溶液あるいは有機

溶媒に溶かしたものを用いる。 1-5%になるように水，有

機溶媒，あるいはその混液(たとえば， 50%アセトンや

70%メタノール水溶液など)に加え，時々撹砕しながら

2糾 8時間置く。大部分の溶質が溶けたら，遠心分離や

メンプランフィルタによって沈殿物を取り除いて4'Cに

保存する。保存したものを使用するときに沈殿が生じて

いたら再度取り除いて染色に使用する。

2.クエン酸鉛切片の電子染色に用いる。硝酸鉛

1.33 gとクエン酸ナトリウム2水和物1.76gを，前もっ

て8分間煮沸し冷やしておいた30mLの水に加え30分

間，間隔をおいてよく混ぜ，乳状の懸濁液を作る。8mL

のlN水酸化ナトリウム水溶液を加え，水を加えて50

mLにし，クエン酸鉛が完全に溶けて溶液が透明にな

るまでゆっくり撹持して保存液とする。染色にはこの

原液を0.01N水酸化ナトリウム水溶液で5・10∞倍に薄

めて用いる。保存液も染色液もプラスチック製の密閉

容器に保存する。

[器具]

固定容器:固定から包壊までの過程で用いる試料容

器として，透明である(固定操作は試料の変化を倒立

顕微鏡などで確認しながら行う)，密閉できる(回定剤

[特にOS04は毒性・揮発性が高い]や脱水溶媒の漏洩

を防ぐため)，各種の溶媒に耐性のあるものを用いる。

樹脂容器:樹脂は粘性が高く(特にSpurr樹脂は)有

害なので，その容器やピペット，浸潰に使用する固定

容器などは「樹脂専用器具Jにして他の実験器具と別

に取り扱う。使用後の器具は，残った樹脂をアセトン

で洗い流し(廃液は樹脂廃液と共に保存)，洗剤を薄め

た液に一昼夜以上漬けておき，手袋をしてよく洗浄す

る。洗浄に使うたわし・ブラシなども専用のものにし

た方が好ましい。また，樹脂の鋼製・保存・希釈・試

料の処理などには使い捨ての容器・器具を使う場合も

ある。樹脂の調製に1∞・250mL容のポリエチレンピー

カー，樹脂の保存・希釈容器にポリプロピレンチュー

プ，希釈時の計量・ピペッテイングには目盛付きのポ

リエチレンピペットなどの使用例が挙げられる。

モールドと試料台:樹脂を重合させる容器をモール

ドという。繰り返し使えるゴム製の板状のもの(包埋

板)が市販されているが，使用を重ねると重合した樹

脂が貼り付いたりゴムが劣化したりして使えなくな

る。ゼラチンカプセルやピームカプセル，エッペンド

ルフチュープなどを使い捨てのモールドとして使用す

ることもできる。空気(酸素)と遮断する場合は，こ

峯

れらの使い捨てモールドに樹脂を満たして蓋をする

か，容器の身の中ほどまで樹脂を入れてミネラルオイ

ルを重層し，まっすぐ立てて重合処理を行う。また，

モールドに樹脂だけを入れて重合させたものをあらか

じめ作っておき，試料プロックから目的の部分を切り

だしたものをくつつける試料台として用いる。

簿切器具:試料ホルダ (試料をつけた試料台を保

持し，ミクロトームに取り付ける器具)は，ミクロトー

ムに取り付ける軸の中心に穴があいていて光が通るよ

うになっているものが切片作製中の試料観察に便利で

ある。また，竹串の先端に眉毛，まつげを瞬間接着剤

で貼り付けたものを切片を取り扱うために用意する。

毛の部分が汚れていると切片が貼り付いてしまうの

で，作った柄付きまつげ(眉毛)は，あらかじめアル

コールかアセトンで拭いてきれいにしておく。

グリッドの準備:単孔グリッドを洗浄し，切片を支

持する薄膜を張る。グリッド数百枚を50mLピーカー

中のジクロロエタン約20mLの中に沈め，超音波洗浄

器に数分聞かける。新しいジクロロエタンに交換して

超音波をかける操作を数回繰り返したあと，溶媒をを

アセトンに代えてさらに超音波処理を2回行う。洗浄

を終えたグリッドは清潔なろ紙の上に一枚ずつ重なら

ないように並べて乾燥させる。膜はフォルムパールで

作る。新品のスライドグラスの一端を持ち， (必要なら

ば念のためにアセトンで拭いてから)キムワイプで乾

拭きをして，もう一方の端から0.5%フォルムパール/

酢酸イソアミル(または二塩化エチレン)溶液にスラ

イドグラス全長の6・8割まで漬けて，ゆっくりと一定

速度で引き上げ，空気中かデシケータの中で斜めに置

いて溶媒を飛ばす。このとき引き上げる速度が早いほ

ど，あるいは乾燥中の角度が大きい(垂直に近い)ほ

どでき上がる膜の厚さが薄くなる。溶媒が飛んで膜が

乾燥したら，きれいなカミソリでフォルムパールのつ

いた部分のスライドグラスの縁に沿って切り込みを入

れる。 IOcm程度の深さの容器に満たした水中に，ス

ライドグラスを膜がついている端からゆっくりと差し

入れて，膜がスライドグラス表面から離れて水面上に

浮かぶようにする。水面に浮かんでいる膜の様子は光

の反射で観察することができる。膜が銀色から薄い金

色を呈し，汚れのない部分に洗浄済みグリッドを互い

に重ならないように並べる。膜よりもひと回り大きく

切ったパラフィルム(あるいはその裏紙の方がよいと

いう人もいる)を上からかぶせて膜とグリッドを貼り

付け静かに引き上げ，膜の付いている側を上にして風

乾する。表裏の目印にグリッドの金属部分にマジック



超薄切片作製法 115 

で、点を打っておく。

試料作製の実際

[周定]

先にも述べたように，固定にはいろいろな条件の組

み合わせが考えられる。間定液の温度もそのひとつ

で，一般的には，固定剤の浸透・固定効果は「高温>

低温J，逆に試料・固定剤の保存は「低温>高温J(た

だし，微小管の脱重合など，低温で損なわれ得る構造

もある)であると考えることができる。 4"(;ー室温の聞

で試料に適した固定温度を決める。

試料の前処理:材料を固定液に漬ける前に，固定剤

が試料によく浸透するようになるべく小さく切ってお

く。あまり大きな試料を固定する必要がない(電顕で

観察できる試料の大きさは，たとえ単孔グリッド一杯

に載せたとしてもせいぜい 1mm四方， 1000枚の超薄

切片の厚さの合計は 0.1mm)ことを考え，例えば2-3

mm角くらいに小さく切る。このとき観察の対象とな

る組織・細胞にまで損傷を与えないように注意が必要

である。固定液に比較的大きな断片を漬けてしばらく

(1-15分間)経った後，固定液中で小さな断片に切り分

けるという方法も，特に多核体などの巨大細胞を固定

する場合などには有効である。

前固定:固定液は， 2-3% GA (+ 1ふ 3.0%FA) を

緩衝液(適当な浸透圧調整剤を加えたもの)に溶かし

たものを用いる。固定の問，試料を時々あるいは連続

して撹搾し固定液がよく行き渡るようにする。固定処

理，特に初期の段階では，試料に大きな変化を与える

ので，ここでの処理はなるべく穏やかに行うこともよ

い方法である。例えば，試科が生育していた培地と固

定液の混合液でまず処理し，そのあと固定液の割合を

増やし，最終的に固定液のみに漬けるようにする。固

定処理が終わったら緩衝液で洗浄する。試料の乾燥・

変形を避けるため，固定液を全て吸い取らずに少し残

し，緩衝液で徐々に希釈するように洗浄していく。こ

れは包埋に至るすべての洗浄・置換操作において留意

すべきである.アルデヒドはOS04の還元剤となりうる

ので前固定後の洗浄は充分に行う。また， OS04はショ

糖などの糖類と反応し沈殿するので，これらを浸透圧

調整剤として前固定に用いたときは，その後の洗浄で

糖濃度を徐々に減らして行き，糖を含まない緩衝液で

洗浄したあと後固定を行うようにする。

後固定:洗浄を終えた試料をOふ2%OS04を含む緩

衝液に漬ける。固定液は2倍濃度のOS04水溶液と 2倍

濃度の緩衝液を 1:1に混ぜて作製する。膜構造を強調

するために， OS04に0.8-1.0%のフェリシアンイヒカリウ

ムを加える場合がある。有毒なOS04の蒸気が漏れない

ように固定容器は密閉・密封しておき，固定処理の間，

時々撹持する。後固定を終えた試料は黒褐色に変色す

る。後固定の後も試料を緩衝液でよく洗浄し余分な

OS04を除去する。

[包埋]

緩衝液に含まれる塩類は脱水に用いる有機溶媒存在

下で沈殿するので，脱水の前に濃度を徐々に減じた緩

衝液で洗浄し(例えば， 75-50-25%;各10-20分間)，最

終的に水で洗浄しておく。

脱水:水で置換した試料を，徐々に有機溶媒の濃度を

上げた有機溶媒:水混液に漬けて行き(例えば， 30-50-

70-80-90-95% ;各 15・30分間)，最終的に 100%の有機溶

媒中に漬ける。脱水に使う溶媒によって電顕像が異なる

場合がある。また，脱水に使う溶媒は水とよく混ざるも

のでなければならないが，樹脂の単量体を溶かす溶媒が

水とあまり混ざらない場合は，水とも樹脂を溶かす溶媒

ともよく混ざる溶媒で一度脱水した後，樹脂を溶かす溶

媒に置換して行くという方法が用いられる。

湿気対策:試料中の水分は疎水性の樹脂の重合の大

きな障害となるのでSpurrの樹脂などを使うときには

脱水を徹底する。 100%有機溶媒に置換した以降の操

作では，容器・ピペットはあらかじめ60-70"(;のオーブ

ンなどで充分に乾燥させたものを用いるようにする。

特に湿気の多い時期には空気中からの水分の混入も問

題となるので，樹脂浸漬中の試料容器，樹脂容器，ピ

ペットは全てデシケータの中に入れておき，空気中の

湿気の混入を最小限にする。試料容器に5mL容のサン

プル管瓶を使っている場合は，容器の蓋を開け， 35 

mm写真フィルムのプラスチックケースの底にシリカ

ゲル粒を敷いた上に置いてケースの蓋を閉め乾燥した

密閉容器とすることもできる。

浸漬:有機溶媒で置換した試料を，徐々に樹脂単量

体の割合を上げた樹脂と有機溶媒の混液に漬けて行き

(例えば， 1:3-1:1-3:1;各30分間)，最終的に 100%の

樹脂中に漬ける。樹脂単量体溶液は緩衝液・有機溶媒

などに比べ粘性が高く，試料への浸透に時間がかかる

ので，各段階での処理時間は洗浄・脱水よりは長く設

定し， 100%樹脂に換えた後は一晩以上2-3回樹脂を交

換する。浸漬の各段階では試料を連続的にゆっくり撹

持する。撹祥には回転軸を傾斜させて試料を回転させ

る装置を用いることが多い。分厚い密な組織や，細胞

壁の特性により樹脂がなかなか浸透せず，切片がそこ

で分離したり，電顕{象に空白を生ずることがある。試
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料をより細かく切っておく，樹脂の浸漬をより長時間

かけて，吸引瓶中などを使い減圧下で行う，などによ

り樹脂の浸透が徹底される場合もある。

重合:樹脂単量体の浸演を終えた試料は，モールド

に入れて，各樹脂の重合条件に合わせて重合する。水

分の混入を防ぐためにモールドもあらかじめ 60-70"C

で充分乾燥させてから使うようにする。カバーガラス

に貼り付いた発芽体などの試料の重合のためには，試

料台などを平らに削りその上に試料を下にして軽く押

し付けて重合させる(図2)。重合させた後，液体窒素

に入れたり，カバーガラス側をドライアイスに押し付

けたりしてカバーグラスだけをはずすと平たい面に試

料がすぐ出ている試料ブロックを得ることができる。

[ブロック染色]

試料を金属で染色するためには，後固定における

OS04処理と，切片を金属塩溶液で染色する方法の他

に，ブロック染色という方法がある。染色は0.5-2.0%

の酢酸ウラニルで行う。後固定した試料を脱水する

前，緩衝液から水に置換したところで酢酸ウラニルの

水溶液に試料を漬け20分-24時間程度置き染色し，再

び、水で洗って脱水処理を行う。あるいは脱水の途中で

有機溶媒と水の混液に溶かした酢酸ウラニルで染色す

る(例えば， 50%アセトン処理のあと酢酸ウラニル/

70%メタノール溶液に5分-2時間程度置き，再び70%ア

セトンから脱水を続ける)。後者の方が染色効果は高い

ようだが，試料が傷んで微細構造が失われることもあ

る。

[超薄切片(薄切)]

トリミング:重合を終えた試料ブロックを実体顕微

鏡で観察し，試料のあるところをマジックなどで印を

付け，その部分をニッパーやカミソリで切り出す。樹

試料¥ 宅パーグラス

司.
ーー------

樹脂単量体溶液 ↓ 

平らに削った

重合済み試料台

図2. カバーグラスにはりついた試料をそのまま重合させる方法

峯

--. 
試料台

図3 試料台への試料プロックの取り付けとトリミング

脂くずが散乱しないようにピニル袋などの中で行う。

また，削った樹脂くずは散らかしたままにせず直ちに

掃除する。組織片の中ほどから切片を切り出したいとき

は，試料の中ほどでブロックを割ってしまい，包埋され

た試料を露出させた方がその後の面出しが楽になる。

試料台を試料ホルダー(あるいはトリミング台)に

取り付けその上に切り出した試料ブロックを載せ，実

体顕微鏡下で観察しながら，切片を切り出す方向を真

上に向けて瞬間接着剤で固定する(図3)。試料の周り

の試料台部分や，試料の周りの余計な部分の樹脂を

ニッパーやカミソリで削り取り，試料を頂点としたピ

ラミッド状にしておく(図3)。

面出し:試料の白的の部分までガラスナイフで切り

進める。試料を載せた試料台を試料ホルダーに固定

し，そのホルダーをミクロトームに取り付ける。試料

ホルダーの側面に90度ごとにヲ|いである4つの刻印の

うちひとつの位置を，ミクロトーム試料ヘッドに鉛筆

でマークしておく。ガラスナイフをナイフホルダーに

取り付け，試料の面(垂直な面)とナイフの試料側の

面とのなす角 (f逃げ角J)を2・50に調節する。一般に

逃げ角が大き過ぎるとナイフの刃の損傷が大きく，切

片にしわが寄りやすくなり，小さいと切片の巻き込み

などのトラブルが起きやすくなる。双眼鏡で観祭しな

がらナイフの前縁を試料表面少しずつ近づけて行く。

極端な厚切りをしてしまうとナイフも試料も損傷して

しまうので，ある程度近づけたら止めておく。刃をあ

る程度近づけたところでミクロトームの試料送りを約

111mにセットし作動させる。しばらく回していると試

料表面の一部が切れ始めるので，試料送りを0.5間程

度に減じて厚切り切片を切り進む。適当なところまで

切り進んだら，次の方法で試料の深さを確かめ，削り

出している試料面の直下に目的の組織や細胞が出てく
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l罰4‘ 試料百lをきれいな台形にトリミングする方法。詳しくは

本文を参!!自のこと

るまで切り進んで行く 。

試料位置の確認:試料ホルダーをヘッドからはず

し，切るべき細胞が試料商に出ているかどうかを光学

顕微鏡の透過光で調べる。まだ試本|が試料IIIIに出てい

ないときはこのあ と切 り進むべき深さを，焦点が合う

ところの顕微鏡ステージの上下動から見当をつけてお

く。ナイフを充分下げてから，試ギ|ホルダーをヘッ ド

のマークに合わせて再度ミク ロト ームに取り付けて面

出しを続ける。また， ガラスナイフの刃の上に切り 出

された厚切り切片を まつげかピンセットで拾って， 細胞

の綴子を光学顕微鏡で観察することもできる。(脚注3)

再トリ ミング (連続切片のための):ガラスナイフ

のよく切れる側 (ここでは右側がよく切れるようにガ

ラスナイフが作られているとする)を使って試料而を

きれいな台形に トリ ミングする。まずガラスナイフを

充分下げておいてから ナイ フの手前官!IIを在方向へ5-10

度ずらして固定する(ずらす前の元の位位を党えてお

く)。最初に台形の左斜辺をト リミングする。試料ホル

ダーをマークから左回りに ふ101支回して取り付けて，

ガラスナイフを面出しの時のように慎重に近づけ，主1

fflIIが台形の左斜辺に沿って進むように0.5f.1m程度の厚

切りで切り進む(図4の 1)。切り進むl早さの合計は，目

的とする試料の深さよりも充分に探くなるようにす

る。次にナイフを充分下げておいてから ，試;jqホル

ダーを 180度回転させ，そこの表IJ印がマークの右回り

にふ10度になるように取り付けて，Lr.if:1辺と 同様に台

形の右斜辺に i沿っ て切り進む ( 1~1 4 の 2 ) 。 同斜辺を ト

リミングしたら，試料ホルダーを左回りに90皮回転さ

せ，そこの刻印がマークに重なるように取り付けて，

台形の下底に沿って切 り進む(図4の3)0 ft;'(後に試料

ホルダーを 180度回転させ，そこの刻印がマークに重

なるように取 りやlけて，台形の上j去に沿って切り進み

(図4の4) トリ ミングを終える。ナイフを下げ，試料

ホルダーを最初Jの位i世に戻 し，トリ ミングの切り倒を

柔らかい筆で拭きllil.り，手前を左にずらしたナ イフを

元の伎世に戻す。

薄切:ダイアモンドナイフで超薄切片を切り t-Hす。

ダイアモンドナイフのボー トに水を盛り 上がる位溜め

てしばらく静間 しナイフを親水化 した後，水を良<1jJ 

り，再度水をiWfめてから水而がナイフの刃よりも幾分

低 くなる程度注射昔話などで水誌を調節する。このとき

水際がナイフの刃先と雌れて しまわないように，また

ボー トの水が汚れないように注意する。蘭出しのとき

と同様に，ナイフの前縁を慎重に試料に近づけて行く

(ナイフは横方向からの力に弱い)。面出しによる平滑

な試料面にナイフの前縁の反射が映るので，その反射

の消長によりナイフと試料而の間隔を厳視する。ある

程度近づけたらミクロトームの試料送りを0.1μm以下

にセッ トし作動させる。台形の試料の一部分から全体

が切 り出されるようになり ，切片が縦に議んだ リボン

状の述続切片がボー トの水面上に伸びて来る (!盈5)。

このとき切片が示す千渉色はその厚さに よって異な

り，厚さ 10011mの場合はやや金色がかった銀色になる

(より厚いときは金色ー背色，議いときには銀色ー灰色

を示す)。

載物:切りI-Uされた切片のリボンをまつげで笑いて

ナイフの刃から引き自Jf.し水面上に遊離させる。このと

き切片は縦方向に幾分縮んでいるが，クロロフォルム

を浸したろ紙や竹中の先端を切片の直上にかざすこと

により仲ばすことができる。リボンが長いときは，リ

ボンの途中で切片の間をまつげの先端で突くと リボン

が分かれるので，グ リッドに殺せるためにちょうどよ

い長さに リボンの長さを分制する。まつげを使って，

分割したリボンの l本あるいは数本をボートの"1'央に

集め，縦向き検政びにしておく (図5)。

膜を張った単孔グリ ッドの横の金属部分を鷲型ピン

セァ卜でつまみ上げ，単孔の長剥l方向が垂直になるよ

うに保持する。並べたリボンの向こう側に表 (マジッ

(脚注 3)

拾った切片をスライドグラス上の水滴上に移し，スライドグ

ラスをアルコールランプなどで経〈熱し水を飛ばすと，切片

がスライドグラスに仏11り付く 。その上から 1% トルイジンブ

ルー水溶液 (あるいは 1%borax水浴液に溶かしたもの)を載

せ (染色を強めたいときは軽〈熱したあとに流水で洗い}!F.¥乾

して観察する。
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鷲型ピンセッ ト
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主ji孔グリ ッド

連続切片のリボン

図 5. ~ま物の方法。左 : フォルム

パール朕を張った単干しグリ ッドに

i車続切片を載せたところ。右ダイ

ヤモンドナイフのボート (水を

張つである)に浮かべた辿続切片

をlji孔グリァド上に載せる方法。

染色するグリッドの表を下に して酢酸ウラニル浴液

治l上に浮かべて，10-30分間染色する。ウラン染色を終

えたグリッドをつまみ上げ，グリッドの縁にろ紙片を

当ててグ リッド上に残ったウラン溶液を|徐き番目

の水滴に浮かべて洗ゆする。水酸化ナトリウム上に世

いたシート上にグリッドl枚あたり l泊lのクエン酸鉛

溶液を泣き，ウラン染色を終えたグ リッドを浮かべ，

シャーレの議をして5分間染色する。鉛イオンは炭酸

イオンと反応し沈殿を生ずるので，シャーレの謙を長

時間聞けて外気にさらしておいたり，実験者のl吐息が

鉛溶液・試事|に直接かからないように注芳、する。鉛染

色を終えたグリッドをつまみ上げ，余分の染色液をろ

紙で吸い取り， 2， 3， 4番目の水ぷlに順次浮かべた後，

洗浄瓶からの流水でよく 洗い(このときグリ ッドに直

接流水が当たらないように注意 ;ピンセ ットを介して

グリッドに水が:iffiるようにする)，水をろ紙で吸い取

り，ドライヤーで乾燥させて所定の場所に保管してお

く。染色を終えたグリッドは， J決・切片の ドリ フ トを

|紡ぐため渇く褐変するくらい炭素を蒸着させてから屯

子顕微鋭で観察する。

謝辞

本稿の作成に当たって，:2f立村泰三 (:1じj毎道大 ・耳目 -

海藻iiJf)，奥田-0.11，(j'i切、11大・理・生物)の同博士から

武重な助言をmいたことに感謝の意を表する。

クで印を付けたil!lJ)を手前に向けて，グリッドの単孔

昔1¥分の大部分が漬かるまで、入水させる。リボンの向き

が古しれないように(もし乱れたらもう 一方の手で、持っ

たまつげで修正しながら)グリッドをゆっくり手前に

動かし，リボンの前端がlji孔のJJ!具に触れた ら，リホーン

を持ち上げるようにグリッドをゆっく り垂直に引き上

げる。リボンが載ったグリッドを}!R¥が垂直に当たらな

いように ドライヤーで乾かし， !照明の反射光や実体顕

微鏡下で，膜上に]1ませたリ ボンが単孔の中に納まって

いること， IJ失に損傷がないこ とを確認する。放物を終

えたグリッドは， どのような試料を載せたのかが分か

るように区別 して，ホコリ をかぶらな いように，

シャー レに敷いたろ紙の上やグ リッドケースに保管し

ておく 。

[~11子染色]

グリッドに載せた試料切片を染色液(ウランと鉛)・

洗ゆ液の水滴上にJilfl次浮かべることに より染色を行

う。清潔なシート (パラフィ ルム，あるいはよく洗っ

たデンタ ルワ ックス板など)を 2*.lc nJ ~むし 枚は

シャー レの底に敷き詰めた水酸化ナトリウムの粒の上

に↑丘きシャーレの畿をしておき，もう 1~文は外にt~ き ，

ホコ リカf付かないようにシャーレの読などをかぶせて

おく 。外のシートのヒには，染色するグ リッドl枚あ

たり酢酸ウラニル溶液 (20-30μL)x 1 i凡水 (50・100

μL) X 4摘を並べておく 。
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藻類
採集 佐藤輝夫:北海道日高支庁・静内町海岸

北海道太平洋沿岸の海藻採集地としては北海道大学

理学部付属海藻研究施設のある室蘭(胆振支庁)と同

付属臨海実験所のある厚岸(釧路支庁)は全国的に有

名である。今回の採集地案内はその室蘭から束へ約

150Kmに位置する静内町海岸の浅里浜，真歌，春立の

3箇所を紹介する(図 1，2)。

静内町海岸(図1)は千島列島，根室， ~II路，襟裳

岬を南下する千鳥寒流(親潮)の影響を受けているが，

津軽海峡からの対馬暖流の支流ともぶつかる海域でも

ある。静内海岸を含む日高沿岸における海藻の調査研

究はコンブ類を含む有用海藻を対象とした水産資源学

的な部分は古くから行われている(中村1944，中村他

1955)。一般海藻については千原(1972)による日高沿

岸の海藻の調査結果の報告がある。モノグラフ的には

三上 (1970a，1970b， 1971， 1974， 1977)が日高沿岸

産の材料を用いて紅藻コノハノリ科数種についての研

究報告をしている。筆者も静内海岸産の紅藻を教材化

し，高等学校生物の授業で利用している(佐藤1996b;

1996c; 1998)。

この海域の海水温は冬季は3'C前後，夏季17'C前後

である。静内海岸は北海道日高特産のミツイシコンブ

の産地として有名な所であり，海岸のすぐ近くまで漁

d¥¥a'a一一 Fくとl-一

図1. 北海道日高支庁・静内町海岸の位置。

師の家とコンブ干し場がある。冬季でもこの地域は日

高山脈のフェーン現象により，北海道日本海沿岸とは

異なり殆ど雪は積もらず1年中海藻の磯採集が可能で

ある。

交通機関としては札幌より R で苫小牧へ行き，日

高本線に乗り換える。この日高本線は，単線で1日9往

復しかなく，接続列車の時間を前もって調べておくこ

とが必要である。車では札幌から道央自動車道(高速

道路)を利用し，苫小牧東インターで一般国道に降り

て，浦河方面行きの国道235号線で行くことができる

(最近，日高道として高速道路が沼の端まで延長)。札

幌と浦河聞の長距離パス(道南パスの高速ペガサス

号，静内町までは2時間40分， 1日6便がある。)もあ

る。いずれの方法でも札幌より日帰りできる距離にあ

る採集地である。太平洋沿岸では大潮の時の干満の差

が150cmほどに及ぶことがあるので，磯採集を行う場

合は事前に潮位の確認が必要である。

1.東静内・浅里浜 (42・17・N，142・27・E)
日高本線JR東静内駅(無人駅)で下車し，春立方

向に歩き(徒歩で20分程)東静内漁港を越えると浅里

浜である。車では国道235号線沿いにある(札幌より

静内町

太平洋
JR春立駅

o 10K!ii 

図2 採集地と最寄りのJR駅を示す。
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片道の所要時/lJJ211寺II¥J30分)。束静内IIIT浅里浜と東に

隣桜する春立川は5Kmにわたり平磯が続き ，古くから

潮干狩の場所として知られている。平磯は砂岩，泥岩，

頁岩の周期的な互!門を形成し，柔らかい泥岩は浸食さ

れて紺|長い海食iWi:となり， 1i!l!い部分は1皮食残丘となり

凹!日を成している。干潮時には平磯や岩礁が現われ，

タイド プールも数多くあり， i毎i業の採集に適している

(図 3)。

森季にはマツモ，フクロフノリ，へラリュウモン，

ノリ等やアサリ貝採りの家族連れで賑わい，夏季は潟

水浴やキャンプを楽しむ子供らの姿も見られる。i美里

浜では (~JiJ 楽部性海泌としてはキタイワヒゲ， チシ

マハノtモ ドキ，チガイソ，ミツイシコンブ，ヒパマタ，

エゾイシゲ，チシマクロノリ ，キタイシモ，カサキノ

コイシモ，オキツノ〈ラ，オオノfオキツノTラ，マルバア

カパ，ヒメトサカモドキ，ユウソラ，ツカサノリ属の

l磁(エゾツカサノ リ)，カ レキグサ，エゾナメシ，ベ

ニフクロノリ ，アッパダルス，カタワペニヒパ，カラ

フトヨツガサネ，コノハノリ，ナガコノハノリ，アッ

パスジギヌ，ハケサキノコギリヒパ，オオノコギリヒ

パ等が生育する 。 tili\. ;制~t海藻としては，アナアオサ，カ

ヤモノリ，アミジグサ，ウップルイノリ，ミヤヒパ，ヘ

ラリュウモン，フクロフノリ ，カタノリ ，ムカテ'ノリ，

ヒラムカデ，ツルツル，ネツキイタニグサ，イソダン

ツウ，スジウスノTノリ ，ノ、イウスノTノリ ，イソムラ+}-

キ49.が生育する。

垂直分布的には飛沫荷ではヒビミドロ，マツモ，ヒ

パマタ，エゾイシゲ，フクロフノ リ，クロハギンナン

ソウ，イボノリ等の耐ll吃伯の強い種が生育し，湖l間帯

ではモツキヒトエ，エゾヒトエグサ，アオノリ類，ア

ナアオサ，タマジュズモ，カヤモノリ，キタイワヒゲ，

チシマハパモドキ，アミジグサ，ノリ類，へラ リュウ

モン，ピリヒパ，ツルツル，ダルス，コスジフシツナ

図3. 長虫浜海岸。

@4. A歌海岸。

ギ，フジマツモ，オオノコギリヒパ，イソムラサキ等

が見られる。湖下'Hi-にはウルシグサ，スジメ，ミツイ

シコンブ，ウガノモク，イソキリ，カレキグサ，カタ

ワペニヒパ，クシペニヒパ等の大型の海藻が目立ち，

さらに深所にはアナメ， ~!!riÎiíJサンゴモ類，オオパオキ

ツパラ ， コノハノリ等が生育している 。 室 i~\i (Sakai 

1986)では生育しておらず浅里浜で採集できる穏・ス

ジアオノリ，キタイシモ，オキツノ〈ラ，オオノfオキツ

バラ，エゾナメシ，アッパダルス，カタワペニヒパ，コ

パノクシペニヒパ，スズシロノリ，ナガコノハノリ等，

厚岸 (Yamadaand Tanaka 1944)では生育しておらず

浅里浜で採集できる経 シワヒトエグサ，ツヤナシシ

オグサ，ハネモ，チガイソ，ミツイシコンブ，アミジ

グサ，ウミトラノオ，オオノノリ，へラリュウモン，ム

カデノリ，イソダンツウ，ネツキイタニグサ，フタツ

ガサネ，ハイウスパノリ，ヒメムラサキ，キプリイト

グサ等がある。SCUBA潜水による採集は事前に漁業

組合に述絡する必要がある。1:1本海11!1Jと比べると年間

を通して透明度が惑い上，7J< jl~\. も低く，ミツイシコン

ブ等が海"1:0に繁茂しているため SCUBA潜水係集には

卜分に適しているとは言えない。最近はm被プ合ロック

の投入で沿岸流の流れが変わり砂が流入するようにも

なった。築学;は札幌ii'i田市校理昨日11の生徒と 199411'-よ

り月 1ITIIの¥lilJで、海謀採集と観察を行っている(佐藤

1996a， SalO 1 997 )。 淘淡が~7;r に生育し， 打 ち上げ淘

謀も多数種採集できる。

2真歌 まうた (42018・N，124024'E ) 

東i枠内からは JR1'ii"1人j駅方向へ北間約 8kmのところ

に位位し，夏季には「海辺のキャンプ場」として賑わ

う(夏季のみ駐車場は有料となる)。広範聞に砂浜が広

がっているが，干潮時には採集に適した岩礁が現われ

る(!翠 4)0tJち上げ海藻も多数種採集できる。岩上に



医15 森立海岸。

はエゾヒトエグサ，アナアオサ，マツモ，ミツイシコ

ンブ，ウ方ノモク，フクロフノリ，クロハギンナンソ

ウ，カレキグサ，ビ リヒノペアツ J{ダルス，フジマツ

モ，イソムラサキ等が生育する。夏季であればキャン

プをしながら海謀の観察や採集ができる。

3 春立はるたち (42018・N，124024'E ) 

JR日高本線春立駅(無人駅)で下車し，海岸の方へ

歩き(徒歩 5-10分)，右方向に向かうと春立漁港が見

えてくる。漁港を越えると浅里浜から続く 5Kmにわた

る平磯が見られる。浅里浜と同様に，古 くから f~l，釣や

i朝l干犯の場所として主11られている(図 5)が，コンブ

干し場が道路と海岸の間にあるため簡単に海岸に行け

ないところが多いのが難点である。海藻植生は浅里浜

とほぼ同様だが，浅Ai兵には生育していない種も見ら

れる。干潮時には海藻採集が容易にでき海藻の生育量

も多い。ミツイシコンブ，アナメ等の大型海藻の打ち

上げが多く見られる。

4
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4.その他の採集地

静内111]を離れてさらに足を伸ばせば，春立海岸から

南東方向へ行くと 三石，iill戸if，桜似118へと続く(図6)。

日高昆布として有名なミツイシコン ブの特産地であ

る。夏季にはいたるところでコンブ干しの光去が見ら

れ，日高地方の}ffi~物誌となっている 。 又 ， I時化の後の

荒海の中に拾いコンブii(i.をする H(i. m~の姿も見られる 。

三石IIfJではぬ抑 (けりまい，42013'N， 1 2403TE )，浦河

111]では古く潮干狩の均一月?として有名な井来台(いかん

たい， 420l0'N， 1 24044'E )様似11りではエンルム山11周辺

(4200TN， 1 24055'E ) 等が海ì~~の採集に適していると恩

われる。

静内111]海岸磁の海珠について7if日頃より御指導を頂

いている北海道大学名誉教授吉田忠生時士，同大学大

学|淀租!学研究手|生物科学専攻系統進化学講座教授Jtl[J

道夫博士，阿助教授小包一弘槻士に感謝致します。紅

謀サンゴモ平|については北海道教育大学函館校秋岡英

承教授に御教示頂き 1~11礼 q3 し上げます。 日高沿岸産の

海藻について有益なf向ItJ~見を]買いた札幌大学名管教授

三上日出夫博士，長崎大学f.1;1境科学部自然環境保全講

座助教授飯間秘文博士に深謝致します。
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藤田大介:水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト 11* 

(I996 ---1997年，一部に過年度追加分を含む)

北海道立水産試験場研究報告

1996 49:1づ 名畑進一・酒井勇一:2年自オニコンプの年間純生産量

1997 50:11・18川井唯史:北海道日本海南西部後志沿岸における海藻群落の経年変化の特性

原子力環境センター研究報告

1997 2:1・66吾妻行雄:キタムラサキウニ個体群動態に関する生態学的研究

茨城県水産試験場研究報告

1996 34:75・81大川雅受:鹿島灘における下痢性貝毒の発生について

茨城県内水面水産試験場研究報告

1996 32:50-60 岩崎 順・外岡健夫:霞ヶ浦における植物プランクトンの現存量と光合成活性の季節変化

1996 32:61・65岩崎順:1995年春季北浦の「水変わり」現象について

1996 32:66-70佐々木道也:霞ヶ浦北浦における湖水の異臭について

東京都水産試験場調査研究報告

1994 208: 1-66堤清樹・斉藤盛政・小泉正行・米山純夫・西村和久・三木誠:小笠原海域天然礁調査報告書

(硫黄島・南硫黄島浅海漁場調査)

1996 209: 1-56，米山純夫・岡村陽一・堤清樹・斉藤実・米沢純爾・有馬孝和・河西一彦・山川正巳・樋口聡・

坂本和弘・斉藤鉄也・武藤光盛・安藤和人:1986年伊豆大島噴火災害漁場調査報告書

神奈川県水産総合研究所研究報告

1997 2: 21・23村上哲土・阿部久・沼田武:サザエ種苗生産時の波板上の付着珪藻について (短報)

1997 2: 49・53阿部久:Gephyrocapsa 0印刷'caの大量発生による漁業種類の転換と漁獲物の変化

1997 2: 65・75山田佳昭:1995年5月の東京湾・相模湾における海水変色現象

富山県水産試験場研究報告

1996 8:11・19 藤田大介:黒部市生地沿岸の海藻，サザエ及ぴキタムラサキウニ

1996 8:21-24藤田大介:エゾイシゴロモの培養藻体に生じた異常突起物

1996 8:25-28藤田大介・岡本勇次・真山茂樹:魚津市沿岸の疎地帯の堆積砂で見つかった珪藻の 1種(短報)

1997 9:49・52新井章吾・藤田大介・寺脇利信:富山県虻が島で見つかったヒジキの生育状況(短報)

愛知研水産試験場研究報告

1996 3 :29-41 石田基雄・原 保:伊勢・三河湾における水質変動と富栄養化について

1996 3:49・51阿知波英明:カイガラアマノリ葉状体の冷凍及び乾燥耐性について

和歌山県水産僧殖試験場報告

1996 28: 12・18木村創:田辺湾における養殖，天然ヒロメの成長比較

1996 28: 22・27木村創:ホンダワラ類2種とヒジキの組織培

和歌山県水産試験場特別研究報告

1994 2: 1・88竹内照文:和歌山県田辺湾における赤潮渦鞭毛藻Alexandriumcatenellaの生態に関する研究

京都府立海洋センター研究報告

1997 19: 28・34道家章生・宗清正庚・辻秀二・井谷匡志:京都府の海藻ー IVホンダワラ類の採首

兵庫県立水産試験場研究報告

1996 33:13・18宮原ー陵:ヤコウチユウ Noctilcascintillansによる大型珪藻Coscinodiscuswailesiiの捕食事例につ

いて

-藤田大介水産試験場研究報告の藻類関係論文リスト (1991-1995)は，務類45(2):126-130 (t 997)に掲載されています。
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1996 33:19・26 長井敏・高瀬博文・増田恵一:1995年冬期、兵庫県下のノリ養殖漁場に大発生した付着珪藻

Tabularia affinisについて

岡山県水産試験場研究報告

1996 11: 1-6福田富男・植木範行:アマモ種子の埋没深度と発芽の関係

1996 11: 19-22藤沢邦康・岩本俊樹:播磨灘北西部内湾域における赤潮プランクトン細胞数と溶存酸素量につ

いて

1996 11:23・26植木範行・光永演充:数種の基盤材を用いたアマモの播種方法の開発

広島県水産試験場研究報告

1996 19:35-40高山晴義:河川漁場における微細付着藻類の走査電子顕微鏡観察と増殖に関する一考察

山口県内海水産試験場報告

1997 26:25-30 馬場俊典・吉岡貞範・矢尾宏志・白木信彦:1995年初夏下関漁港内に発生した有害鞭毛藻

Gymnodinium sp.の赤潮と漁業被害

福岡県水産海洋技術センター研究報告

1996 5:37-40小谷正幸・半田亮司:ノリの硬さに関する測定方法の検討と硬さの評価

1996 5:41-44 岩淵光伸:紫外線がノリのプロトプラストに及ぼす影響

1996 5:45-49半田亮司:養殖ノリの全遊離アミノ酸溶出量の変化

1996 5:51・58 佐藤利幸・本田清一朗・池内仁:福岡湾における Gymnodiniummikimotoi栄養細胞の季節変化

1996 5:59・64江藤拓也・神薗真人・佐藤博之:字島港における Heterosigmaakashiwoの栄養細胞及びシストの消

長と環境要因の関係

1996 5:65司68 白石日出人・山本千裕・尾閏成幸・本田一三:Skeletonema costatumによる現場海水のAGP試験

1996 5湖ー72 佐藤博之・神薗真人・江藤拓也:1994年秋季に豊前海で観察された百alassios同 diprocyclus赤

1997 7:37-43半田亮司:有明海における高呈味性ノリ製品の生産技術の検討

1997 7:59・61江藤拓也・神薗真人・佐藤博之:周防灘酋部海域(豊前海)における AlexancJrium加刀arenseの出

現(短報)

佐賀県有明水産振興センター研究報告

1996 17:19・21山口忠則:ナラワスサピノリのプロトプラスト・単離細胞に及ぼす紫外線の影響

1996 17:23・28千々波行典:ノリ幼芽の水いたみと海水比重、子出時間との関係

1996 17:29・31 川村嘉応・鷲尾真佐人・北嶋博卿:室内の傾斜水温条件におけるアマノリの生長(短報)

長崎県水産試験場研究報告

1996 22:7・13山砥稔文・宮原治郎・高田純司:有害赤潮ラフイド藻ChattonellaantiquaのAGP試験のための前培

養法

宮崎県水産試験場研究報告

1996 6:13・15田代一洋・田中剛:宮崎県域の川内川における紅藻チスジノリの生育分布について

熊本県水産研究センター研究報告

1996 3:18-22右田清治:九州西岸で発見されたアカノリ(仮称)とその培養

1996 3:23・28右田清治:褐藻ワカメに寄生する壷状菌

1996 3:31・35吉田雄一・宮本政秀:1994年に楠浦湾に発生したHeterocapsacircularisquma赤潮の消長と日周変

化について

(936-8536滑川市高塚364 富山県水産試験場)
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タイ国沿岸の海産藻類事情

1996年 12月20日より 199711"1月8日までの期間，

日本学術振興会の短期派巡でタイ国を訪問し，約

2000kmの行程で視察することのできた各地の水産研

安井肇 :

'
h
1
 

4

J

E

~

、
t
f

--フ

、L
.

a
p
--州』
‘

A
T、

/

/
『
J7

 
ar 

ンヤテ

国ィf々

h

，
 

コン
O
ハ

ムト

o
t
 ，
 

ンコナ

環境 ・資源学部の玄関

る水産省水産生物研究室に勤務復帰し，植物を中心に

様々な調査・ 研究に従事されました。1995iFからはマ

ヒドン(Mahidol)大学に移られ，沿岸海洋生物資源の維

持・回復に関る幅広い教育 -研究を続け られています。

マヒ ドン大学は， 11011三程前，病院に併設された医

学校に始まりこの国の医学教育の中心として発展しま

した。マヒドンの名は， rタイ国近代医学の父」とされ

るMahidol王子に出来し 30年前に改め られています。

その後自然科学系と人文系の学部がt包設されて，現

在， 13学部.9研究施設からなる名門の総合大学となっ

ています。キャンパスは 3地域，バンコク市トンプリ

地区とヒアタイ地区，ナコーンパトム郊外のサラヤに

分かれます。

今回の派匙で計画，準備，各地訪問の基点として終

始利用 させていただいた琉筑・資源学部は，バンコク

マヒドン大学区12

タイ湾

100km 

訪問地

究所，海藻の生育・手IJJf:J状況などについて紹介したい

と思います(Iil1)。

• タイ国沿岸地域の地図

O 滞在した主要都市

図 l

図3 束部海域水産J将殖センター

;j'Lの派遣に対する受入研究者はマヒドン大学環境・

資源学部の VilhyaSrimanobhas博士でした。Vithya博

士は，1982年- 1987年までの期間， 文部省国費留学生

として鹿児島大学理学部大学院修士諜程と北海道大学

水産学部大学院博士後期謀程に在籍，有節石灰i巣にi刻

する形態学並びに分類学の研究を重ね学位を取得され

ました。帰国後は，バンコク，カセサート大学内にあ
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のjLIiへ約 20km行ったサラヤ・キャンパスにあり，樹

木の多い広大な敷地内には他に工学部，理11学音1¥，人文

系学m¥，各種研究センター， I~I告官官， 大型'1 プール，食

堂，学生寮などがゆったりと配i[l:しています。

環境 ・ 資源学部( 1~1 2)は，約 60 t， のスタッフからな

り，エネルギー食粒科学，水圏生物学，政境工学，健

康 ・予防科学，土壌 ・水質化学，人II¥J工学，環境経済

学，環境教育学などの分野で構成し，4年!liiJ学音11に修

士と博士謀程の大学院が併設されています。

Vithya博士は、講義や沿岸生物実習の忙しい合11:¥'1を

ぬって，沿岸の研究施設，海藻の生育地，i1if.i海漁業の

村へ私を案内してくださいました。

ラヨーンはバンコクの東南約 180kmに位置し，近年

急速に発展した活気ある者Ili'l'i。街にはきらびやかな

シーフード レス ト ランが立ち並び~， 1.¥'，市場には水揚げ

されたばかりの大小の魚，イカ，エピ，貝があふれて

いました。この近辺は，サメット JJbをはじめとする美

しい海岸があり，者1¥会に住むタイの人迷にとってリ

ゾー 卜地になっています。その一つパン ・ペーは，雰

囲気のよいバンガローとさっぱりした昧のシーフード

レストランが点在する漁村で，のんびりした長い附j古

街がとぎれる端に東部海域水産士自勉センターがありま

す(区13)。ここは敷地が大きく，施設 ・船が充実してお

り，水産生物の発生増殖，食品化学，海洋化学等の

研究が行われていました。前iJi:はゆるいffjになってい

て Cllu/erpa，Neomeris， DictYOIiI， Padina， /-Iydrochllhus， 

Colpomenill， Rosenvingea， Smgassum， /-Iypneiln等が群生

し海藻採集が可能です。

ところでタイには HaJiotIsi1sinInf1， H. ovinaJ H. varia 

という 3程のアワビが生育していますが，このうち }-I.

asininaは殻も肉も大きく養殖種として適当で，約 10年

図5 チャンタプリー -クンカベンt汚水産仲1殖セ ンター

エピ養刑池で生77した海藻類について説明する研究員

前から阿センターで研究がなされ現在では的地技術が

{í(l~立されています。 飢となる海藻は主にカンボジア国

境近くのトラート(図 4)で採取したGracilariasalicomia 

を使用し ， この世が少ないとアワビの生産立がlliiJ l~ さ

れるため，研究日のTaninさんやJunpoolさんは常時安

定供給できる海藻種や成長効率の高いものがないか模

索しています。

チャンタブリーは，パン ・ぺーから京へ約 80km移

動したところ。IL!II¥Jは切り立った岩JIJLが蕗出し，大型I!

石，ルピ一等が峨んに採掘されています。チャンタプ

リー市から少し南下するとマングロープで縁取られた

複雑な入り江，湿地'市が広がっていますが，この地形

を平IJJIIしてクンカベン湾水産増殖研究センターでは，

多くの養殖池をつくり ，エピ，アワビを1:1"心に主主殖試

験を行っています(区15)oSupicha研究員の話しでは，天

然アワピは少なく主主地でかなり増やすことができる

が，ここでも H.eJsininaの餌料としての海藻類の選定が

11i]!lliで，ソンクラ一政Gracilarialisheri，エピ養地後の

空池で増殖した LnurenC;el類，フィリピン産 Eucheunw

を与え 3ì1ií 泌の比較~Q放を行っていました 。 特に

LaurenciamをtJf.1こした /-1.asininaが他2租よ り2-3倍以

上の成長を示し，今後Li1urenciel類の糾5!Eif!ni1iuについて

詳しく調べる予定であるということです。

タイ南部の大都市であるハジャイは，マレーシアナ

ンハーの自動車が多く走り ，道路には食料衣料等の銘

115が~iÊび，物と人があふれで混沌としています。 ソン

クラー，パタニーの湖岸へはハジャイが基点になりま

した(1孟11，図 6)。
タイ ./j立大の湖lであるソンクラ一柳!とタイ湾とを士1:IJJ 

る創11長い111111には南部海域地殖センターがあります。l隊

医14 トラー 卜の漁村JJ¥¥公 海岸にオゴノリ!J:iiが打ち寄せて 良に笑|人lされ， 1m浜より観察した南部タイ湾は，商シ

くる



医16 ハジャイ中華朝食デイムサムでtB会ったアマノリの科I]H
(左下のセイロ内 ポークやシュリンプのすり身を 2-3mmの

厚さにノリで巻き蒸したもの)

ナ海からの強い季節風が吹き荒れて，踊る海水が丸い

地球から零れるような錯覚がありました。波がぶつか

る岩礁には Porphyravielnamensisが生育します(図 7)。

その後で訪問した近 くのソンクラ -iNJはたいへん静

かでした。海水が流入するこの湖にはJJbが浮かんで、い

て一本の道路で行き来する ことができます。島内のゴ

ヨ一村は天然オゴノリ漁が中心で， Sobat村長の説明

によると， 1:兵の塩分濃度は 3- 11 月の漁J~J に 20-30 %0 ， 12 

月下旬以降はほぼ真水に変化するそうです(I~I 8)。旬一

年，生産量(乾燥重量)はG.lenuislipi1il1ilが約 100t，G 

行sheriが約5tで， 価格は前者が 10パーツ ハkg，1:走者が

15パーツ/lkgになり ，品質と価格の点から G.lisheriの

増産が望まれていました。

ハジャイで釆り合いのミニパスを契約し南東へ向か

うと，途r.1コから未舗装路となり道端の人の衣装から次

第にムスリムの色合いが濃くなることを感じます。約

100km先のパタニーを訪問しましたが，ここの人迷の

図7 ソンクラー市ガオセン岬 l有シナ海からの強い季節風

によって荒れる海。岩礁にはアマノ リ類が生育する。
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医18 ソンクラー湖 ゴヨ一村に接岸していた海漆if!!.の舟

多くはタイ詩を使わずマレー諾を515し， 宗教の戒律を

厳格に守りながら静かに日々をおくる。ときとき他の

タイ人との争いが起き ，できればタイ国のコントロー

ルから縦れたいのが本音のようです。

ヤー リン市ダート村は，約 100軒の集落でオゴノ

リi.((tだけで成り立つ。水|祭に簡単な構造の家を建て

て，閉鎖的な雰閉気があります。海岸の底質は泥で，水

"1" 100cm以上の厚さに集まっ たオゴノ リ !Jj'~が打ち翁・せ

ていました。ほとんどが G.lenuislipilalaであり， G. 

fishe日は少ないようでした。漁は lE12-31時間l小片]に満

杯になるまで手で採取し， ITiのときはiifj:r.I"ネッ トケー

スに入れておき， Jli'Tれに干す。雨季にこの漁はi山保J切

になるそうです。i業体は乾燥重量8パーツ ハkgで民い

上げられ，タイまたはマレーシアのアガー工場に述ば

れています。

村の昼下がり，魚、のす り身せんぺいが並べられた小

屋の周りで子供連が遊び，向こ うのヤシの木の下で男

達が大勢集まり何か話を始めます。砂浜では村の女性

がオゴノリの日干を続けていました(図 9)。

12月-1月は，タイ湾南部の海域が荒れるのに比べ，

1i119 パタニー ・ダート村におけるオゴノリ日干し風景 (左下

のITlいかたまりは未乾燥の務体)
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図 10 プーケッ ト島西海岸 ナイヤンの平磯に Turbinelria

clecurrensや SilI吉川sumcrassifolium等が繁茂している

プーケッ トj誌の浮かぶ美しいアンダマン海は穏やかで

す。i!Ii海岸ナイヤン約2kmの沿岸線や南端のラワイの

岩礁には TurbinllriaとSlIrgllssumの大群落，

Chlorodesmis， Codium等の生育が見られます(図 10)。

プーケ yト タウンから約 10kmPlIU'lたノTンワ山11に

はプーケット海洋生物学センターがあります。デン

マークとタイ国が1協同で設立した研究所で，白い海洋

調査船を所有し，ウミガメの増殖，頭足類の分類，魚

類の分類研究等が行われていた。島に滞在中は，

Anowan 研究員のはからいで，採集海藻の顕微鏡観察

と務体固定のために実験室を使用させていただきまし

た。

タイ国では，医l王が環境保全に深い草rrJ鮮があり、ウ

ミガメの増殖とジュゴンの保設が進められています。

海泌を食mとして利用することが少ない代わりに，ア

ワビ，カメの飢となる海淡の選定やジュゴン，イ カ，甲

殻類のための海草地部の造成に以lわって海産植物の利

用 {~I j{ï~が高まるようです。 また， 北部山 岳地帯では ìliJJ

沼，河川が多く国有の生物相がうかがえますが，淡水

深分野の研究はまだほとんどなされておらず，今後の

研究が期待されているようです。

(041-8611 閉館市浴111]"3-1-1北海道大学水産学部)



藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 46:129-131， July 10， 1998 129 

大野正夫:フィリピン・セプ島で聞かれた第 16回国際海藻

シンポジュウム(1998年 4月 12-17日)

Masao Ohno: XVI International Seaweed Symposium in Cebu， 

Philippines 

3年に 1回開催される国際海藻シンポジュウムの第

1 6回大会が1998年4月12日より 6日間にわたって，

フィリピンのリゾートの島，セプ島で開催された.セ

プは，熱帯性海藻のキリンサイの養殖の発祥の地であ

り，現在でも沖合い2時間(高速船で)のポホール島

に近いサンゴ礁帯の浅いところで大規模な養殖が行な

われている.これらの海藻からカラギナンを抽出する

工場もセプに集まっており，海藻養殖と海藻工業の現

場がみれるということで，開催地に選ばれた.熱帯域，

東南アジアで初めての国際海藻シンポジュウム開催で

あり，多くの参加者が期待されたが，アジアの経済事

情の悪化などにより，アジアの国々で海外渡航が自粛

され， 420名ほどの参加者に留まった.筆者は，国際

組織委員会のメンバーとして準備段階から，今回のシ

ンポジュウムに関わってきたので，このシンポジュウ

ムの準備や運営を含めて報告したい.

シンポジュウムの準備

国際海藻シンポジュウムは，約50年の歴史があり

ヨーロッパ，アジア地区などのプロックから選出され

た委員15名から構成される国際海藻協会(Intemational

SeaweedAss∞iation-ISA)が開催国を決め，国際組織委

員として，シンポジュウムのアドバイスをする.また，

ISAは発表論文のなかから審査をして良い論文を

"Developments in Hyclrobiology"のシリーズとして，

Hydrobiologiaという雑誌にまとめている.開催国は，

圏内委員会を組織し，シンポジュウムのプログラム作

成，準備・開催にあたる.ISAの会長が，昨年3月に

辞任し，急逮， Dimitri St加 ocioff副会長が昇格し， 4 

月末にセプで，ISAと圏内委員会の初会合が聞かれ，会

長と筆者がISAのメンバーとして出席した.

第16回シンポジュウムのChiarmanは，フィリピン

大学のGavinoTrono教授， Vice Chiamanには，セプに

ある私立サンカルロス大学の FilipinaSoto教授，

Secretaryはフィリピン大学のRodoraV. Azanza教授に

なった.そこで示されたプログラムは，前回のシンポ

ジュウムのスタイルを踏襲してミニシンポジュウムの

数が少なく，コンピナーや招待講演者も決まっていず

準備不足が目立つた.トピック的テーマや海藻工業に

関するテーマを増やすこと，アジアからの招待講演を

増やすこと，セカンドアナウンスメントを， 8月中に

印刷完了することなどが強〈要望された.結局，セカ

ンドアナウンスメントが10月に関係者に届く状態で，

今回のシンポジユウムは，準備の遅れがめだち，参加

者には手続きや送金などに戸惑いが多かった.これが

参加者の減少の一因になったと思う.しかし，イン

ターネットのISS・ホームページが開設されて，それ

をチェックすることにより準備の進行がわかり，後半

は日程の確認，自分の発表の確認などができた.今後

の国際シンポジュウムの運営方法として参考になる施

策であった.

アジア経済の悪化から，フィリピンのカラギナン工

業も経営状態が好ましくなく財政的援助が充分でな

かったのが準備の遅れともなった.ISA日本支部は，

Trono教授の要請で，急逮，印刷費を送金することも

あった.

ISA日本支部

今回のシンポジュウムは， ISA日本支部が団体ツ

アーを企画し参加者を募った.高齢な西沢先生，鈴木

宗一郎氏から大学3年生まで42名の参加者があり， ISS

への日本人参加者はほとんどこのツアーを利用した.

今までは， ISA委員の有賀先生のお世話で旅行会社が

ツアーを企画していたが，今回のようにはいかなかっ

た.このツアーでは，同じ宿で朝食付，シャトル・パ

スで会場に一緒に行ったので，お互いに話合う機会が

多く，日本での学会参加とは違った幅広い交流が行な

われた.

ここで， ISA日本支部を紹介したい.日本の海藻業

界は 1983年，第11回中国・青島大会より毎回のシン

ポジュウムにUS$IO，O∞から 100万円の寄付をしてき

た.その基金を募るために，当時のISA委員であった

西沢先生，有賀先生と海藻業界の大房氏，角谷氏らの

御努力で，一度に集めるのは難しいので，年会費とし
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左上 閉会式，左上 ー発表会場，左下 :寒天の展示説明，右下・ツアーのさよなら夕食会

て基金を集める 日本支部が組織された.チリ大会よ

り，日本支部を基金を出資する団体から囲内でも情報

交換の活動しようと組織を改変し，現在， ISA日本支

部会長に有賀先生， 事務局を筆者，幹事に潟i築業界か

ら，岩元，鈴木(実)氏らがなり，セミナーやシンポ

ジュウムを開催し，情報の交換が行なわれるように

なった.学術経験者は，特別会員として 7名が力[1わっ

て，いろいろと日本文部に助言をしている.現在，会

社会員は25社であるが，もう少し大きな組織になるこ

とを期待したい

講演 ・ポスタ セクション

シンポジュウムの会場は，セフ‘最大のホテル，セブ

プラザで行なわれた.講演は 500名が座れる大ホール

と3つの小ホールで行なわれたが，広さもエアーコン

デションも良好で快適であった.ロビーも広く，昼食

(者l伴1)も全員会場で取るので，講演以外に私的交流も

しやすく ，多分不満を持ってやってきた多くの参加者

も，会期中に，このシンポジュウムに満足するように

なったのではないかと思う .

ミニシンポジュウムのテーマは，分子生物学から先

進的海藻養殖，海藻工業，バイオ リアクターなど幅広

い内容であったが， Appli巴dphycologyの分野が多かっ

た 日本から，能登谷先生，天野先生が，招待講演

者として報告された. Contributed papelは，予想外に

生態学の報告が多かった.海藻の生育環境保設，海i京

資源の維持が，各国で注視されていることかもしれな

い. Molecular biologyの分野の報告が意外に少なかっ

た.長く国l深海藻シンポジュウム(ISS)に出席してき

たが，医11祭藻類学会大会 (IPC)が同じ参加者規模になる

につれて， [SSは，海藻の生態，海深化学，応用海藻学

の報告に特色が表われてきて，系統分類学・形態学分

野の報告が少なくなりつつあるような印象を持った.

海藻研究者のなかで， ISSあるいは IPCへ参加と分化

が起こりつつあるように思う 次回は，ISSと[PCと

が， 2001年の同じ年に開催されるので，この傾向がさ

らに出てくるのではないかと思う.ISA委員会でもこ

のことが議題になったが，ISSは，海漆工業界の財政

的支援もあり， rPCとは，日uに行なうことを続けるこ

とが了承された



ポスターセクションは，大学院生の発表が多く，最

近のパソコン技術を最大限に使い，精魂こめて美しく

まとめられていた.あまり熟読することができなかっ

たが，海藻学の研究は，先進国，後進国の差がなくな

りつつあることを感じた.

パーティーと工クスカーション

2回のガーデンパーテーと l困のレセプションが

あった.主催者が，はりきって舞踊などの催しの時聞

が長く，席を立ちにくくなり，飲んで語る時間がなく

なり，少し物足りままに終わった.アルコールがはい

ると，国際的交流もしやすくなるので，余計なものは

ない方が，かえって良かった.エクスカーションは，海

へゆく組とカラギナン製造工場・市内見物などに分か

れた.キリンサイ養殖場ツアーの参加者が多く，熱帯

の珊瑚礁の海を満喫した.西沢先生，石川先生の話で

は，パンカーという小さな船にゆられ，厳しい船旅で

あったという.今回，日本人グループは，これ以外に

小グループでセプの魚市場や各種工場を見学に行くこ

ともあった.宿が同じであることで，このようなこと

も行ないやすかった.

展示会

このシンポジュウムには， ISA日本支部は，各会社

から海苔，ワカメ，ヒジキ，昆布，寒天製品などの海

藻食品，海藻抽出物を用いた化粧品，シャンプー，海

藻パルプ膜，アルギン酸繊維による包帯，ガーゼなど

を提供してもらい，約 150k gの出品物を持参し展示

した.常設の展示室を与えられたが，食料品などは，極

めて安い売値をつけたバザーにした.収益金は，運送

費用や説明にあたった者の謝礼などに使い，一部は展

示室使用料として事務局に支払い，予算不足の折，感

謝された.このような展示は，国際海藻シンポジュウ

ムでは初めてであるが，非常に好評であった.このシ

ンポジュウムには，各国の海藻業界からの参加者も多

くおり，大変参考になったと思う.また，展示を出し

た会社からの参加者は， r自社の製品に外国人がどの

ような反応を示すかが伺えて勉強になったJと喜ばれ

た.次回のシンポジュウムも各国，各社からの出品を

期待したい.

参加証明書と各種の受賞

今回のシンポジュウムから参加証明書を発行するこ
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とになった.卒業証書のようなきれいな参加証書で

あった.アジアの多くの大学，研究所では，このよう

な国際会議に出席すると昇任などに必要な得点になる

ので，証明書がほしいという要望があり発行されるこ

とになった. 150名以上の参加者が，この証明書の受

理を申請した.

このシンポジュウムには，海藻業界などからのスポ

ンサーによる賞があり，開会式，閉会式の一つのセレ

モニーとなっている.数人の受賞者が壇上に上がった

が，大部隊で参加した日本人グループから受賞者が出

なかった.選考の方法も少しおかしいところがある

が，それでも受賞者が出かったのは寂しかった.アフ

リカ人，欧米人，アジア人，主催国にと，均等にばら

まき，あまり内容を検討してはいないと思えたが， r日
本人が選ばれなかったのは，なぜか ?Jと考えてし

まった.次回から， ISA日本支部からのシンポジュウ

ムを支援する基金を削減してでも，いくつかの賞を日

本から出し，アジアや日本からレベルの高い研究がシ

ンポジュウムで発表される"よぴ水"をすることを提

案したい.

ISAホームページと今後の ISS開催

今まで，"Applied Phycology-Forum"というニュー

スレーターが， ISAより発行されており，シンポジュ

ウム参加者には次のシンポジユウムまで，年に 3回送

られていたが，チリ大会での出費が多く， ISAの財源

がなくなり中止していた.今後，この方法を廃止し，イ

ンターネットで，ISAホームページ"Applied phycology 

-Forum"を開設することになった.Dr. Mark A. Ragan ( 

NRC Institute， for Marine Bioscience ， Halifax， Canada)が

責任者となった.日本より海藻関係の出版，海藻の生

産量など多くの情報をe-mailで彼に送ることをお願い

したい.Dr.Raganのe-mailは (m紅k.ragan@nrc.ca)で

ある.

次回の国際海藻シンポジュウムは2001年，南アフ

リカのケープタウンで 1月に開催が予定されてい

る.主催会場はケープタウン大学である.2;∞4年は，

ノルウェイの北海に面したベルゲンで開催されること

が決まった.大学院生，若手研究者の参加を大いに期

待している.

(781・1164 土佐市宇佐町井尻194 高知大学海洋生

物教育研究センター)
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平岡雅規:国際海藻シンポジウムに参加して

関西空港からフィ リピン ・セブ島には，直行使で 4 などあらゆるものに利月?されている。今回のシンポジ

H寺附ほどで，ちょうど機内で上映されていた映画が終 ウムでははじめての試みとして，海藻を利用した商品

わるころに到着したが，東京から来られた一行はマニ の展示，販売が国際海藻協会 ・1:1本文部によって行わ

ラで予定していたセブ行に釆れずさんざんだったと疲 れた。販売を少しは、かりお手伝いしたが，なかなか好

れた様子でホテルに夜 81時半，日本時lI，llで91時半に到 評で日本の海謀食品，化粧品等に興味を示される方が

着された。4月 13日の午前1:¥:1にオープニングセレモ 多かった。セフAで、の滞在は 1週間であったが，あっと

ニーがあり，シンポジウムが始まった。シンポジウム いう問に最終日となった。日本人グループでグ γバイ

期間中はずっと快晴で暑い日が1:先いた。学会発表の内 パーティが催され，高知!大に留学 した元学生5名も加

容は有用海漆の応用に関するものが多く ，特に，フィ わりテーブルを囲んだが， I日本の学生は他の国のfiJf

リピンの海藻資源、がキリンサイであるだけに，キリン 究者と話をしない。Jという意見が出て日本人研究者

サイに関するものが目立った。ポスターセッションは の在り方が話題となり ，反省会になった。そのとき ，

印刷技術の向上で見事なものが多かった。今回初めて 11:1本の研究者，特ーに水産試験場なと、に素晴しい仕事

国際学会に参加したが，患ったほど大層なものではな があるのに，その仕事は日本語で発表されるため広く

く内容的には日本での学会と大して変わらないように 主fJられていないのは残念だ。英語で発表してほしい。」

感じられた。見学ツアーでは，キリンサイの後殖現場 という中国人研究者の意見が出た。日本人にとって言

の見学に出かけた。船で2時|片1，船首近くに座った人 業の壁は高いけれども ，墜をなくすよう努力しようと

迷はずぶ1市れになりながら，左右に小鳥を見て背い海 いうことでみなさん一致したようだった。3年後は

をまっすぐ進んだ。海上に建てられた家屋にキ リンサ ケープタウンでシンポジウムが行われる。私個人とし

イは集められ，太陽の光で乾燥させていた。キリンサ ては，フィ リビンの女性のダンスは魅惑的で，また，バ

イの日間成長量は 10%前後で，すざましい勢いで大き ンブーダンスが楽しかったのでアフリカのダンスに期

くなる。この海藻はいくらでも増えるのだから利用し 待している。

ないてはない。キリンサイからllIl出されるカラギーナ (799-31愛媛県伊予市森728 マリングリーンズ株

ンは増粘剤として，食品， 化粧品，歯磨き粉， liS楽品 式会社)

キリンサイの養殖場にて
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横j賓康継:第 22回(下回)大会を楽しむ

一昨年の第20回大会において，第22回大会の開催 だけここを利用してもらい，懇親会も開き，昼食もで

地が下回と決まったl侍， i~ 1豆半島の突端近くの海辺へ きるだけホテルのバイキングを利用するという条件

どれだけの会員が来てくれるか，そして小さな臨海笑 で，会場資を低く抑えてもらった。他に休憩室や大会

験センターでf非H佳の準備がで、きるか，センター内には 本部として使用する古川歪は?!lq:uで，ロビーも自由に使

大会の会場になるような広い室がない等々，不安の程 えるという好条件が震な った。 これはホテル側の好意

は尽きなかった。下回|臨海実験センターは教官数41:， もさることながら，石垣さんという担当者とセンタ一

(内l名は定員外)という小世帯であり ，そのうち藻級 官!IJの青木助手の人柄によるところが大であった。

学会員は2名，他に常駐の大学院生の中に数名の学会 ホテルの宿泊費も 同ホテルの会員並みにしてくれた

員が居るといった陣容で大会の準備を引き受けたのだ ため大変廉価となった。しかもシングルからフォース

が，本校のスタァフも支援してくれることになって， までと選択のi隔も広げてくれたため，学生会員でも気

多少の精神的余絡が生まれた。 11盗に泊り，料金に含まれている朝食パイキングを海の

大会の準備は会場の選択から始まった。1983年9月 見えるダイニングルームで，といったリゾートラ イフ

に， 北海道大学型学部I(ft属海藻研究施設の創立50周年 を満喫することが可能となった。

記念公開講演会とijj:せて，第7回大会が室前プリンス 下回|臨海実験センターは，下回湾の支湾である入江

ホテルで開かれている。先人の知恵、を拝借してホテル に而した，リゾートホテルの立地としても最高と言え

での開催を検討した。幸いにもセンターから徒歩でも る:場所を占め，入江の左岸には磯採集に最適な波蝕棚

自動車で、も数分という至近の丘の上に下回東急ホテル が広がっている。下回東急ホテルからはセンターと入

があり，しかもここからの眺めは絶景である。会場も 江そして波蝕棚までを一望に収めることができるのだ

2室確保できることがわかった。永年にわた り隣人と が，大会関連行事のエクスカーションの lコースとし

して交流した実績にもよるが，参加者の宿泊はできる て，その波蝕捌での採集を計画した。また波蝕初jの延

若手の会。全員集合 !
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長としての岩礁性の海底には，水深5メートルあたり 前参加申込者の大半が9時前に受付を済ませ，ロビー

までをアラメ ，それ以深をカジメが優占し，それぞれ や会場で待機するという状況となった。参加者の多く

が街な海中林を形成しているので，エクスカーション が会場と 同じホテルに宿泊されたことが幸いしたと言

のもう lコースとして海中林の観察を設定し，ワーク えよう 。

ショップも海中林をお もな対象とすることにした。 1仔天に加え，ホテルから見おろせる磯も大湖lに近い

本誌第45巻第3号 (1997'f]'.日月 101:1発行)掲載の ということで，採集に出かけてしまう会員も多いので

大会案内に応 じての事前参加申込は 177名，前iiii申込 はないかと いう心配も杷変に終わり，絶景を巡ったH音

は口頭発表54，展示発表31の合計85件となった。参 幕の内側での講演と討論は熱気あふれるものとなっ

加者は当 日申込分を合わせると正規参加分だけで 199 た。しかし同日の午後は， 61時に始まる懇親会までの

名となり，これにオブザーハー参加者ーとボランテイア 問は総会のみということで，好天に誘われるようにし

スタッフとしての参加者を加えると 222 ~， となる 。 て外出した会員が多かったようである。そのため総会

会期は 1998年3月25EI (水)から同271:1(金)と への出席者は少なめとなり ，また猪川倫好筑波大学教

したが，25 日は午後に編集委員会と評議員会を fJ~! き ， 授の「お天気も良いことですので」という台詞で始

講演などは 26，27日の両日に行うことにした。ひき統 まった名議長振りに，会費値上げなどの重要案件も 1!!~

き28，29日にエクスカーションを行い，ワークショッ 事通過し， II時間弱という異例のスピードで総会は終

プは 30日までという日程とな った。 了した。

リゾート地のホテルで開催されることになった本大 懇親会は出席者 165名という盛大なものとな った。

会は「ゆとり jを特徴とすることにした。そのために 参加者中の最長老で元会長の四津一俊先生は，下回に

シンポジウムを省き，やや冒険的ではあったが展示発 在任されたこともあり ，最適任者として乾杯の発声を

表を懇親会の途中で行って11寺問を空け，午前午後それ お願い した。そして若手の女性会員やボランテイアの

ぞれのl時間帯に 15分の休憩を挿入し，昼食11奇1M'!は211寺 女子学生も先生を阻むように登極して，大変華やかな

IIJ!にして， 眺めのよいダイニングルームでのバイキン パーティーのIJr!始となった。ホテル側のサービスに

グを楽 しんでもらう ように計四 した。さらに26日午後 よって盛沢山となった料理を111床しながらの交歓が l

は口頭発表を行わず，21時と|とからの総会と 61時からの懇 時間ほど進行したところで，隣後する B会場での展示

親会を A会場で開き，71時から 81時までのI'I:[!，隣緩し 発表が始まった。昼食直後の空きl時1111を利用しての展

たB会場で展示発表を行うようにした。 示準備の段階から，各演題に関心、を持った参加者・と発

25日午後に下回臨海実験センターで聞かれた編集 表者との聞の討論は個々に始まっていたこともあった

委員会と評議員会は無事終了した。翌26日は気iRも高 ためか，混乱もなく ，アルコールは討論の賦活剤とし

めで快晴の行楽日和となった。午前 91時から A，B両 て作用した。ただ酒を飲んで討論などできるかとの声

会場で口頭発表開始。 これまで午前の最初jの講演はW~ も1-2聞かれたが，討論が不可能なほとアルコールを

講者が少なめとなるのが常であったが，本大会では事 摂取してしま った人物の言だったようである。

惣親会。西津先生とともに乾杯の音頭。

懇親会の後の若手の会は， 休rÆt~ を~!!fifl1でイ昔り ， 料

理や飲物をそちらに移動する Jr~で聞かれたことに力[1

え，世話人のセンター常駐院生の中村 さんの努力が

あって，費用も非常に低額となり，白羽;若手を含む40

名以上の若者逮の交歓は，快適な室で深更に及んだ。

翌27日は朝から雨となったが，そのためもあって

か， A，B両会場とも， 1埼に席が不足するという状況の

もとに活発な質疑が行われ，午後41時前に最後の発表

が終了した。

エクスカーションとワークショップの参加者は，大

会終了直後の午後51時， ホテルの直下にある下l王11日"海

実験センターへ集合した。参加者数はエクスカーショ

ンの磯採集へ 17名，海中林観察へ7名，i来場 海中林

をテーマとしたワークショップに 6名であった。
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28日午前から，磯採集は千原光雄先生の指導のもと

に，センターから至近の磯で、行われ，ワークショ γプ

参加者と合同の海中林観察は，前川行幸三重大学教授

を中心とする指導陣の案内でスノーケリングによ って

行われた。午後は，エクスカーション班は海藻標本作

製，ワークショップ班は光合成測定の準備等にそれぞ

れ費やした。

宿泊棟食堂で、の夕食を兼ねた懇親会は，スタ ッフ を

合わせて50名ほどの規模となったが，水産庁遠洋水産

研究所の池原宏二氏から寄贈された大量のメパチ(マ

グロの l磁)がセンター技官の包丁さは、きで盛りつけ

られた皿は，食卓を豪華なものにした。

翌 29日にエクスカーションは解散。ワークショッ

プは光合成の測定などを行い，30日に解散した。
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わずかなスタッフで準備を開始した本大会だった

が隊員から常駐学生までの下回臨海実験センターの

全構成員，筑波キャンパスからのスタッフや院生，そ

して下回から各大学等へ散った 08や OG達と，多く

の友人や教え子達に支えられて無事終了することがで

きたといえる。発表内容も大変豊かなものとなった

が，松江東高校生物音11の3名の女子部員のオブザー

パー参加はとくに心に残った。指導の先生逮との共同

の展示発表のパネルは多様な淡水藻の美しい光顕像で

飾られていた。

本大会は成功であったと自賛したいが，やはり大勢

の会員がはるばる下回を訪ねてくれたればこそであ

る。深謝の意を表したい。

(415-0025静岡県下回市 5-10-1筑波大学下回臨海実

l険センター)

須之内 千代:日 本藻類学会第 22回大会参加記

今回の学会参加は私にとって大変意味深く，しか 昨年 1年間，私は卒業研究のため，下回臨海実験セ

も，楽しいものでした。おそらく，私に限らず，参加l ンターで過ごしました。中学時代に初めてテレビで

された全ての方々に，今回の学会は際だった印象を残 知ったナマコという動物へのこだわ りを追いかけて，

したのではないでしょうか。 ついにたどりついたのが，伊豆半島の突端にあるこの

まず，わたくしごとで恐縮ですが，今回，企業から 研究所だったわけで、す。

参加させていただいた経緯を簡単に紹介させていただ 与えられた自然、があまりにも豊かで、，たった一匹の

きます。 ナマコがあまりにも不思議で，小さな下回という/I[jに

口頭発表会場風1it。
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ボランティアスタッフ (スライド受付) ボランティアスタッフ (会場係)。 座長 :浪J1l仁氏

詰まった魅力が大きすぎて，圧倒されっぱなしの毎日 トート パック， r海藻おしばIなどの本，なんと積演

でした。 先生のプリクラ・シールも密かに流通していました !

このたび，そんな思い出のいっぱい詰ま った下回の また，ポスター発表(夜の部)がアルコールO.K.と

地で，お世話になった先生方が中心となって学会が開 いうのも，大胆でありながら，大量の人数をうまく飲

かれると聞いて，とびついたのは言うまでもありませ 談チームとデイスカッションチームに配分する賢明な

ん。幸い，就職先が磁界|実験総具の会七1:で‘したので， Rij 工夫であったと思います。さらに，学会発表などが-

t:11:~II~自発のヒン トをいただし 先生方に私たちの仕事を 通り終わったあとのイベントも充実しており，立地の

まnっていただくなど，いくつかの目的をからめて，お 利点が卜分に生かされていたと!Elいます。

仕事として参加できることになりました。 私は今回はあくま でも営業活動(? )が主旨だった

大潮!の夜ごと に，暗い海岸の岩のrM'Jにし ゃがみこん はずですが，以上のような条件がそろ っていて楽しく

でナマコをカウン卜していた頃，手を休めて見上げ ないわけがなく ，非常に良い思い出を作ることができ

た，丘の 仁のたった一つのともしび。それが今回の学 ました。

会会場となった下回東急ホテルでした。憧れていたホ 科学に関わる仕事について，今でも自然界の様々な

テルは期待通りにゴージャスで，そこに集ったたくさ 興味深い事象と |期わることができ，こうして学会を通

んの研究者が華やかさをそえていました。 して様々な先生とお話できることは，この上ない喜び

全体的に若い方が多く，藻類学:の裾世I'の広さを感じ です。 お時間を割いて下さ っ た先生方， 本当 に有り~1Ií

ました。また，企画が斬新で，いろいろな工夫で学会 うございました。

が活気づいているのを)J)Lで感じました。例えば，海謀 これからも，たくさんの先生方にご指導いただきな

おしばがそれぞれについた賛沢な名札， I私たちの御 がら，今後さらに重要度を増してくる環境教育に貢献

飯は光 海を濁さないで」というメッセージ付きの， すべく ，教材開発に励んでいきたいと思います。

かじめちゃんマーク 。こんなかわいらしい学会プログ

ラムを彩、は初めて見ました。学会オ リジナル ・グッス (10ト0021東京都千代田区外抑圧15-3-10 "1"村理g平|

も充実しており， Tシャツやマグカップはもちろん， 工業 実験技術部)
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宮本奈保 :日本藻類学会第 22回大会エクスカ ーション参加記

( 1998 年 3 月 27 日 ~ 3 月 29 日)

日本藻類学会第 22回大会が，伊豆下回の鍋田湾を

一望できる下回東急ホテルにおいて，学会とは思えな

いような豪華な雰囲気で開催されました。

27日の大会終了後，エクスカーション参加者は東急

ホテル下に位置する筑波大学臨梅実験センターに集合

することになっており，エクスカーションに参加する

のも，センターを訪れるのも初めての私は，どのよう

な人が参加し，どんな風に2泊31:1を過ごすのだろう ，

という期待と不安を絢に集合場所の食堂に向かいまし

た。

今回のエクスカ ーショ ンは，磯採集とシュノーケリ

ングによる海中林観察の2つのコースがあったのです

が，春の海に借りたウェットスーツでi替るのは寒そう

だったのと ，仕事で毎日使用している図鑑の著者であ

る千原先生に海藻を教えていただけることが魅力で，

私は磯採集コースに参加させていただくことにしまし

た。申込時に「定員を越えているんですけど，まあ大

丈夫ですよ。Jと言われていたので，参加者は 12，3名

程度だろうと思っていたのですが，実際は定員 10名の

エクスカーション (磯採集コース)参加者。

ところを 1 7 ~，と いう大人数でした。 エクスカーション

の参加は，色々な分野に詳しい方々と知り合いになれ

る良い機会だと思っていた私にとって，参加者が多い

ことは有り日11.く思いました。しかもいつも文献で名前

を拝見している先生方が多く参加されていて，とても

うれしく思う反面，やや緊張気味でした。他の参加者

の方々も私と同じようにやや緊張気味な様子でした

が， 学会の色々なおi~: F.t をしてくださった筑波大学の

青木先生が参加者の点H乎をとられる|祭に「偉い先生方

が多くいらっしゃるのですがさん"付けでお名前を

H乎ばせていただきます。Jと前置きされたにもかかわ

らず， rooさん . .。すいません。すいません。」

と何度も謝りながらの点|呼となり，恐縮されている姿

が笑いを誘って (青木先生申し訳ご、ざいません)穏や

かな雰聞気となりました。千原先生は夜遅く到着され

る予定だったので，夕食後は同時に開催されていた大

学院生向けのワークショップの講義を受けました。磯

採集コースからは自由参加だったのですが，講義室に

行ってみると大半の方が来られていて，皆さ んとても
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熱心なことに感心しました。講義は三重大学の前川先

生による海中林の造成を中心とした内容で，現在の藻

場造成への取り組みや現況について非常に分かり易く

ポイントを押さえたもので，これからの私の仕事にも

大いに参考となるものでした。

翌28日の朝，磯採集コースの参加者は講義室に集

合し，千原先生のご挨拶に続いて，鍋田湾の潮間帯の

特徴や潮汐についての簡単な講義を受けました。その

後，全員が片手にバケツ，片手に海藻採集用鎌という

出で立ちで出発しました。採集地はセンター近くの鍋

田湾に面した岩場で，潮が引くのを待ちながらゆっく

りと歩いて採集を行いました。観察を始めた頃はまだ

潮が十分引いておらず，潮間帯上部から中部にかけ

て，ハナフノリ，ネパリモ，ウミトラノオ，ペニマダ

ラの仲間などが多く見られました。 1時間ほどして潮

がヲ|くとツノマタやイボツノマタ，タンパノリなども

干出して姿を現し，また，あちこちに小さなタイド

プールができてアミモヨウやアオモグサ，ヤツマタモ

ク，ワカメ，ピリヒパ，カパノリなど多くの種類が観

察されました。波当たりの強い場所ではイカノアシや

エゾシコロ，オオシコロも見られ，最干潮時には汀線

際でオオパモク，アカモク，ヨレモクなどのホンダワ

ラ類やアラメの幼体も多く見られました。前日にやや

時化ていたおかげで打ち上げの海藻も拾うことがで

き，午前中でバケツの中には採集した海藻でいっぱい

になり，ずっしりと重くなったバケツを持ち帰りまし

た。私は太平洋側では愛知県以南と茨城県以北の海藻

しか見たことがなく，関東での海藻採集は初めてだっ

たので，普段見慣れているつもりの海藻でも形態が大

きく違っていてすぐには判らないものも多く，千原先

生をはじめ多くの方々に海藻の名前と特徴を教えてい

ただきました。

午後からは各自が採集した海藻を使って脂葉標本の

作製を行いました。まず，作製手順や上手に作成する

ためのポイントなど詳しく千原先生に教えていただ

き，その後各自がバケツからパットやたらいに海藻を

移し，塩抜きしたものから標本にしていきました。今

までにあまり脂葉標本を作った経験がなく，教えてい

ただいたようにしているつもりなのですが，他の方々

は要領よく着々と仕上げていかれる中で，私は手際が

悪くもたもたしてしまい，少し自分が情けなく思えま

したが，時聞が経つにつれて徐々に要領がよくなり，

なんとか夕食までには終えることができました。名前

のわからない種については千原先生に教えていただき

ながらの標本作製で，海藻の勉強をするのにこんなに

も良い機会に恵まれたことを心から「ラッキーJと

思っていたのは私だけではないと思います(千原先生

が編纂された図鑑にサインをいただいていた方もおら

れました)。作製した標本はすべて乾燥機にかけまし

た。

夜7時からはセンターの食堂で，エクスカーション

とワークショップ合同の懇親会が始まりました。お寿

司などの御馳走に加え，参加者からの差し入れのマグ

ロをセンターの方がさばいて下さり，本当に美味しい

お刺身を食べさせていただきました。懇親会では多く

の方々から現在の研究についてや色々な情報を聞くこ

とができ，大いに盛り上がったまま夜も更けていきま

した。

29日は朝8時半に脂葉標本を作製した実験室に集合

し，千原先生のアドバイスを受けながら各自の作製し

た標本を持ち帰る準備をしました。準備ができたとこ

ろで先生から簡単なまとめのお話があり，エクスカー

ション磯採集コースは解散となりました。

海中林についての講義，海藻採集，腸葉標本作製，懇

親会とどれをとっても私にとって本当に収穫の多い有

意義な2泊3日のエクスカーションでした。千原先生

をはじめ，多くの方々に色々な事を教えていただくこ

とができて非常に勉強になったので，次回のエクス

カーションにもぜひ参加したいと思っています。

最後になりましたが，今回のエクスカーシヨン磯採

集コースの講師をしてくださった千原先生，そして企

画・準備・運営と全てにご尽力して下さった筑波大学

の横浜先生，青木先生そして学生の方々に心から感謝

申し上げます。

エクスカーション(磯採集コース)

講師:千原光雄(日本赤十字看護大，現千葉県立中央博)

参加者:飯間雅文(長崎大・環境科学)，池原宏二(水

産庁遠洋水産研究所)，大野正夫(高知大・海洋生物教

育研究センター)，川嶋昭二，北山雅彦(愛媛女子短

大)，桑野和司(長崎大・水産)，河野繁貫(マリン・

グリーンズ(株))，小林功(東京薬科大・生命科学)，

高橋昭善(筑波大・バイオシステム)，寺田竜太(北大・

水産)，長谷川和清(東水大・藻類)，平岡雅規(マリ

ン・グリーンズ(株))，松永茂(筑波大・生物)，宮本

奈保((株)海洋生態研究所)，守屋真由美(筑波大・

生物科学)，吉崎誠(東邦大・理)，渡部雅博(兵庫県

西脇保健所) (五十音順，敬称略)

(561-0808 大阪府豊中市原田元町3-3-4 (株)海洋

生態研究所)
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馬場 将輔 :日本藻類学会第 22回大会エ クス カー ション

(海中林観察)参加記

1998年3月末に下回市の下回東急ホテルで開催され プにはワークショップの講師と筑波大学の人たちが付

た日本藻類学会第22回大会のエクスカーションが3月 き添い，手厚く見守られながらスノーケリングが始

27 -29日に行われた。27日の学会終了後，筑波大学 まった。参加者は講師の案内で水面を移動しながら，

下回臨海実験センターに集合してエクスカーションの それぞれアラメやカジメの海中林の綾子をみていた。

日程を確認した。夕食後， 三重大学の前川先生からア 私の参加目的は淘中林をみながら，アラメ林床部の岩

ラメ ・カジメ海中林についての話を開くために実習室 盤に生えている!!l~節サンコモを採集して生態写一真を撮

へ集合した。ここでは，同時に開催されているワーク ることだったので，シオグサゃいろいろな海渓を集め

ショップの参加者たちといっしょになり ，前川先生の たい人たちも加わった採集グループを案内をしてくだ

意見が反映されたという NHK教育放送の ETVfよ さった水産大学校の村瀬先生は苦労されたことでしよ

みがえる海の森林」のビデオをみた。この番組では海 う。アラメ林床音1¥には色彩豊かな無節サンゴモ類がモ

中林が衰退した海域の様子や現況，さらにアラメを母 ザイク;止に生えていることが多いが，観察会に参加さ

藻や幼体で移植する試みが紹介されていた。この移植 れた人たちはこれらの無節サンゴモの存在に気付いた

作業の後日談はとても興味のある内容だ、った。また， だろうか。

海中林の更新についてもわかりやすい説明があり 11侍I:¥'Jほど観察を続けたあと，センター前浜の浅瀬

へ移動した。泳ぎながらアマモ場をみる人たちもい

た。観察終了後，海藻を採集をした人たちはそれらを

ワークショップ，エクスカーション合同の講義。講師 .前川行

広げて穏名の確認作業をしていた。夜になると懇親会

があり，翌日午前1:1"に解散となった。最後に海中林を

案内していただいた方々に御礼申し上げます。

エクスカーション (海中林観察)参加者氏名 :飯田勇

次 (皆津市立湊中学校)，菊池則雄(千葉県立中央博物

館)，金高卓二(大洗水族館)，鶴岡英作(医l立大洲青

年の家)，馬場 将~iílì (海洋生物環境研究所)，林田文

郎 (東海大学)，矢部和夫(北海道東海大学)

幸氏(三重大 (945-0322 柏崎市荒浜4-7-17 (財)海洋生物環境研

ギャップ相をみるには今の季節がちょうどよく，大き

な個体が多い場所と小型個体が多い場所を注意して探

すと良いとのことだった。

28日の天候は良好で、，海は前日の|時化がおさまり穏

やかだった。朝 811寺30分に集合して準備が始まった。

海中林観察はワークショッフ。に参加した6人と合同に

なり， 13人が参加した。まず，スノーケ リングのグルー

プ分けが行われ，はじめて海中林に接する人，何度か

海中林を観察したことのある人，海藻採集を目的とす

る人，などを基準にした3，4人程度のグループに分か

れた。

究所実証試験場)

観察はセンター前の鍋田湾で笑施された。各グルー エクスカーション風景。センター付近の磯にて。
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原 朋之 :ワー クショップ参加記

( 1998年3月27~ 30日 於筑波大学下回臨海実験センター)

謀類学会が感大に行われた後，こじんまりと I)ilかれ でも充分でした。私たちのグループは前川先生が引率

るはずのワークショップでありましたが，いさ叢をあ して下さいました。海中林の構成極は基本的に浅い音11

けてみると，エクスカーションの日程と重なったこと 分をアラメ，深い部分をカジメが占めるということで

もあり，学会に負けないくらいの蜂り上がりでした。 した。このような立派な海中林を目の当たりにしたの

27日の夕方に集合して，さ っそく皆で夕食。参加者同 は今回が初めてでしたので，海面に浮かびヲjぃ1"マスク

士うちとけたところで，翌朝の海中林観察をふまえた を通して見おろしているだけでも感動的で、した。淘1:1"

前川先生の講義が行われました。論議は前川先生がilJlJ 林を笑感するためには，少 レ怖くても頭から林の中に

作にたずさわられた NHKの特集番組のビデオを中心 潜っていくのがよいとのことでしたので，立を決して

に行われました。磯焼けによる海中林の?ì~í失，そして 潜ってみると ，そこはまた別世界でした。部Uf{!'いカジ

消失した海中林を蘇らせようとする漁業関係者の方々 メの林の中から水面を見上げ，しばし不思議な気分に

の姿に，自然と人間の一筋縄ではいかない複雑な関係 ひたってしまいました(しかし笑際は息が続かないの

が垣間見えました。その中で、前川先生は問題点を浮き でこの間約 3秒)。

彫りにして，海中林の生態的な役割の重要性を熱く諾 海中林を堪能した後は，それぞれの笑験材料の梅藻

られました。 などを採集し，まだまだ物足りない気持ちを残しつつ

翌日28日は絶好の海中林観察日利となりました。観 約 l時1mで観察会は終了しました。昼食では横浜先生

察はいくつかのグループに分かれ，シュノーケ リング 自ら作ってくださった新鮮なワカメたっぷりのおl味噌

によって行われました。実験センターから 5分ほとの 汁がふるまわれ，しみじみ参加してよかったと思った

灯従の磯と114乙ばれるところまで歩いて行き そこからエ のでした。具のワカメは研究材料とするために実験セ

ントリーしました。 ンターの技官の方々が養殖されたものとのことでし

心配された水温もそれほど低くなくウェットスーツ た。

ワークショップのひとこま。光合成実験の準備。



午後からは事前にトロールで採集された生物をおお

まかに仕分けした後，青木先生によるアマモ場の動物

についての講義がありました。普段海藻は見ていて

も，海草に接する機会はあまりないので，アマモ場に

おける，動物と植物の相互作用のお話は興味深いもの

でした。講義のあとは，採集した生物についての観察

が続けられ，前川先生にはカジメの年輪の見方なども

教えていただきました。

次に村瀬先生によるノコギリモクの生態についての

講義がありました。ノコギリモクなどのホンダワラ類

はガラモ場を形成し，水産，環境の面で重要な役割を

はたしているということですが，その生態についてま

だわかつてないことが多いという事実は意外でした。

村瀬先生が講義の中で紹介された培養実験や移植実験

で得られた最新のデータの数々に大変刺激を受けまし

た。

引き続いて行われた倉島先生による講義では，アラ

メやカジメ，アントクメの生活史や生理的な特性によ

る分布の違いなどを教えていただき，午前中に観察し

た海中林についての理解がさらに深まりました。そし

てその日の夜は，エクスカーションの参加者の方々と

合同の大懇親会が盛大に行われたのでした。

29日は，班ごとに興味のある海藻を実験材料として

プロダクトメーターによる光合成測定を行いました。

測定しにくいかもしれないと危ぶまれた海藻を選んだ

班もありましたが，どの班も順調に測定を進めること

ができました。昼食は測定を続けながら実験室でとり

ました。そのときのおにぎりと今度はセンターの学生

の方々が作ってくださったワカメのお味噌汁のおいし

かったことはずっと忘れられないでしょう。

光合成測定の結果をまとめつつ，分光光度計を用い

た光合成色素の吸光度測定も並行して行いました。各

実験の結果はそれぞれの海藻がもっ生理的特性をおお

よそ反映したものとなりました。この日の晩は，ワー

クショップ参加者による懇親会が行われました。前川

先生が料理されたカツオに舌鼓を打ち，これまでの疲

れも吹き飛んでしまうほどでした。

30日は，薄層クロマトグラフイーによる光合成色素
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の分析を行いました。各参加者がいくつかのサンプル

を選んで，色素を抽出し，シリカゲル薄層プレートを

用いて展開を行いました。これまでの改良の結果，薄

層クロマトグラフイーによる光合成色素の分析はきわ

めて簡単な実験になったということでしたが，展開像

から光合成色素組成上の特徴がよくわかり，緑藻の浅

所型と深所型の違いも目で見ることができました。

今回のワークショップでは，学会の直後ということ

でお疲れのところにもかかわらず，講師の先生方や実

験センターの職員の方々，センター常駐の学生の方々

による熱心なご指導やお世話のおかげで，大変充実し

た4日間を過ごすことができました。この聞に得た出

会いや藻類に関する知識は私にとってかけがえのない

ものになると思います。特に私が感じましたのは，あ

るがままの海藻を見ているんだなあ，という実感で

す。実験センターの目の前には，素晴らしい鍋回湾の

自然が広がっており，実習もその自然の一部に溶け込

んでいるような気がしました。そのような素晴らしい

自然の一部に触れさせていただいた，そういう印象を

受けた今回のワークショップでした。

最後になりましたが，いろいろとお世話下さいまし

た，講師の先生方，そして筑波大学下回臨海実験セン

ターの職員の方々，学生の方々，お忙しいなかいろい

ろと便宜を図って下さいました横浜先生にこの場をお

借りしてあらためてお礼申し上げます。

参加者(五十音順，敬称略)

金井塚恭裕(東京学芸大学・生物)，栗原晩(長崎大

学・水産)，辻彰洋(京都大学・生態学研究センター)， 

原朋之(神戸大学・自然科学)，松山和世(東京水産大

学・藻類)，村岡大祐(北海道大学・水産)

講師(五十音順，敬称略)

青木優和(筑波大学・下回臨海実験センター)，倉島

彰 (三重大学・生物資源)，前川行幸(三重大学・生

物資源)，村瀬昇(水産大学校・生物生産)

(657司0013 神戸市灘区六甲台町1・1 神戸大学大学

院自然科学研究科)
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学会・シンポジウム情報

1998年8月1日-4日:第 12回国際進化原生生物学学会

大会 121hBIENNIAL MEETING OFTHE INTERNATIONAL 

SOCIETY FOR EVOLUTIONARY PROTISTOLOGY 次

のPSAの大会と合同で開催されます。詳細|はISEPのホー

ムページでご靴認下さい http://megasun.bch.umontreal.caf

isep/meeθ8.h町廿

1998年8月3日-8日:アメリカ藻類学会大会 PSAAnnual

meeting in Flagstaff， Arizona言宇し くは PSAのホームペー

ジを ご覧下さい http://jupiter.phy.ohiou.edu/psa/Meeting/

mee凶19.html

1998年9月7臼ー10日:鞭毛生物に関する国際シンポジ

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，e-mail: cinelli 

@discat.unipi.it (The first circular will be mailed in May 

1998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

E義8thInternational Conference on Applied Algology 

(8出 ICAA)，Montecatini Terme (Italy)，連絡先:Prof. Mario 

Tredici， Dipartimento di Scienze e TecnologieAlimentari e 

Microbiologich巴-Universita di Firenz巴P.ledelle Cascine， 

27; 1-50144 Firenze， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55330431 ;巴-mail:tredici@csma.Fi.cnr.it 

ウム TheFlagellates， Birmingham， UK 連絡先 B.S.C. 1999年 8月1日ー7日:第 16回国際植物会議 XVI

Leadbeat巴r，School of Biological Sciences， University of lnternational Botanical Congress(St. Louis， U.S.A.)，連絡

Birmingham， Bimlingham B15 2TT， UK， Fax:叫41214145925，先:Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

e-mail: B.S.C.Leadbeater@bham.ac.ulc Gard巴n，P.O. Box 299， SI. Louis， Missouri 63166-0299， USA 

FAX: (01) 314-577-9589 ore-mail: ibcl6@mobot.org， You 

1998年 9月28日 10月3日:第 15回国際珪藻シンポ may also consult the Web site for more detailed information 

ジウム 15thInternational Diatom Symposium， Perth and to register. The address is: http://www.ibc99.org 詳

(Australia) 連絡先 :Dr. Jacob John， School of しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)

Environmental Biology， Curtin University of Technology， 

GPO Box U 1987， Perth 6845， W A， Australia T巴1:61 8 

9266 2495， Fax: 61 8 9266 7327/7368， e-mail: 

RJACOBJO@cc.curtin.edu.au詳しい情報は次のサイ ト

を参照してください。http://www.curtin.edu.au/curtin/ 

dept/enviro/15IDS.html 

1998年 11月7日ー 8日.第 18回日本珪藻学会研究集会

於:神奈川県三浦市，マホロパマインズ三浦.連絡先 :

日本珪藻学会事務局， TEL/FAX: 0468-41-1165; e-mail 

ez101651@日前yserv巴.0r.JP

1999年6月22日-25日:第2回アジア太平洋藻類フォ

ラム

Second Asian Pacific Phycological Forum，The Chin巴se

Univ巴rsityof Hong Kong， Shatin， N.T. Hong Kong SAR， 

China (詳 しくは 45(3)号の案内をご覧下さい)

1999年 9月20日-26日:第2回ヨ ロッパ藻学会議

The S巴condEuropean PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Montecatini Terme (ltaly).連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDipartimento di Scienze dell'Uomo e dell Ambiente -

Universita di PisaVia A. Volta， 6; /-56126 Pisa， ltaly 
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第 15回 国際珪藻シンポジウム

15th International Diatom Symposium 

第 15回国際援藻シンポジウムが 1998王!o9月28日ー10月3日にオース トラリア

のP巴rthで開催されます。本シンポジウムのメインテーマは「生物多線性と水園生

態系の保持jで，これに関わる珪i楽に関するさまざまな研究発表(形態学，分類

学，生活環，生態学，生物多様性，生物地迎学，生物指標，培養，生態君主学，古

生態学な ど)を募集しています。2ndサーキュラーは以下の WWWアドレスにあ

ります。1111い合わせは下の JacobJohn同士か真山茂樹(巴 mail: mayama@u 

gakllg巴i.ac.jp，tel. 042-329-7524)まで。

http://www.curtin.edll.au/cllrtin/dept!enviro/15IDS.html 

Dr. Jcob John， School of Environmental Biology， Curtin University orTechnology， 

GPO Box U 1987， Perth 6845， WA， Australia (e-mail: RJACOBJO@cc.curtin.edu.au) 

1998年度 「藻類談話会Jのお知らせ

ri.泣J類談話会」は藻類を研究材料とする幅広い分野の研究者の集まりで，西日本を中心に講演会や研究交流を

行 っています。 今年度は以下の 3 ;?:，の御前ì~iのほか，新しい試みとして，公募による大学院生なとの茄い研究者

の研究発表会(一人あたり 1 5 分午~Ult で‘数名)を企画 しています。 ふるってご参加 l くださいますようご笑内申 し上

げます。

日H寺:1998年 U 月 14日 (土) 13: 00ー17:00 

場所京大会館 211号室(京都市左京区吉田川原町)

講演予定(敬称略)

福I幸秀哉(京都大 ・炭):クラミドモナスにおける CO，澱境応答遺伝子

村上明男 (神戸大 ・内海域):ラン孫光合成系の環境応答

内田卓志 (南西海区水産研究所 Helerocapsacircularisquamaによ る赤潮lについて (仮題)

研究発表会 :藻類を研究材料 とする大学院生などの若い研究者による発表を募集します。発表は 1i寅題当たり

討議を含めて 15分で 6i寅題程度を予定しており ます。演題の申込締切りは 9月 18日 (金) です。応募者多数の

|際は世話人の方で発表者の調捻を させていただく場合があります。

参加費 :500円 (通信資，会場到など)

談話会終了後，同会館の l階スペシャル ・ルームで懇親会が予定されています。談話会および懇親会の参加布

望者は下記の宛先までご連絡願います(当 日参加も可)。申し込みされた方には後日，詳細11についてお知らせいた

します。研究発表会の演者 ・i(lr題などの最新情報は下記ホームページに適宜，掲示しますのでご覧ください。

参加申込・間合先

干 606-8501:京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部 自然破境学科

I~市野恭子

TEL: 075-753-6854 FAX: 075-753-6864 e-mail: hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 

ìi'i~類談話会ホ ームページ

http://biotech.nikkeibp.co.jp/cgトtest/IOOH P/viewFi le?hatano@gaia.h.kyoto-u.ac.jp 
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トPhycological
RtataiD11 I 

英文誌 46巻 1号掲載論文和文要旨

Ivan 1. Cherbadgy and Ludmila 1. Popova国後島司 Izmena湾における Ahnfeltiatobuchiensis (Ahnfeltiales， 

紅藻綱)個体群の分布、バイオマス司一次生産について

寒天l原謀イタニグサ属のAhnfeJliatobuchiensei (Kanno et MalSubara)MakのIZlllenai湾における個体群の分布と生

産性を調べた。i決体の生育環境に近づけた流水システ ムを用いて実験をおこなった。基質からはがした

A.tobuchiensisはおおよそ数センチメ ート ルから lメートルのl享さに透していた。このうち上部 15-20cl11の部分の

みが個体群を支える生産をおこなうに充分な光を受けることができることが示された。水面の光合成活tl化光

(pholosynth巴ticallyaClive radialion:PAR)のうち 15-20%が渓体の層構造の表面に到達するが，そのうち 15cIllの深さ

までには 0.1%のみが到達するのみである。A.tobuch即日目においては日 "1"の光合成速度|曲線は主に PAR強度l曲線

に従うことが示された。最大の光合成速度は PARが最大に達する午後の1時間に記録された。15-20cmの厚さの!害

状で，純生産量 (NPP)における最大を示し，その平均値は 3.2gCmo2dayolであった。この地域でA.tobuchiensisの

占める総面積は23.4k1ll2で，そのバイオマスは 125000トンであった。A.lobuchiensis11自体群の夏期と秋矧の純生産

量は平均でそのバイオマスのそれぞれ46.8あるいは26.0%であることが示された。(Jnstituleof Marine Biology， Fal 

Eastell1 Branch of th巴RussianAcadelllY 01' Science， Vladivostok 690041， Russia) 

David U. Hernandez-Becerril:メキシコ湾産のプランクトン性珪藻Chaetocerosokamurai (Chaetocerotales， 

Bacillariophyceae)の形態学的研究

メキシコ湾においては植物プランクトンにi刻する研究は数多い。それでもなお新産の種が，特に珪藻類と渦鞭

毛藻類において，次々に記録されている。メキシコ湾において Chaetocerosokamuraiの生育が雌認された。本極は

もともと日本において猪狩によって 1928年に記載されたものである。本程はメキシコ湾南部から得られたプラン

クトンネッ トサンプル中に時折出現した。その形態的特徴を光学顕微鏡ならびに走査型電子顕微鏡で調べたとこ

ろ，いくつかの形態形質は C.okamUl却を近縁秘から区別するのに有!日であることがわかった。すなわち，鎖状1作

体の71~~犬(ややねじれており，奥極性である)，間窓のJI~状(典型的には変71~) それに殻の形態である 。 中心に位

置する l個の唇状突起は群体を構成するすべての殻に存在する。Chaelocerosokamuraiは亜属 Chaetoceros

(Phaeoceros)のBOI官alia節に属し，Chaetoceros boreaJis Bail巴y，Chaetoceros densus Cleve， Ch且etoceroseibenii Grunow， 

Chaetoceros octagonus Hell1andez-Becerrilといった極に近縁と思われる。本報文はC.okamUl司1の原記載以来の報告

であり，メキシコ湾 (大西洋)からの最初の記録でもある。本磁の分布についてはほとんどわかっていないが，明

らかに熱帯から班熱帯に生育する種である。(Laboratoryof Fisheri巴sEcology， Inslitute of Marine Scienc巴sand 

Limnology， National Autonous University of Mexico， Apdo. postal 70-305， D.F. 045410， Mexico) 

北出幸広¥田口岡1]・.申宗岩・.嵯峨直恒¥ アマノ リ属単胞子実験系(ウ シケノ リ目， 紅色植物門)， 海洋植

物の発生生物学のモデルとして

我々はスサピノリ POlph戸百 yezoensisUedaクローン培養系(TUーl株)の業状配{肉体を用いたlii胞子の同齢集団

実験系を開発した。この実験系は， E5J仙iな酵素処理を必要とし， かつ有効な保存方法が適用で、きない伝統的な

藻類のプロトプラスト実験系とは全く異なるものである。単胞子の同齢集団は本培養株(単胞子)の無性生殖様

式と単胞子放出の人為的市Ij御(業長，温度，光など)を利用することによって得られた。単IJ包子を形成した索状配{肉

体を凍結媒液(100%海水， 5% DMSO， 5% dexlran)に入れ ， -20"Cに保持すると ，3ヵ月後の生残率は約 98%であっ

た。凍害防御斉1]なしで5
0Cに保存すると， 業状配{肉体は単IJ包子を放出しないまま l週間維持できた。単IJ包子の最

大収量はク レモナ糸 ICI1lあたり約30001闘で，5E芽率は約70%であった。この実験系はアマノリ属の発生生物学

研究の活性化に資するところ大で、あろう 。(‘424-8610清水市折戸3-20-1 東海大学大学院海洋学研究科，"424-8610 

清水市折戸 3-20・l 東海大学海洋研究所先端技術センター)
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李仁輝・.横田明“・杉山純多 H ・渡辺真之“・.広木幹ゃ….渡辺信…:浮遊性シアノバクテリアの脂肪酸組

成に基づく化学分類

浮遊性シアノバクテリアのMicrocystis，Anabaena， Oscil1atoria， Aphanizomenon，Spirulina腐の無菌株28株につい

て，細菌分類学によく用いられている形質であるノーマル脂肪酸及ぴヒドロキシ脂肪酸の組成を調べた。 2-ヒ

ドロキシ脂肪酸はすべての株で検出されなかった。さらに3・ヒドロキシ脂肪酸組成の類似性によるグルーピン

グは形態的特性と明確に対応していなかった。一方， ノーマル脂肪酸組成の類似性に基づいたグルーピングの結

果，浮遊性シアノバクテリアは 2つの大きな群，単細胞群(Microcystis)と糸状体群(Anabaena，Oscil1atoria，Sp.加 I却a，

Aphanizomenon)に分かれ，それぞれKenyon-Murataの分類システムに基づきタイプ4，タイプ2と分類された。さ

らに， 16:3脂肪酸の有無によりタイプ2はさらに 2つの脂肪酸タイプ，タイプ2Aとタイプ2Bに分けられた。ま

た，Microcystis ，Anabaena， Aphanizomenon， Spirulina属の脂肪酸による識別は形態的な形質にほぼ対応していたが

， Oscillatoria属の脂肪酸組成は単細施群と糸状体群の双方ヘバラバラに位置した。この結果は 16SrRNAの塩基配

列でも示されたものである。(・305茨城県つくば市天王台 1-1・1筑波大学生物科学研究科 ..113東京都文京区弥生

1-1-1東京大学分子細胞生物学研究所，山305茨城県つくば市天久保4-1-1国立科学博物館植物研究部，山・305茨

城県つくぽ市小野川 16-2国立環境研究所)

増田道夫・小亀一弘:日本産紅藻の新種セトウチフジマツモ(イギス目)

紅藻セトウチフジマツモNeorhodomelaenomotoi Masuda etKogame (イギス目フジマツモ科)を日本から新種と

して記載した。本種は以下の特徴の組み合わせによって他種と区別される。(1)藻体は赤味がかった褐色で，やや

堅い，(2)第一位校の多くは無限成長する，(3)不定枝は少なく，限定成長し，側枝の肢に生じる，(4)栄養毛状枝は多

数生じる，(5)四分胞子嚢は円錐花序状をなす最末小枝と末位から二番目の枝に形成される，(6)嚢果はフラスコ形で

ある。本種は日本の暖温帯の漸深帯上部に生育する。(060-0810札幌市北区北 10条西8丁目北海道大学大学院理学

研究科生物科学専攻)

小亀一弘:2新種を含む日本産褐漠カヤモノリ鼠(カヤモノリ目)の分類学的研究

日本産の褐藻カヤモノリ属(カヤモノリ目)について，形態観察と培養を行った。複子嚢と胞子体の形態は，

分類形質として利用できることがわかった。複子議には2つのタイプが認められた:(i)クチクラ層を欠きゆるく接

着し合う複子嚢(ルーズタイプ);(ii)クチクラ層に覆われ固く接着した複子嚢(接着タイプ)。胞子体の形態は，外

観(房状または盤状)・直立糸の接着の度合い・側糸の有無の点で，種によって異なっていた。ウスカヤモ

Scytosiphon gracilisとヒラカヤモScytosiphonteneIlusの2新種を記載した。ウスカヤモは，薄い鎚層と接着タイプ

の複子裂をもち，複子糞に伴うアスコシストを欠き， Compsonema様の施子体をもつことにより他の種と区別さ

れる。ヒラカヤモは，薄い髄層・接着タイプの複子嚢・複子嚢に伴うアスコシストをもち，胞子体はS回伊laria様

であることにより特徴づけられる。カヤモノリ Scytosiphonlomentaria (Lyngbye) Linkは，くぴれのある配偶体-

Jレーズタイプの複子護・アスコシストをもち，胞子体はMicrospongiumgelatinosum Reinkeであることにより特徴

づけられる。 (060・0810 札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻)

Wendy A. Nelson.， Glenys A. Knight"and Michael W. Hawkes..:新奇な生殖様式を示すニュージーランド固

有の媛性種 PorphyraIilliputiana sp. nov. (ウシケノリ目，紅藻網)について

アマノリ腐の新種Porphyralilliputianaをニュージーランドから記載した。本種は大変小さく ([5]1O-20[35]mm)， 

中程度に波当たりのある潮間帯上部の岩石上，他の植物や動物体上に着生する。野外から採集した本種は

archeosporangia，内生胞子嚢，精子器， zygotosporangiaをもっていた。培養においては，回:heosporesは放出され，

発芽して葉状体になった。内生胞子嚢は直接藻体に発達するかあるいは内生胞子を放出しそれらはそれぞれ葉状

体に生長した。 zygotospo児 Sはコンコセリス期に発達し，それは殻胞子嚢を形成した。放出された殻胞子は禁状体

に発達した。本種はその小さなサイズ，生殖細胞の配列，内生胞子嚢をもつこと，鋸歯状の縁辺部および生育場

所によって他種から区別される。(.Museumof New Zealand Te Papa Tongarewa， POBox 467， Wellington， New Zealand， 

柿Depar伽lentofBo刷 y，University of British Columbia， #3529・6270University Blvd.， Vancouver， B.C. V6T lZ4， Canada) 
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Heather L. Youngs.， Michael R. GretzヘJohnA. WesC and Milton R. Sommerfeld...:海水と淡水の両環境に

生育するウシケノリ Bangiaatropurpurea (ウシケノリ目，紅色植物門)とエダネコケモドキ Bostrychia

moritziana (イギス自，紅色植物門)の細胞壁の化学成分

淡水と海水両環境に適応している2種の紅藻類の細胞壁多糖類を分析し，経済的にも重要なアガロコロイドが

環境要因の変動によってどのような影響を受けるのか，また，細施壁が環境への適応の際にどのような役割を果

たしうるのかについて調べた。淡水域から採集したウシケノリと淡水，海水両方で培養したエダネコケモドキの

株の細胞壁多糖類の成分分析をおこなった。淡水産ウシケノリの細胞壁多糖類はすでに報告のある海産のウシケ

ノリのそれと同じであり，熱水抽出物では繰り返しの二糖単位とポルフイランが顕著に存在した。不溶性の画分

には3位結合のガラクトシルと 4位結合のマンノシル残基が優占して含まれていた。エダネコケモドキの細胞壁

多糖類は，既に報告のある他のイギス目の海藻と同様に，いろいろなパターンでメチルエーテル化されたアガロ

コロイドが含まれていた。メチルエーテル置換の位置は，淡水産，海産それぞれの試料の熱水抽出物を用いて決

定された。淡水で培養したエダネコケモドキの重合体は複雑な二糖単位の混合物で2・0・メチルアガロース， 6・0・

メチルアガロースそして2'-0ーポルフイランを含んでいた。海水で培養したものでは，それとは異なり 2・0・メチ

ルサッカライドを微量に含み，より多くのふ0・メチルサッカライドを含んでいた。淡水・海水のエダネコケモド

キの熱水に不溶な成分には3位結合のガラクトシルと 4位結合のグルコシル残基が含まれていた。これらの結果

はエダネコケモドキにおける，浸透圧とイオン環境の変動に対する適応には細胞壁成分の変化，特にメチルエー

テルの置換が関与している可能性があることを示している。 (*Departmentof Biological Sciences， Michigan 

Technological Unive路 ity，Houghωn，Michigan 49931， USA， **School ofBo旬ny，University of Melboume， Parkville 3052， 

Aus住alia，***Department of Botany， Arizona State University， Tempe Arizona 85287， USA) 

田中次郎:日本産シワヤハズ(アミジグサ目，褐藻網)の生殖器官の構造

シワヤハズの四分胞子体，雌雄の配偶体が太平洋及び日本海沿岸から採集された。雌性配偶体は今回初めて報

告された。これらの四分胞子嚢，雌雄の配偶子嚢は葉状部の中肋の両側に形成され，いずれも子嚢斑として集合

する。四分胞子嚢は球状で皮層の上に突き出ている。その基部には2-4個の柄細胞がある。放出の直前まで四個

に分裂せず四分胞子にならないので，普通は分裂しない四分胞子母細胞が観察される。卵細胞群は皮層から突き

出ている。卵は倒卵形であり，時に基部に l個の柄細胞をもっ。精子嚢群は皮層からほぼ突き出て形成され，基

部に l個の柄細施をもっ。未分裂の四分胞子は卵細胞と形が良く似ること，両子嚢斑の形がほぼ同じであること，

また卵細胞は他のアミジグサ属藻類の卵のように密集しないことから，四分胞子体と雌性配偶体との区別は困難

である。唯一の相違点は四分胞子は卵細胞より直径が大きいことである。

千原光雄.・ JohnA. WesC :著名な日本の藻学者 山内繁雄 (1876・1973)

山内繁雄博士は山形県に生まれ，東京高等師範学校に学んだ。卒業後， 1 904年まで母校の教官を勤めたが，

翌1905年に米国のシカゴ大学に留学し，植物学を主専攻として 1907年にPhDを得た。山内博士は海産紅

藻イトグサ属，褐藻ヒパマタ属，ムチモ属，アグラオゾニア属，及ぴザナルデイニア属の細胞学と生活史につい

て優れた研究を行った学者としてよく知られる。それらの論文は彼がシカゴ大学に関係をもった 1906年から

192 1年にかけての期間に発表されている。彼はまた淡水産緑藻のアミミドロ属の新種Hydrodictyon位 icanum

を記載している。 19 1 0年に山内博士は東京高等師範学校に正教授として戻り， 1 9 1 1年に理学博士を取得

した。彼はこの学校に 1927年まで勤務したが，その問，植物学に関する幾冊もの教科書や単行本を箸わし，ま

た1911年から 19 1 3年にかけて文部省からの派遣によりイギリスとアメリカに出張し植物学教育の視察を

行った。 1927年に渡米し，以後アメリカに滞在していたが，第二次世界大戦の勃発により 1942年に日本

に帰国し，その後は表舞台で活躍することはなかった。戦後の山内博士の活動については記録がほとんど残され

ていない。彼は 1973年2月2日に東京で96才の生涯を閉じた。 (*150-∞12東京都渋谷区広尾4-1-3日本赤

十字看護大学(現住所:160-8682千葉市中央区青葉町955-2千葉県立中央博物館)，帥 Schoolof Botany， University 

of Melboume，加'kville，Victoria 3052， Au蜘Iia)
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醸麟臨- 字会録事(

1 日本藻類学会第 22回大会

1998年 3月25日-271:1，筑波大学下回臨海笑験セ

ンターおよび下回東急ホテル(下田市)において第22

回日本藻類学会大会を開催した。大会会長はtilii賀康縫

氏 (筑波大学)で，参加者222名，講演数は 85題(う

ち展示発表は31題)におよんだ。

I日目 に編集委員会と評議員会が筑波大学下回|臨海

実験センターでIJ司かれた後， 2日目 からの講演は実験

センター近くの小高いj王の上に立つ下回東急ホテルで

おこなわれた。講演数が多かったため，A，B同会場に

わかれて口頭発表がおこなわれた。2日日午後， A会場

で総会を開催した後，夕刻lから同会場で懇親会をおこ

なった。ホテルの調J:ll.!室より述ばれるff，詰共に"1"し

分のない料理と相まって，懇親会は大変有lやかにおこ

なわれた。参加者は 165名であった。開始約 I1時間後

から展示発表の説明が隣接の B会場でおこなわれた。

懇親会のリラックスした雰囲気の中，自 13=1に討論す

るという形式であったが，この藻類学会初の試みは多

くの参加者に好評のようであった。大会の述営に当

たっては， Wi波大会会長を始め青木{呉羽l氏ほか多数の

方々にご尽力いただいた。ここに記して厚く 御礼時lし

上げる。

第 22回大会参加者名簿

(あいう えお順，敬称略):青木仮可0，青田{放， 赤池掌

一，秋野秀樹，鯵坂哲朗，IliiJ音I\~i台，阿部信一郎，新

井章吾，有資材111券，安藤亘，飯田勇次，飯間羽t文，五

十嵐聖賞， 1古川f命好，池J京宏二，石川依久子，石橋清

秀，石丸八寿子，磯田春奈，出升株彦， {ifll体泰二，稲

岡心，:):1ー上野t今泉良知子，岩佐朋美，岩滝光儀，岩

本浩二，植田邦彦，江端弘樹，恵良田知樹，葱良EEI民

由美，大谷修司，大谷真由美，大塚重人，大野正夫，大

山j毘美，1百]111奇恵視，岡本典子，奥田-hJt，奥山牧子，尾

崎紀1Ii?" 小野I1存，加賀谷美幸，葛西ハルエ，力1I111*J英男，

菓子野康浩，片岡博尚，片山好J!~， 加藤法子， 金井塚

恭裕，村l谷充{申，川チ|二浩史， 川合幸恵， 川IIJ鳥昭二，川

野辺英1Ii?" 布11*本友広，菊池WJhJl:， 北村美香子，北山太

樹，北山雅彦，金尚古，金持7吉，金高卓二，窪田茂樹，

熊野茂， 倉島彰，栗原lザム 桑野手日可，高!lE輝，河野繁

貴， 小包一弘，小島恵美， 小林敦， 小林功， Gontcharov， 

A.，近藤i't摘，斉藤順子，斎藤岳由，斎藤宗l勝，坂牛

真司，坂西芳彦，桜井納美， 佐藤健，佐藤征弥，津田

威，柴田渉，烏佳子，烏凹智，Josef EIster，白岩善博，

白江麻iL菅原洋子，鈴木俊一，鈴木秀和，須谷昌之，

須之内千代，関口弘志， 1羽田諭 子 竿 深刻1比古， Dine 

Naw Moat War，高島季子，高ì~t翼， 高野克， 高mll百普 ，

瀧谷明朗， 竹中裕行， 太斎彰浩，多田智子， 1王11:1"克彦，

田中貞子，[1 i:t次郎，日lに1"博，1王11:1"義幸，谷雑喜，積

倉俊之，玉|王|知子， i也JEI幾， 辻彩ど1"-，辻村茂男，津田

藤典，者1\1A !jí1~夫 ， 鶴岡英作， 寺田竜太， 寺l協利信，当

真武，f!~[問拡士， 長i前一時，長島秀行，長島泰子，中

野武登， 1:1:1原美保，IN;:J T~: J:lll子， イI:J:I矢史PJt ， 1:1:IjJJ 1削， 南

雲保，名士1I1進一，鍋!急1:1:1美，間消:一俊， 二宮早佐l子，lliJ 

111奇久義， 野間三千代，能笠谷正浩，的H:JII~~ ， 野村智子，

lliJ目忠秀，長谷川和11!j"，畠中芳郎，幡野恭子，波多野

洋子，花本悦子 ，羽生田.1'ii.1I百，馬場将車iIi，気回仁，林

田文自1¥，JJ削月之，原産|狗， 土|土EE1f言司，坂東忠司，樋口

澄91，平岡雅規，平日111&，広木幹也，広瀬紀一，福島

i専，初回賢一，藤江教隆，藤田大介，藤原祥子，藤JEI

宗弘，保科亮，明日健雄， 加輝三， :<jζ多大!Iiili，本多正

樹，前川行幸，松永茂，松村知明， 松山和世，真山茂

樹，丸山晃，三浦IIi?，Ht，7Jく 旧浩之， 三間昌己!)J ， 術! 医I~三

拓， 箕浦一彰，宮崎勤， 宮下I除記， 宮下英明，宮田昌

彦，宮地利幸，宮地重逮，s.村新一，宮本奈保，村岡

大祐，村上明男， 村上裕重，村瀬昇，森問詠子，守屋

真由美，矢部手[1夫， 111'OJ ~'J一 ， 山岸高 IB: ， 111岸幸正，I.Li

下尚之，!J滋興洪湯浅健，相11宗秀，楊イ士元，相"il笈康縫，

横山:;IE紀子， 吉岡'1令奨，吉111*JrJ&:，吉田吾郎， 吉|王山、生，

吉永一男，依庇l真EE，李仁;l'ffl，和田幸子，渡辺哲，渡

辺信，渡部羽U#，l，和田正徳

2編集委員会・ 評議員会

3月25日に筑波大学下EEII臨海実験センター第一研究

棟3附淡習室において英文誌編集委員会お よび和:文誌

編集委員会を合同で開催した。和文誌について源口編

集委員長より第45，46巻「藻類」の編集状況に関する

報告があった。また，英文誌については川井編集長か

ら rPhycologicalResearchJの編集状況および年|剤投稿

状況の報告があった。学会ホームページの管理gを和文

誌編集委員会の実行委員に担当してもらうことが話し

合われた。

評議員会を引き続き同室においておこなった。1998

年度総会に提出する報告事項 -審議事項などに関して

の審議をおこなった。内容に|刻しては総会の項を参照

されたい。また， 1:1本藻類学会論文1'i:の選考を現行の

l月下旬 (英文誌の4号が出版された後)におこなうと



時間的に余裕がないことが明らかになったため，次回

からは 12月に変更することが提案され承認された。こ

のため1998年度の受賞対象論文は英文誌，和文誌共に

I号-3号までの中から選出することとなった。また来

年度からは英文誌は前年度の4号~当該年度の3号ま

で，和文誌は当該年度の 1号-3号までの中から選出

することになる。本年度の選考は12月に第一回目の投

票をおこない，年が明けてから第二回目の投票をおこ

なうことが承認された。その他，受賞決定までの詳細

な事項については事務局に一任された。 2000年から国

際植物命名規約上で効力を発する予定の学名の受録制

度に関し， r Phycologica1 ResearchJを国際植物分類学

連合認定雑誌にするための申請手続きを進めることと

なった。

増加するパックナンバーの保管場所について，およ

び論文賞以外の賞の制定については，共に継続審議す

ることとなった。合同編集委員会・評議員会開催にあ

たっては横漬康継氏を始めとする筑波大学の関係者に

大変お世話になった。記してお礼申し上げる。

3. 1998年度総会

1998年3月26日午後2時30分より A会場において

総会を開催した。石川依久子会長の挨拶の後，猪川倫

好氏(筑波大学)を議長に選出し議事に入った。

[報告事項1
.庶務関係

(1)会員状況 (1997年 12月31日現在):名誉会員 2

名，普通会員 577名，学生会員 56名，団体会員 57名，

賛助会員 12名，外国会員 100名 (27カ国)，圏内購読

26件。(2)1997年度文部省科学研究費刊行助成金「研究

公開促進費j交付額は 1，230，佃0円であった。(3)第21回

大会を 1997年3月26日-28日に広島大学理学部にて

開催した。(4)評議員会を 1997年3月26日に，総会を翌

27日に広島大学にて開催した。(5)臨時評議員会を 1997

年9月20日に東邦大学で開催した(詳細は「藻類J45 

巻3号208頁の学会録事を参照のこと)0(6)1997年12月

に会員名簿発行のための調査を実施した。(7)1997年II

月に日本藻類学会のホームページを作成・公開した

(アドレスはhttp://www.kurcis.kobe-u.ac.jp/sorui/)。ホー

ムページのデザインおよび管理を州崎敏伸会員(神戸

大学理学部)にお願いした。(8)卒業後退会届を提出し

ない学生会員，普通会員への変更届を提出しない学生

会員が毎年みられ，会計管理上大きな障害となってい

ることが報告された。学生会員に対し事前の注意が喚
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起され，また教官に対しては学生への適切な指導が要

請された。また， 12月31日をもって学生会員を更新し

なかった会員に対しては，更新もしくは普通会員への

変更届が提出されるまで雑誌を送付しないことが報告

された。

.会計関係

(1)1998年3月16日現在の会費納入率は，普通会員

95%，学生会員71%，賛助会員83%，団体会員95%，外

国会員 85%であった。(2)その他の事項に関しては審議

事項参照のこと。

.編集関係

(J) 1997年度に発行した和文誌「藻類J第45巻 1-

3号は，総頁数214頁。内訳は原著論文・短報6編，総

説 1編，研究技術紹介4編その他。 (2)1997年度に発

行した英文誌 rPhyco1ogicalResearchJ第45巻 1-4号

は，総頁数247，掲載論文 35編であった。

【審議事項1
.庶務関係

(1)以下の 1998年事業計画が承認された:1)第22回

大会・評議員会・総会(筑波大学下回臨海実験セン

ター・下回東急ホテル)の開催， 2)第 1回日本藻類学

会論文賞の授与， 3)和文誌「藻類J46巻 1-3号の発

行， 4)英文誌 rPhyco1ogicalResearchJ 46巻 1-4号の

発行および別冊(昨年度共催した「アジア地域の微生

物研究ネットワークに関するシンポジウムjのプロ

シーデイングス)の発行， 5)会員名簿の発行， 6)会長

および評議員選挙の実施。(2)秋季シンポジウムは総会

時点では開催案がなかったが， r藻類J2号の記事に間

に合う時点で開催希望があれば，その決定を持ち回り

評議員会に委ねることが了承された。(3)1999年度以降

の rPhyco1ogica1 ResearchJの出版契約は，編集および

英文校閲の質の高さ，海外販売プロモーションの良さ

から， B1ackwell社と継続契約する方向で話を進めてい

くことが了承された。(4)学会ホームページを管理する

ため，和文誌編集委員会の実行委員を 1名増やすこと

が了承された。(5)学会に対する今日までの功績に対し

千原光雄氏が名誉会員に推挙され承認された。

.会計関係

(1)1997年度一般会計決算報告および同監査報告は

表ーlの通り承認された。(2)1997年度山田幸男博士記念

事業特別会計の決算報告および同監査報告は表-2の通
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表-1. 1997年度一般会計決算 (1997.1.1~ 1997.12.31) 

合計 14，632后63

貸借対照表(1997.1.1~ 1997.12.31) 

借方(円)

普通預金(第一勧業、京都ー1)

普通預金(第一勧業、京都-2)

普通預金(第一勧業、品JII) 

普通預金(山陰合問、松江)

郵便振替口座(品川1)

郵便振替口座(松江)

収入の部(円)

会費

普通会員

学生会員

外国会員

団体会員

賛助会員

販売

定期購読

ノfックナンノfー

別刷代

超過頁負担金

広告代

受取利息

文部省刊行助成金

英文誌還付金

雑収入

寄付金

一金一越一繰一度

計
一
年

、.
H
U

.
4
-
H
 

川
幌
一

品
札
一

金
金
一
計

現
現
一
合

支出の部(円)

4，661，406 和文誌印刷・発送費

3，605，000 ~n .\jj IJ代

210，000 別刷代

400，406 発送費

396，0∞ 英文誌印刷・発送費

50，000 編集費

338，640 編集補助費

261，000 通信連絡費

77，640 事務用品費

265，769 庶務費

0 事務用品費

60，∞0 会議費

2，351 通信・印刷費

1，230，0∞ 諸雑費

0 幹事旅費補助

3，000 事務補助

751，250 第21回大会補助費

自然史学会連合分担金

小計

次年度繰越金

7，312，416 

7，320，247 

合計

貸方(円)

2，276，127 未払金

1，113，742 前受会費

1，231，000 次年度繰越金

167，017 前年度繰越金

1，655，217 当期余剰金

3，1 ¥3，890 

448.174 

173，536 

10，178，703 合計
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400，000 

2，534，811 

7，243，892 

7，320，247 

-76，355 

10，178，703 

表-2. 1997年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 (1997.1.1~ 1997.12.31) 

収入の部(円)

受取利息

小計

前年度繰越金

合計

支出の部(円)

6，219 

6，219 小計

2，574，780 次年度繰越金

2，580，999 合計

0 

0 

2，580，999 

2，580，999 



貸借対照表 (1997.1.1-1997.12.31) 

借方(円) 貸方(円)

定期預金(住友、尽都) 1，900，000 次年度繰越金 2，580，999 

普通預金(住友、京都) 673，587 前年度繰越金 2，574，780 

現金 7，412 当期余剰金 6，219 

合計 2，580，999 合計 2，580，999 

日本藻類学会 1997年度決算報告書に対し記名捺印する 1998年2月25日

会 長石川依久子 印

会計幹事国中次郎 印

決算書が適正であると認める。 1998年2月25日

会計監査岡崎恵視 印

会計監査片山傍康 印

表-3. 1998年度一般会計予算案(1998.1.1-1998.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

会費 5，026，500 和文誌印刷・発送費 1，970，∞o 
普通会員 3，521，700 印刷代 1，500，0∞ 

学生会員 252，∞o 別刷代 250，∞o 
外国会員 432，000 発送費 220，000 

団体会員 604，800 英文誌印刷・発送費 5，655，600 

賛助会員 216，000 編集費 450，000 

販売 340，000 編集補助費 150，000 

定期購読 270，000 通信連絡費 2∞，000 

/{ックナンノfー 70，000 事務用品費 100，000 

別刷代 250，000 庶務費 540，000 

超過頁負担金 。 事務用品費 50，000 

広告代 120，αm 会議費 40，000 

受取利息 2，500 通信・印刷費 300，000 

文部省刊行助成金 1，230，0∞ 諸雑費 150，000 

英文誌還付金 50，000 幹事旅費補助 40，000 

雑収入 。事務補助 150，000 

寄付金 500，000 第22回大会補助費 120，∞o 
秋季シンポジウム補助金 50.0∞ 

自然史学会連合分担金 20，000 

小計 "7訓 9，0∞" 小計 8，995，6∞ 

前年度繰越金 "7，243，892・. 次年度繰越金 5，767，292 

合計 "14，762，892" 合計 14，762，892 

表-4. 1998年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算案(1998.1.1-1998.12.31) 

収入の部(円) 支出の部(円)

受取利息 6，∞o 論文賞賞状代 10，∞o 
小計 6ρ00 小計 10，αm 

金
一

越
一

繰
一

度
一

年
一
計

前
一
合

2，58⑪，999 次年度繰越金

2，586，999 合計

2，576，999 

2，586，999 
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り承認された。(3)19981，1'-度一般会計および山田幸男博

士記念事業特別会計の予算は表うおよび表4の通り承

認された。(4)1999年度より次のように会費値上げする

ことが了承された :個人会只 8，000円，学生会員 5，000

IIJ (一年勿;に更新すること)，海外会員 7，000円(学生

は5，000円)，団体会貝 15，000円， 賛助会員 30，000円。

(5)総会時，経済的に豊かでない図の会員について会費

を据え置くことができないかという発言があった。こ

れについては継続税議することになった。

[日本藻類学会論文賞授与]

第一回日本法類学会論文1'1:受11者の発表がおこなわ

れた。これは 1997年度に出版された 「藻類」および

rPhycological ResearchJの中から，規定により審査員

の投裂によって選ばれたもので，総会前 日にIJf.J催され

た編集委員会および評議員会で了承を受けたものであ

る。今回の投薬では，最高得EZ数を得た論文が2編あっ

たため， 以下の 2論文の著者(本会会員である2名)に

:L'l・状が授与された。

. Taxonomic nOI巴son the Halymeniaceae (Gigartinales， 

Rhodophyta) From Japan. 111. Synonymization of 

Pachymeniopsis Yamada in Kawabala wilh Grare/oupia 

賞 状
川口栄男殿

日本藻類学会は Phycological

Research 45巻に掲載された
あなたの論文
T・SODO田 Ic. DotCS 00 tbe 11・Iymenl
( G也art1nal叫Rhodopbyt>) from J.pan. m. 
$)'110町 田園U岨 oC hcA;!IIUn.必勝由 Yamada 掴
K....・b・掴，，1血 GroJ./qupiaC. A&町db

が藻類学 の 進 歩 に 大 き な 貢
献をした こ と を あ 〈 評 価 し

日本藻類学会論文賞を投与
します

四98年3月26日

日本務類学会論文11・の1'ttk

C. Agardh. (受1t者 :川口栄男氏)

New members of a grollp of DNA virllses infecling brown 

alga巴 (受賞者 :Dieler G. Mu¥lel氏)

あいにく当日は阿受11者とも欠席であったため，jt

状は後日郵送された。

4.植物分類学関連学会連絡会議

表記の第 6回会合が 1997年9月20日に束手1¥大学理

学部でIJfJ1ltされた。i込類学会からは兵111茂樹代表幹司i

がi:I¥席した。代表が出席した他の学会は種生物学会，

植物j地酒! . 分類学会，組物分~Jî地理学会， 地衣頒研究

会，1:1本菌類学会， 日本植物分類学会， EPj;:蘇苔類学

会で、あった。各学会より募集してきた合同名簿掲載希

望者のデータの編集作業に入ることが報告された。ま

た，学会問で雑誌を交換することが話 し合われたが，

本学会は交換によって待た他学会誌を有効に活用でき

る保管場所がないことから ，~~I~~tの受けll}; りはお断り

した。しかし，r訟は寂」の受け取りを希望する学会があ

れば喜んで送付する旨を返答をした。

第71IT1の会合が 1998il'-3月20日に富山青少年科学

館で開iIliされた。本学会からは代表幹事の代理として

富111大の波辺信会員が出席した。出席した他の学会は

賞 状
Dieter G. Muller殿

日本藻類学会は Phycologi回 I
Research 45巻に掲載された
あなたの論文
New me園出問。1a group 01 DNA vlrus昌

也fectlngbrown a1伊e

が藻類学の進歩に大きな貢
献をしたことをあ〈評価し

岡本藻類学会論文賞を投与
します

1998年 3月26日
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稜生物学会、植物地理 ー分類学会，植物分類地理学会， 季シンポジウムとすることに決定した。

地衣類研究会，日本植物分類学会，日本蘇苔類学会で

あった。本連絡会に日本珪藻学会の参加が報告され 6.会則の改訂

た。「植物分類学関連学会合同名簿」が 1998年 l月に 1998年 3月 26日に開催された日本藻類学会総会の

完成したと の報告があった。 また，本年9月に開催さ 決議に従い，以下のように会則を改定する。

れる日本植物学会大会 (広島大学)でおこうシンポジ <新会則>

ウム「地衣類，その分類学の現状と将来」を「植物分 第8条 1.国内会員は毎年会費8，000円 (学生は5，000

類学関連学会連絡会企画シンポジウム 2Jとして各学 円)を前納するものとする。但し， 名誉会員(次条に

会が後援する方向で調整することになった。 定める名誉会長を含む)は会費を要しない。外国会員

5秋季シンポジウムについて の会費は7，000円 (年間)(学生は5，000円)とする。会

本年3月の総会時点では，秋季シンポジウム開催内 長の承認を得た外国人留学生は帰国前に学生会費の 10

容が未決定であったが，その後石川依久子氏と大野正 年分を前納することができる 。団体会員の会費は

夫氏より「海産植物資源の活用 ー現況と国際的展望-J 15，000円とする。賛助会員の会費は一口 30，000円とす

と題するシンポジウムをマリンバイオテクノロジー学 る。

会と国際海藻協会日本支部との共催で聞きたいとの申

し出があった。この件につき持ち回り評議員会をおこ (付目1])

なった結果，賛成多数で同シンポジウムを本学会の秋 第6条 本会即は 1999年 l月l日より改正施行する。

新入 会 会員 異 動 !



154 



〆
表紙写真

大黒鳥の海岸風景(写真 ;堀口健雄)

大黒島は道東の厚岸湾に浮かぶ烏である。ここを訪れて，海面に顔を出

す笹子fとしたコンブの林の上にオオセグロカモメが羽を休めているのを見

たl時には「北の海だなあjと笑感したものである。本号にはナガコンブの

光合成特性とi枠内i1fJ付近の採集地案内という :1じの海藻に関する論文・記事

が掲載されている。そこで表紙も北の海岸j武双にがliって もらうことにした。

ちなみにこの写真でも速くに見える岩の上にカモメがとま っている(矢印)。

(T.H.) 
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日本藻類学会々則

第1条本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催(年1回)

2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4. その他前条の目的を逮するために必要な事業

第4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所に置く。

第5条 本会の事業年度は1月1日に始まり，同年12月31日に終わる。

第6条会員は次の5種とする。

1.普通会員(国内会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する日本に在住する個人で，役員会の承認するもの)

Z 普通会員(外国会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する海外に在住する個人で，役員会の承認するもの)

3. 団体会員(本会の趣旨に賛同する団体で，役員会の承認するもの)

4. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の推薦するもの)

5. 賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体で，役員会の推薦するもの。

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名).職業を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。

第8条 1. 圏内会員は毎年会費7，0∞円(学生は5，∞o円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める名誉会長を

含む)は会費を要しない。外国会員の会費は6瓜旧円(年間)とする。会長の承認を得た外国人留学生は帰国前に学生

会費の 10年分を前納することが出来る。団体会員の会費は 12，0∞円とする。賛助会員の会費は I口20，0∞円とする。

2 本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付された金品の使途は，第

11条に定める評議員会で決定する。

第9条本会には次の役員を置く。

会長 1名 幹事若干名 評議員若干名 会計監事 2名

役員の任期は2年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員はひき続き3期選出されることは出来ない。役員選

出の規定は別に定める(付則第l条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う。会計監事は前年度の決算財産の

状況などを監査する。

第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあずかる。評議員会は会長が召集し，また文書をもって，こ

れに代えることが出来る。

第12条 1.本会は定期刊行物 fPhycologi田1&国間由j及び『藻類jをそれぞれ年4回及び3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(付則)

2. fPhy∞logical ResearchJ及び『藻類jの編集・刊行のために編集委員会を置く。

3. 編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

第l条 会長は圏内在住の全会貝の投票により，会員の互選で定める(その際評議員会は参考のため若干名の候補者を推薦する

事が出来る)。幹事は会長が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協議により会員中から選ぴ総会において

承認を受ける。

第2条評議員選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区1名とし，会員数地雷50名を越える地区では50名までごに1名

を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評員のIβを越えることは出来ない。

地区割りは次の8地区とする。北海道地区，東北地区，関東地区，東京地区，中部地区(三重県を含む)，近畿地区，

中国・囚園地区，九州地区(沖縄を含む)。

第3条 会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条 会長及び地区選出の評議員に欠員が生じた場合は，前任者の残余期閥次点者をもって充当する。

第5条 会員が「藻類」のパックナンバーを求めるときは各号1，750円とし，非会員の「藻類Jの予約勝読料は各号ヨ，000円とする。

第6条本会則は1996年1月1日より改正施行する。
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日本藻類学会和文誌投稿案内

1.編集の方針と投稿資格 本誌には藻学に関する未発表の和文論文，短報，速報のほか，総説，大会講演要旨，

藻類に関する企画および投稿記事(採集地案内・分布資料・新刊紹介・シンポジウム紹介，学会事業案内など)を

掲載します。論文および短報は和文誌編集委員会(以下編集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに

編集委員長によって掲載の可否が決定されます。速報およびその他の投稿原稿の掲載の可否は編集委員長と編集

委員会で判断します。なお，編集委員会が依頼した場合を除いて，投稿は会員に限ります。共著の場合，著者の

少なくとも一人は会員であることが必要です。

11.制限頁論文は制り上がり 10頁，総説16頁，短報4頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，超

過分については超過頁代が必要です。その他の報文，記事については，原則として2頁以内を無料としますが，編

集委員会の判断で6頁を上限として超過を認めることがあります。速報は2頁以内とします。速報は超過頁と同

じ扱いになりますので有料です。 2;αlO字で刷上がり l頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，色刷りなどの

費用は著者負担となります。

111.原稿執筆・投稿要領原著論文および短報は下記の様式に従って執筆し，オリジナルの原稿と図表各 l組と

それぞれのコピー2組(写真を含む図版はこれを写真複写したもの。電子複写は不可)を編集委員会に提出して

ください。その他の報文については特に様式の制限はありませんが，最新の号を参照し，必要に応じて編集委員

会に問い合わせてください。また，原稿の種類を問わず，次の規則に従ってください。 1)テキストファイル形式

で保存できるワードプロセッサーを用いて作成し， A4用紙に 1行40字， 25行で印刷する。 2)当用漢字，新かな

づかいを使用する。 3)句読点は r，Jと roJを用い， r、」ゃ r.Jの使用は避ける。 4)学名と和名の使用:新種

記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，和名にはカタカナを使用する。 5)本文中ではじめて使用す

る学名には命名者名をつける。また，属と小名には下線を引き，イタリック指定をする。 6)単位系と省略表記:

SI単位を基本とします。原稿中で使用できる主な単位と省略形は次のとおりです(時間:hr， min， sec，長さ :m，

cm，J.1ffi，nm，重量 :g，mg，容積 :I.ml，温度:'C，波長 :nm，光強度:lux，μE'mセ七Wm，開nol'mヤなど)。そ

のほか，執筆にあたっては以下の投稿原稿の構成およびワープロ入力の注意の項を参照してください。

投稿原稿の構成 原著論文は，1)標題， 2)英文要約， 3)本文， 4)引用文献， 5)表と図およびその説明(英文

または和文，和英併記も可)の順にまとめてください。短報は本文の構成が異なる点を除いて，原著論文に準じ

ます。

1.標題と要約欄外見出し(和文25文字以内)，標題，著者名，所属，住所，著者名(和文)，英文標題，英文

要約 (200語以内)，英文キーワード (5-10語，アルファペット順)，著者名(英文)，宛先(英文)の順に記入

してください。

2.本文論文は原則として緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝辞で構成されます。短報で

はこれらの項目を区別せず，一連の文章にすべてが含まれるように構成してください。原著論文，短報とも必要

に応じて図(線画や写真)や表を用い，原稿中にそれぞれ挿入を希望する位置を指示してください。本文中での

文献，表および図の引用は次の例に従ってください。

ーが知られている (Yamada1949， Yamada and Yamada 1950， Yamada et al. 1951)。岡村 (1907，p.6) 

は，・・・・を示している・・・・の大きさには地域により明瞭な差が認められる (Table3)。

3.引用文献 本文中で引用したすべての文献を著者名のアルファベット順に列挙してください。原著論文と単行
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本，叢書中の分冊等では引用の方法が異なります。下記の例にならってください。

(単行本) 岡村金太郎 1936. 日本海藻誌.内田老鶴園，東京.

Christensen， T. 1994. AIgae. A taxonomic Survey. AiOPrint Ltd.， Odense. (著者，出版年，標

題，出版社，出版社の所在地の順)

(単行本中の l章) 有賀祐勝・横浜康継 1979.光合成・呼吸の測定.p.413-435.西淳一俊・千原光雄(編)藻類

研究法，共立出版，東京.

D胞 bes，G. 1977. Sexuality. p.250-283. In: D. Wemer (ed.)百 .eBidogy of Diatoms. Blackwell Sci. 

Publ.， London (著者，出版年，引用した章の標題，岡掲載頁，編者，単行本標題，出版社，出

版社の所在地の順)

(叢書中の分冊) 胎釦uner，K.， Lange-Be:血 lot，H. 1986. Bacill副 ophyceae.1. Teil: Naviculaceae. In:副，H.， Gerloff， 

J.飢 dHeynig， H. (eds.) Sussw鎚 serfloravon Mit旬le町 opa.No.2f1. Gustav Fischer， Verlag， Stuttgart 

(著者，出版年，引用した章の標題，編者，単行本標題，版番号，分冊番号，出版社，出版

社の所在地の順)

(雑誌中の 1論文) 筒井功・大野正夫1992.和歌山県白浜産クロメの成長・成熟と形態の季節的変化.藻類 40:

39-46. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，岡掲載頁の順)

Yoshida， T. and Silva， P. C. 1992. On the identity of Fucus babingtoniiHarvey. Jpn. J. Phycol. 40: 

121-124. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，同掲載頁のj順)

4.表と図.および説明 表と図は印刷版下として使用しますので原寸大で作成してください。印刷頁は2段組み

で幅 14cm，1段で幅6.6cm，縦20.4cmです。表，図ともに説明のためのスペースを含めて印刷範囲に収まる

ように作成してください。写真は光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要なスペースをカットしてレイアウトしてく

ださい。図や写真には倍率を示すスケールを入れ，必要に応じてレタリング用の矢印や文字などを貼り付けてく

ださい。表の罫線は横線のみを用いるようにしてください。表，図ともに，脱落防止のためにカバーをつけ，そ

の下端に著者名，図の番号を記入してください。送付にあたっては，厚手の紙で保護してください。

IV. ワープロ入力の注意 本誌はD骨 (DeskTop Publishing) によって作成されます。掲載が決定された後，最

終原稿のファイルが保存されたフロッピーディスクを堤出していただき，編集委員会ではこれを用いて印刷版下

を作成します。したがって，あらかじめ，テキストレベルでデータ互換が保障された(テキストファイル形式で

ファイルを保存できる)パーソナルコンピューター上のワードプロセッサーまたはワープロ専用機で原稿を作成

するようにしてください。互換性が不明な場合は編集委員会までお問い合わせください。編集作業を円滑に行う

ために，原稿作成にあたっては次の点に注意してくださるようお願いします。I)学名や英単語の区切り以外には

スペースキーを使用しない。 2)段落行頭や引用文献の字下げにはワープロのインデント機能を使用する。 3)改

行(リターンキー)の使用は段落の終わりだけに限定し， 1行ごとの改行の挿入はしない (DTP編集では，改行

コードの有無で段落を判断します)04)数字とアルファベットはすべて半角で，カタカナは全角で入力する。 5)

ギリシャ文字や独仏，北欧文字を他の文字で代用しているときは，出力原稿中に赤鉛筆でその旨明記する(例:

首を u，μをu，eをe，~を B，のを Oで代用など)0 6)数学記号などの特殊記号をワープロの外字で使用してい

るときは出力原稿中にその旨明記する。

V.校正と別刷 校正は初校のみとします。 DTPの最終割り付けが済み次第，レーザープリンター (30Odpi程度

の解像度)で出力したものを著者に送ります。ためし刷りですので写真等は最終印刷のイメージより劣ります。校

正はレイアウトと提出したファイルからデータ変換が正しく行われているかを確認するにとどめ，図や写真の最

終チェックは編集委員会におまかせください。校正は受領後3日以内に編集委員会あて返送してください。別刷

は原著論文，短報，総説に限り 50部を学会で負担しますが，それ以外は有料です。校正送付時に同封される別刷

申込書に所定の事項を記入して返送してください。



日本藻類学会(入会申込・住所変更届) (0で囲んで下さい)

(コピーしてお使い下さい)

199 年度より入会 19 年 月 日申込み

氏名

女 Name

(Family name) (Given name) 

所属機関名

女Institution

住所 干一一一一

* Institutional Address 

電話 Fax e-m創I

白宅住所干

* Address 

電話 F飢 e-mail 

女の項目は英語またはローマ字で必ずご記入ください。英文誌の送付に必要です。

以下の欄にチェックして下さい

会員の種類:口普通会員 7.∞o円 口学生会員 5.0叩円(学生会員の場合，指導教官の署名が必要です)

指導教官の署名:

会費納入方法: 口 同封口郵便振替(できるだけ郵便振替をご利用下さい)

会誌の送り先 口所属機関(勤務先) 口自宅

入会申込書・住所変更届 送付先:干 690・8504島根県松江市西川津町 1060

島根大学教育学部生物

大谷修司 TEL 0852-32-6306 (FAX兼用)

e-m創 1:ohtanish@edu.shimane-u.ac.jp 

会費払込先:郵便振替 口座番号01320-4-48748 加入者名:日本藻類学会

↓
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賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085・04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シロク商会 (260千葉市春日 1-12-9・103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2・16-5)

有限会社浜野顕微鏡 (113東京都文京区本郷5-25・18)

株式会社ヤクル卜本社研究所 (189東京都国立市谷保1769)

神協産業株式会社 (742・15山口県熊毛群田布施町波野962・1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝霞市栄町3-3・7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町1丁目 3・17)

マイクロアルジエコーポレーション (MAC) (104東京都中央区銀座2-6・5)

(有)裕干堂葛西(青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井38・10)

(今秋刊行予定)

パイオディパーシティ・シリーズ

第8巻弱弱@)Ø~自信認締
[責任編集]千原光雄 [企画・編集補助]井上勲・川井浩史・堀口健雄
第 I部藻類の多磁性 と分類体系 E干原光雄]濠類の多儀性/藻類多様性研究団歴史 第 11部 さ ま ざ
ま怠形質からみた麗類の多録性と系統 分子系統学/葉緑体/光合成色素/鞭毛と綬毛装置/膏性生殖/

光運動反応/概日時計/細胞内共生lこよる葉緑体の獲得と藻類の多様化 第班郡麗類の円ごとl之みる

多織住の生物学 藍色植物門/原膿緑色植物門/原色植物門/紅色植物門/クリフト植物門/不等毛植物
門〈黄金色麗綱・ラフィド藻網・珪灘網・縄鷹鯛・黄緑蕩網・真眼点蕩綱)/ハプト植物門/渦鞭毛植物

門/ユーグレナ植物門/クロララクニオン植物門/緑色植物門〈ブラシノ華麗綱・緑藻網・トレボウクシヨフ

麓綱・戸オサ潔綱・シヤジクモ藻綱〉 コラム17偏/分類形貫一覧表/分類表 E第lI.m部親筆者50
音順:石田健一郎・井上 勲・内田英伸・神谷充伸・河地正{申・近際孝男・洲崎敏伸・高柑典子・申山

剛・野崎久義・原塵明・掴輝三・堀口健雄・真山茂樹・峯ー閤・三室守・宮下英明・本柑泰三・

吉崎誠・若菜勇・渡逓信・渡辺信〉

ポピュラー・サイエンスシリーズ
(7月刊行予定)

磯焼けを海中林ヘー岩礁生態系の世界一
東北大学教授谷口和也著四六判予180頁(口絵4頁) 予価1600円
T章磯焼けとは伺か 2章磯焼けはどのように発生するのか 3童書磁焼けはどのようl巳持続するのか
4章海中称はどのように回復するのか 5章海中林はどのようl巳維持されるのか 6章磁腕けは克
服できるのかー磯焼けの海を豊かな海中林にー



多彩な執筆陣による多角的な構成f
生態から利用までを網羅した、初の海藻読本/

21世紀の海藻資源 @
一生態機構と利用の可能性一 ~雑誌知

「豊 かな海」 の立役者であるばかりでな く、 次世代の素材と

して、いま 産 業界の最 も熱い注 目を集める海部資源。健康、

環境への関心の高 まる中、 「海部 につ いての一般書 を」と の戸

に応え、 遂 に初の海藻 読本が登場 I

生態、環境、健康、 化学、工学、医療等の研究者が最新研

究成果を分 かり やすく解説。今 まであまり光の当たらなかっ

た多方面にわたる海藻の利用法 を探 る。海蕊生産者、漁場造

成・水圏環境保全関係者、応用化学 ・食品メ ーカー必読の書 !

U冷'"

藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/国際化する海藻資源

(大野正夫)/海藻と健康・栄養(辻啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬 進・大野正夫)/海藻パルプとアルギン酸繊維の“紙"(小林良生)/ カンキツ類

の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フェロ

モン(梶原忠彦)/ 海藻から抽出されるレクチンー細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗酸化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

藻の生態と藻礁
徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税別)

本書::/i、天然の海てや海藻がどのようなをで生えているの

かをつぶさに見てとる ことの出来る海i誕生態依|鑑である と

同時に、人為的に投入 した藻礁に古ufufにして海藻を牛やす

か、を紹介し た世界に例のない図鑑でもある。i車場造成に
かかわる方々はもちろんの こと、H/}洋環境の保全に意欲 と

関心をお待ちの一般の方々 にも、木JH:は幅広く受け入れら

れるであろう 。
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源養殖学
徳田 鹿・大野正夫・小河久朗編

.85判 354頁・定価本体5.505円(税別)

i制定の資源や長嫡から、藻場造成、平IJJ+j法、

i't正外での養刑等に至るま で、実に幅広い観，，:1，(か

ら中v}めて総柄的に海藻を論じた、研究者 ・学斗z
.養姫業者待望の書グ

地球生態系 と海藻/海藻の生育環境/海
藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現

在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養

殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

E冨E書屋圏

-消費税は別途加算されます。

干171東京都豊島区池袋2-14-4 池袋西口スカイビjレ8F

TEL 03(3590)4441(販売部) FAX 03 (3590) 4446 



e月刊行 Ir日本海藻誌」以来60余年ぶりの大著，遂に刊行成る!
好評発売申|

新日本海藻誌
一日本産海藻類総覧-

吉田忠生 著
B5判・総頁1248頁・本体価格46000円

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである

「日本海藻誌J刊行以後の約印年間の研究の進歩を要約し， 1997年までの知見を盛り込んで，日本産として

報告のある海藻(緑藻，禍謀，紅諜)約 1400種について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.

編集にあたっては，各種類の学名を原典にさかのlまって検討し，国際植物命名規約に厳密に従って命名法

上の正確さを期し，関連する文献を詳しく引用.また，命名規約に基づいて，多くの種のタイプ標本を確定

し，その所在を明らかにするとともに，北海道大学，国立科学博物館などに所蔵されているタイプ標本の写

真を多数掲載した.植物学・水産学の専門家のみならず，広く関係各方面に必携の書.
. . ....................••.••••.•.....................•••.•...•.....................•...........................................•........ 

第2期10巻，全20巻完結!

淡水藻類写 1巻 山岸高旺・秋山 優編集

-20巻 各巻町判・ 216頁・ 100シート
1・2巻 4000円， 3-10巻 5000円， 11-20巻 7000円

1種1シートを原則に，務体像の顕微鏡写真・部分舷大写真に，走査型電顕写真・線画き詳細図を添えて，分類学的形質

が一目でわかるように構成する.解説はすべて和英両文.種名と文献，糠体の性状と寸法，成育状況，細胞の構造，生

殖法，生活史，生態分布，類似種との比較等を併記.

唾~淡水藻類写真集ガイドフ‘ツク 山岸高旺著

多種多様な淡水謀類の全容を.r淡水藻類写真集Jをもとに簡潔かつ利用しやすい形にまとめる.

藻類の生活史集成 堀輝三編

第 1巻緑色藻類 85・448p(185種) 80∞円

第2巻褐藻・紅藻類 85・424p(171種) 8卿円

第3巻 単細胞性・鞭毛藻類 85・400p(146種) 70∞円

陸上植物の起源 渡過信 共訳
堀輝三

ー緑藻から緑色植物へ A5・376p'48∞円

最初に海で生まれた現生植物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したの古」ー.分子生物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく探求の書.海穫のような海産藻類からでなく，

淡水域に生息した緑藻，特にシヤジクモ類から派生したという推論

をたて，陸上植物の出現した約五億年前の地球環境.DNAの構造，

シヤジクモ類の形態・生態・生理などを総合的に考察する.

日本淡水藻図鑑庚瀬弘幸山岸高旺編集
B5・960p. 38αm円

図鑑としての特性を最高度に発縄さす為に図版は必ず左頁に，図版

の説明は必ず右頁に組まれ，常に図と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索表を配し読者の便宜を図る.

藻類多様性の生物学 B13てお
藻類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により，

藻学および周辺領域の膨大な知識の蓄積が整理され，新しい研究成巣

も取り入れられている.深学を学ぶ方，またこの分野に興味のある方

の新たなスタンダード.

日本の赤潮生物 福代・高野 共編
千原・松岡

一写真と解説一 B5・43Op'130ω円

日本近海および日本の淡水域に出現する2∞種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸山晃若

丸山雪江絵

細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 B5・440p. 28卿円

原生生物，すなわち細菌.il類，菌類と原生動物の分類という壮大な

世界を鍛密な点描画とともに一巻に収めた類例のない書.

藻類の生態 2媒2:諜共縞 A5ω帥帥0句p'1ロ閣2勾却8初0∞0

目本海藻誌 岡村金太郎著 B町5'10∞脚Ip'3捌0卿∞0叩円

表示の価格は本体価格ですので，別途消費税が加算されます. 〒112・0012東京都文京区大爆 3・34
TEL03・附・6781 FAX 03・羽45674 内田老鶴圃



学会出版 物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類」パックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員 3，000円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 

巻索引付き)のみ会員 5，∞o円，非会員 7，000円，欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

「藻類」パックナンバーの特別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類」索引 1・10巻，価格会員 1，500円，非会員 2，000円， 11-20巻，会員 2，000円，非会員 3，000円，創立

30周年記念「藻類J索引， 1-30巻，会員 3，∞o円，非会員 4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補.1977. A5版， xxviii叫 18頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24) を掲載，価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to由esystematics of the benthic marine algae of the North Pacific. 1. A. Abbott・

黒木宗尚共編.1972. B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，0∞円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和 49年 9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会Jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。

1998年7月 5日印刷

1998年7月 10日発行

@ 1998 Japanese Society ofPhycology 
日本藻 類学会

Printed by Hokudai Insatsu 

編集兼発行者 堀口健雄

干悩()'(}81O札幌市北区北10条西8丁目
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